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　Life.0






　皆みなさま、ごきげんよう。兵ひよう藤どう一いつ誠せいです。

　突とつ然ぜんですが、寝ね床どこで起こった困こまることって皆さんもひとつやふたつありますよね。

　たとえば、目覚まし時計が鳴らずに遅ち刻こくしちゃったとか、寝ね相ぞうが悪くてベッドから落ちたとか。

　僕の場合、現げん在ざい身に起こっていることが予想を超こえるものでして……。

「うぅん……」

　艶なまめかしい声が耳元に届とどきます。えぇ、すぐ近くから。

　視し線せんを隣となりへ移うつすと、そこにいらっしゃったのは紅べに髪がみのお姉さま、リアス部長。我わが主あるじの上級悪あく魔まさまだ。

　先日から半ば強ごう引いんに俺おれの家に住むこととなり、一いつ緒しよに生活するようになった。

　いつの間にか、俺が寝ねているベッドに潜もぐり込こんでいたようだが……。は、裸はだかなんですけど……。

　いや、わかっちゃいたさ。部長は寝るとき裸だって、自分で言っていたし、現げんに以前学校の保ほ健けん室しつのベッドで休んでいた俺のもとへ今回と同じように潜り込んできた。

　くぅぅぅぅぅ！　俺の左半身に柔やわらかい感かん触しよくが伝わってくるんですけど！　完全に俺を抱だき枕まくらのように抱いて寝てらっしゃる！

　部長の匂においが鼻び腔こうを刺し激げきします！　なんで部長ってこんなにいい匂いするんだろうか？

　つーか、完全に俺の左ひだり腕うでに部長のおっぱいがくっついているよ！　左手なんか、究極に柔らかいものに包まれている！　ふ、太ももだろう。俺の左手は太ももに挟はさまれてサンドイッチされている！　太ももサンドイッチ！　なんて素す晴ばらしいものだろうかっ！

　おかげで俺は微び動どうだにできない状じよう況きようだ。いや、動きたくない！　こんな素す敵てきなシチュエーション、そう簡かん単たんに終わらせてなるものか！

　部長と同どう居きよするようになって数日でこの現げん象しようが起きた！　部長との生活は前ぜん途と多た難なんだと思ったけど、こんなことがあるなら、万ばん々ばん歳ざいだぜ！

「……あら、起きていたの？」

　って、部長も起きたんスか！

「え、ええ、はい。で、起きてみたら、こういう状況になっていたもので、どうしたものか……」

　まあ、本当の感想だ。どうしたらいいかわからない。しかもご本人さまが目覚めた以上、さらにどうしたらいいかわからない。

「ゴメンなさいね。イッセーを抱き枕にして寝たい気分だったのよ。あなたが就しゆう寝しんしてからベッドにお邪じや魔まさせてもらったの」

　そ、そんなことが起きるものなのですか!?　部長の気分の基き準じゆんがわかりません！

　困こん惑わくする俺の左半身を部長はいっそうギュッと抱だきしめる。うおおおおおおっ！

「どうしましょうか？　このまま、いつも起きる時間までこうしているのも素敵だし……。ちょっとエッチなことなんていうのもかわいい下げ僕ぼくとのコミュニケーションになるのかしらね」

　チュッ。

　部長が俺のほっぺにキスをしてくるぅぅぅ。

　ぶ、部長はなんでそんなに俺をかわいがってくれるんですか!?　なんか、ライザーの一いつ件けん以来、俺のことをさらにかわいがってくれるようになった気がするんだが、それは気のせい？　俺の鼻血が毎日流れているのは本当だけどさ。

「あの部長……、お、俺も男なんで……そ、そんなこと言われると……」

「襲おそいたくなっちゃう？」

　悪いた戯ずらっぽい口調で部長が返してくる。どうして、部長は俺のいろんなところをエロく刺激することに長たけているのだろうか！

「いいわよ、あなたの喜ぶことなら何でもしてあげるわ」

「──ッ！」

　エッチな声こわ音ねで囁ささやかれ、思考がピンク色の方向へ飛ぶ寸すん前ぜん──。

　コンコン。ノックされる俺の部屋の扉とびら。

「イッセーさーん。そろそろ早朝トレーニングの時間ですよー」

　廊ろう下かから聞こえてきたのはアーシアの声だ。

　……なんて、タイミングだ！　こ、これからがいいところ──いやいや、アーシアは悪くない！

　毎朝、俺は早朝トレーニングに励はげんでいる。いまだ弱々しい悪魔だからな俺は。

　部長先せん導どうのもと、俺は修しゆ行ぎよう中だ。アーシアはそんな俺のフォローをしてくれるためにマネージャーをしてくれていた。ありがとうございます、部長、アーシア。

「イッセーさん？　まだ眠ねむってます？」

「いや、起きているよ。ちょ、ちょっと待ってて！　てか、下で待っててくれ！」

　そうだ。こんな場面、アーシアに見せられないよ。ただでさえ、アーシアは部長と同居するようになってから部長に対して何やらライバル心を抱いだいている様子なんだ。

　なんでアーシアが部長をそんな風に見るかはわからないが、部長も受けて立っていた。

　まあ、普ふ段だんは普通に話しているから本気のケンカではないようだけど。とりあえず、二人とも仲良くしてくれ……。俺は女の子のケンカなんて見たくないよ。

　と、俺の心配など露つゆ知しらず、部長は悪魔の微び笑しようを浮うかべていた。

「アーシア、もう少し待っていなさい。私もイッセーも準じゆん備びしなくてはいけないから」

「っ！」

　部長が扉の向こうのアーシアへそう言う。ぶ、部長ぉぉぉぉ！　どうして火種を投下するんですかぁぁぁ！

　扉越ごしとはいえ、アーシアのほうも絶ぜつ句くしているように俺には思えた。

　ガチャ！　勢いきおいよく開け放はなたれる部屋の扉。

　アーシアにはベッドから上半身だけ起こしている俺と部長の姿すがたが目に映うつったであろう。

　涙なみだ目めのアーシア。頬ほおを膨ふくらませ、かなりご機き嫌げん斜ななめのご様子で……。

　そのアーシアを見るなり、部長が俺の左腕に絡からみついてくる。ちょ、ちょっと部長!?

「おはよう、アーシア」

　ニッコリ笑う部長。怒いかり心頭のアーシアは全身をぷるぷると震ふるわせていた。

　すると突とつ然ぜん自分の服に手をかける。ちょ、ちょっとアーシアさん？

「私も裸はだかになります！　仲間はずれなんて嫌いやです！」

「アーシア!?」

　今日も過か激げきに一日が始まるようだ。




　　　　─◯●◯─

「いただきます」

　朝食の時間。俺の両りよう脇わきの席には部長とアーシアが座すわっている。

　美少女二人に挟はさまれて幸せだぜ！　と言いたいところだが、毎日がそう思えるわけでもなく、今日も今日で朝からアーシアは頬を膨らませてご機嫌がよろしくない。

　まあ、朝からあの場面を見れば「不ふ潔けつです！」って元シスターのアーシアは思うのかもしれないね。いや、だとしたらそのあとに「私も裸になります！」って言動もおかしいか。

　じゃあ、なんで怒おこってる？　んー、乙おと女め心ごころは男の俺には計り知れない。

　部長のほうは特に気に留とめてもなく、俺の両親と談だん笑しようしながら食事を摂とっていた。

「いやー、リアスさんは和食まで作るのが上手なんだねー」

「ありがとうございます、お父さま。日本で暮くらすのも長いものですから、一通りの調理は覚えましたわ」

　そう、今日の朝ご飯のメニューのうち何品かは部長が作っていた。玉子焼きとか、味付けが絶ぜつ品ぴんで俺も先ほどからバクバクと食べている。マジうまい！

「イッセー、おかわりはたくさんあるから落ち着いて食べなさい」

「は、はい、部長……」

　同どう居きよするようになってからわかったが、部長は料理上手だ。和洋中、レパートリーは広く、たいがいのものを極ごく上じようの逸いつ品ぴんとして調理していた。

　お嬢じようさま育ちだから、てっきりこの手の作業は苦手だと思ったのが、まったくの正反対だったんだ。

　一人日本で生活しているのは伊だ達てではなく、料理洗せん濯たく掃そう除じとすべてそつなくこなす。

「お嬢さまだから、何もできないって言われるのは嫌きらいなのよ。やれることはやりたいわね」

　と、以前に部長が言っていた。素す晴ばらしい限かぎりです！　本当、心から尊そん敬けいしちゃいますよ。すごいです、部長。俺の主あるじさまは日にち常じようの生活でも頼たのもしかった！

　で、部長をライバル視ししているアーシアは、いつも部長との差を見せ付けられ、ガックリしては前向きに日々日本の文化にとけ込こもうと努力していた。

　アーシアもアーシアですごい。短期間で日本語の文字を覚えてきている。すでにひらがなカタカナはマスターし、漢字の読み書きに踏ふみ込んでいた。

　小学生低学年レベルの漢字は読めてきているのではなかろうか。

　多くは努力の賜たま物ものだとは思うが、生来、彼女は勉学ができる才さい能のうを持っていたようだ。

　学校に通うのが初めてなのにも拘かかわらず、理り数すう系けい、語学系、共に分け隔へだてなく苦にしていない。

　何よりも勉強が楽しいと言っていたので、その辺も相まって呑のみ込みも早いのかもしれない。すでにアーシアに勉強を教えてもらっている部分もある。アーシアの守しゆ護ご者しやのつもりなのになんとも情なさけない俺。

　その何でも楽しめるアーシアも部長が絡からむと対たい抗こう心しんを燃もやしてしまう。

　う、うーん。俺から見てもアーシアは努力家ですごいと思うが、相手が部長となるとどうだろうか……。

　料理の腕は現げん段だん階かいで部長に軍ぐん配ばいが上がる。いや、アーシアの料理も美お味いしいんだけどね。どうにも相手が悪いというか……。

　ずずっと味み噌そ汁しるをすする。あー、部長の作った味噌汁うめぇ！　涙が出てくるよ！

　料理の上手な女の子って、魅み力りよく的だよね。しかもそれが美少女で、お姉さまときたら文もん句くなしなわけで……。

　ぎゅっ。

　アーシアが膨ふくれっ面つらのまま、テーブルの下で俺の服をぎゅっとつかんでいた。アーシアが俺にだけ見せる行こう為いだ。

　何か機き嫌げんが悪くなると、無言で俺にこうやって訴うつたえてくる。それがまたかわいらしいというか、愛らしいんだけどね。うん、妹ってこんな感じなのかな。

「そういえばイッセー、今日は部員たちがここへ来るの」

　と、部長が言う。

「え？　小こ猫ねこちゃんたちがですか？　俺の家で何かするんですか？」

「えぇ、今日は放課後のオカルト研究部会議をここで行おうと思っているの」

「俺の家で、ですか」

「前にも言ったでしょう？　そろそろ旧きゆう校こう舎しやのなかを全体的に掃そう除じする時期なのよ。業者さんに頼んでお掃除するらしいわ」

　というのは半分嘘うそ。本当は使し役えきしている使い魔に言いつけ、旧校舎を掃除させている。俺の両親の手前、旧校舎の事じ情じようはそういうことにしていた。

　で、俺の家でオカ研をするのね。

　部長が俺の両親に頭を下げる。

「申し訳わけございません、お父さま、お母さま」

「いいのよ、リアスさん。聞けば、イッセーが大変お世話になっているって。私もうれしいわ、イッセーに女の子のお友達が増ふえて」

　母さんの言葉に父さんもうんうんとうなずく。

「そうだなぁ。父さんは、松まつ田だくんや元もと浜はまくんも好きだが、やはり、健全なお付き合いのできる仲間も大事だと思うぞ。部屋に集まってエッチなことばかり語り合っているだけじゃ青春は謳おう歌かできん」

「その通りよ、お父さん。松田くんと元浜くんはいい子だけど、目つきがいやらしいのよね。基き本ほん的にエッチな学生だし、イッセーにとって悪あく影えい響きようなのは確かく実じつだわ。それにアーシアちゃんとリアスさんが同居する以上、あの子たちにはこの家にあがってもらいたくないわね。年とし頃ごろの娘むすめさんが汚けがれてしまうと思うの」

　言いたい放題だぜ、松田、元浜。俺もフォローのしようがないところがどうしようもない。

　でも母さん、気き兼がねなく話せる男友達って最高なんだぜ。あの二人は俺にとってまさにそれで、いままで楽しくやってこられたのも松田と元浜のおかげだ。

「そういうわけで、今日の会議はこのお家で行うわ。よろしくね、イッセー」

　さて、どうなるか。




　　　　─◯●◯─

「で、こっちが小学生のときのイッセーなのよー」

「あらあら、全ぜん裸らで海に」

「ちょっと朱あけ乃のさん！　って、母さんも見せんなよ！」

　会議なんてなんのその。俺の家で行うはずだった放課後のオカ研会議は、母さんが持ってきたアルバムで崩ほう壊かいした。

「……イッセー先せん輩ぱいの赤せき裸ら々らな過か去こ」

「小猫ちゃんも見ないでぇぇぇぇぇぇ！」

　最悪だ！　俺の恥はずかしい過去を納おさめた悪あく夢むの一品！　うわぁぁぁぁぁ、死にたい！

　そういや、母さんは昔から言っていたな。

「いつか、女の子のお友達がたくさん家に来たら、イッセーのアルバムを見せてみたいわぁ」

　その夢ゆめは俺がモテないことから、儚はかないものだと思われた。が、俺の人生が反転したせいか、このような事じ態たいに……。嫌いやな夢が叶かなっちまったよ！

「……小さいイッセー」

　部長、幼よう年ねん期きの俺の写真をまじまじと見つめられると恥ずかしいんですが……。

　って、あれ、部長さま？　頬ほおを真っ赤に染そめてるのですか？

「……幼おさない頃ころのイッセー幼い頃のイッセー幼い頃のイッセー幼い頃のイッセー……」

　何やらつぶやいていらっしゃる？

　でも満足そうだ。部長、そんなにガキの頃の俺がお好みでしたか？　部長って、ショタコン？　そういう風には聞いてないけどな……。

「私もなんとなく、部長さんの気持ちがわかります！」

　部長の手を取るアーシア。その瞳ひとみはランランと輝かがやいている。

「そう、あなたにもわかるのね。うれしいわ」

　おいおい、なんだか二人だけの世界に入っちゃってるよ……。

　木き場ばの野や郎ろうもニコニコ顔でアルバムを見てやがる！　クソ！　野郎に見られると腹はらが立つのはなぜだろうか!?

「お、おい！　木場！　おまえは見るな！」

　木場の手からアルバムを取ろうとするが、ひょいっと軽けい快かいな動きでかわしやがった。

「ハハハ、いいじゃないか。もう少しイッセーくんのアルバムを楽しませてよ」

　うぬぬぬぬ！　楽しむなぁぁぁぁぁ！

　さらに取り戻もどそうと俺が飛びかかるが、奴やつはモノともせずにひょいひょい避よけやがる！

　クソ！　こんなところで嫌な実力差を感じるぜ！

　アーシアが部長をライバル視しするように俺も木場をライバル視している。アーシアにとって、部長が大きな壁かべであるように、俺にとっても木場はデカい壁だ。

　でもいつか越こえてやるぜ！

　そんな決意を新たにしていると、木場がとあるページをまじまじと見つめていた。その視し線せんは楽しむというよりは、何か予想外のものを見つけたという様子だ。

　俺も近づき、木場が食い入るように見ているページへ視線を落とす。そこには園児時代の俺の姿すがたがあった。

　写真には俺だけではなく、同い年の園児とその親おや御ごさん──お父さんらしき人が写りこんでいた。

　この男の子、覚えているぞ。幼よう稚ち園えん時代、近所に住んでいた子だ。よくヒーローごっことかで遊んだっけな。

　小学校にあがる前に、親の転てん勤きんとかで外国へ行っちまった。それっきりだ。

　でも、この子の写る写真になぜ木場が興きよう味みを示しめす？　まさか、この子が木場なんてオチはないよな……。

　木場が写真に写る男の子の親御さんを指差す。というよりも、親御さんの持っている物のほうを指差しているようだ。

　剣けん──。

　模も造ぞう品ひんだとは思うが、男の子のお父さんらしき人は古ぼけた西洋剣を携たずさえていた。

「これ、見覚えは？」

　真剣に問う木場。おいおい、ちょっと声のトーンが違ちがうぞ、おまえ。

「うーん、いや、何分ガキの頃すぎて覚えてないけどな……」

「こんなことがあるんだね。思いもかけない場所で見かけるなんて……」

　一人ごちて、木場は苦く笑しようする。だが、その目は寒気がするほどの憎ぞう悪おに満ちていた。

　その一いち枚まいの写真が、今回の出来事の始まりだった──。

「これは聖せい剣けんだよ」









　Life.1　燃もえろ、オカルト研究部！






　カキーン。

　晴天の空に金きん属ぞく音おんが木こ霊だまする。

「オーライオーライ」

　俺おれは飛んできた野球のボールをグローブでキャッチしていた。

「ナイスキャッチよ、イッセー」

　笑え顔がおで親指グーをくれる部長。

　旧きゆう校こう舎しやの裏うら手てに草の生えていない少しだけ開けた場所があるのだが、俺たちオカルト研究部の面々はそこで野球の練習をしていた。

　いや、悪あく魔まの仕事ってわけでもないんだ。

「来週は駒く王おう学園球きゆう技ぎ大会よ。部活対たい抗こう戦せん、負けるわけにはいかないわ」

　部長が活いき活いきとしながら力強く言う。

　そう、もうすぐ学校行事のひとつ、球技大会がある。

　野球、サッカー、バスケ、テニスなど球技と名の付く競きよう技ぎを一日使って楽しむ行事だ。

　種目的にはクラス対抗戦や男女別競技などがあり、そのなかのひとつに部活対抗戦があった。

　もちろん、オカルト研究部の参戦も例外ではなく、文化系けいの部活、体育会系の部活関係なしに参加しなければならない。

　部活対抗戦の種目は当日発表なので、何で対決するのかはわからない。人数的に差のある場合は、少ないほうの部活に合わせて参加人数を決める。

　配置的に人数が多くなる種目は、生徒会公こう認にんのリザーバーをメンバーに加入して補おぎなうんだ。

　とりあえず、目ぼしい球技の練習をこうして行っていたわけさ。今日は野球だ。

　時間は夕方近く。もうすぐ空も赤くなるだろう。いつもなら、旧校舎にある部室で夜の活動時間までお茶を飲みながら駄だ弁べっていたりするのだが、最近はもっぱら体たい操そう着ぎに着き替かえて球技の練習だ。

　まあ、体を動かすことは嫌きらいじゃないので、楽しいっちゃ楽しいのだが、早朝からトレーニングしている俺からしてみれば、ここ数日は一日ぶっ通しで体力を酷こく使ししている。

　朝練、学校の授じゆ業ぎよう、部活動の領りよう域いきで球技の練習、夜の悪あく魔ま的お仕事……。

　正直、死んでもおかしくないぜ……。俺が悪魔だから保もっているようなもんだ。

「バッティングの練習はこんな感じでいいわね。野球なら四番は小こ猫ねこに決定」

「……了りよう解かいです」

　そりゃね、ホームランを乱らん発ぱつする怪かい力りき少女の小猫ちゃんが一番でしょう。誰だれも文もん句く言えないよ。つーか、ドラフトで選せん抜ばつされてもおかしくない打だ率りつだし。

「次はノックよ！　さあ、皆みんな！　グローブをはめたらグラウンドにばらけなさい！」

　えらい気合の入っている部長。すごくハキハキしていて元気だ。てか、闘とう志しで燃えている。

「部長はこの手のイベントが大好きですからね」

　うふふと笑いながら朱あけ乃のさんが言う。

「わからんでもないです。俺んところのお姉さまは負まけず嫌ぎらいですもん」

「そういうことですわ。まあ、よほどのヘマをしなければ私たちが負けることなんてないと思いますけれど」

　確たしかに。基き本ほん、人間よりも頑がん丈じようで強力な悪魔だもんな、俺たち。

　当日は加か減げんすることを前ぜん提ていで動くらしいが、それでも苦戦するってことはないだろう。

　だけど、球技のルールや特とく性せいを体で覚えておかないとダメだってことで部長はこうして俺たちに練習を促うながしている。

「頭でわかっていても、体で覚えないとダメよ」

　と、部長。そのたくましさはすごい。脳のう内ないイメージだけで終わらせないところが、部長らしいというか。体のスペック的には俺たちのほうが上なんだけどね。

　実戦では何が起こるかわからないからってことで練習している。

「ほら、アーシア！　行くわよ！」

　カーン！

　部長がバットで弾はじいたボールがアーシアのほうへ飛んでいく。

「はぅ！　あぅあぅあぅ……あっ！」

　ボールはアーシアの股また下したを通って、後方へ行ってしまった。運動神しん経けいは並なみよりちょい下なんだよな、アーシアは。たまに何もないところで転ぶし。

「アーシア！　取れなかったボールはちゃんと取ってくるのよ！」

「は、はいっ！」

　先日のライザー・フェニックスの一いつ件けん以来、部長は勝ち負けに対して、以前以上に強い姿し勢せいを見せていた。

　ライザーに負けたのが心底悔くやしかったんだと思う。

　あのときの状じよう況きよう的てきに、俺たちの劣れつ勢せいは確かだった。それでも負けたことが、部長のプライドを酷ひどく傷きずつけた。

　絶ぜつ対たいに勝ちたいって言ってたもんな。……俺がもう少し使えたら……。

「次、祐ゆう斗と！　行くわ！」

　カーン！

　今度は木き場ばのほうへボールを飛ばす。

　まあ、木場なら楽勝だろう。うちの最速ランナーだし、なんでも器用にこなす男だ。

　と、思っていたのだが──。

「…………」

　コン。

　ボケーっと、うつむいていた木場の頭部にボールが落ちた。

　って、おいおいおいおい！

「木場！　シャキッとしろよ！」

　思わず声を出していた俺。

　それに気づいたのか、木場は俺のほうへ顔を向ける。きょとんとしてやがるよ！

「……あ、すみません。ボーッとしてました」

　下へ落ちたボールを拾うと、木場は作業的な放ほうり方で部長のほうへ投げる。

　部長もため息をつきながら、ボールをキャッチした。

「祐斗、どうしたの？　最近、ボケっとしてて、あなたらしくないわよ？」

「すみません」

　素す直なおに謝あやまる木場。

　だが、部長の言う通りだ。こいつ、ここ最近難むずかしい表ひよう情じようで何かを考え込こんでいた。

　定例のオカ研会議でもどこか遠い目をしてて話し合いに参加していない。

　聞けば、奴やつのクラスでも話題になっているようだ。

　──物思いにふける王子。

　とかいって、女子たちは心配しつつも憂うれいのある表情に興こう奮ふんしているという。

　イケメン死ね！　と思うけど、今回ばかりは俺が見てもおかしいと感じる。

　いつもニコニコしていたこいつがこんな調子になるなんて露つゆほども思わなかったもんな。

　……俺の予想が正しければ、俺ん家ちで部活をしたとき以来、木場は調子が悪いんじゃないか？　やっぱ、あの写真が原げん因いん？

　ライザーとの一戦でも、相手騎き士しとの会話時に憎ぞう悪おを滲にじませていたし。

　木場と「聖せい剣けん」とやらの間には何かがあるようだ。

　けど、それはそれだ。いまは目先の大会のため、球技練習に精せいを出さないと。

「ふむ……」

　あっ、部長がまた野球のマニュアル本を読みだしたぞ。部長は事あるたびに本を読んでいる。読書家だよな。家でもよく難しそうな本を読んでいるし。

「あらあら。ところでイッセーくん、ご存ぞんじ？」

　朱乃さんが何やら訊きいてくる。

「なんでしょうか？」

「最近、部長ったら恋れん愛あいのマニュアル本を読んでいるんですよ」

「れ、恋愛のマニュアル本!?　ま、まさか、そ、そんな……」

　ショ、ショックだ……。部長が恋愛のマニュアル本を読んでいるなんて……。それってつまり、好きな人でもできたのか……？　お、俺の部長が、誰だれかに……。

　うわぁぁぁ、想そう像ぞうしたくないぃぃぃ！

　頭を抱かかえて悩なやむ俺を見て朱乃さんが苦く笑しようする。

「うふふ。イッセーくんは心配しなくてもいいのですよ？　だいじょうぶです。少なくともイッセーくんの知らないところで部長に恋こい人びとができるなんてことはあり得ませんから」

「そ、そうなんですか……？　信じますからね。ああ、部長に彼氏なんてできたら俺死んじまう……」

「きっと、部長も逆ぎやくの立場になったら、相当なショックを受けるでしょうね。何せ、うふふ、初めてなんですもの。大変ですね、イッセーくんも」

「？」

　朱乃さんの言う意味がまったくわからないけど、部長が他の奴を好きにならないなら問題ないっス。

「さーて、再さい開かいよ！」

　部長がバットを振ふり上げて、練習は再開された。




　　　　─◯●◯─

　次の日の昼休み。

　球技大会も近い。今日も練習が過か酷こくなことになるだろう。

　お昼を食べたら、部室に集まることとなっていた。なんでも最後のミーティングをするらしい。念入りだよなぁ、部長は。

「今日も部活か？」

　松まつ田だがカレーパンを頬ほお張ばりながら訊きいてくる。

「ああ、球技大会に向けて練習中ですよ、俺ら」

「はー、オカルト研究部がボールかよ。でも、おまえんとこの部って、全員身体のスペック高いよな」

「まあね」

　そりゃ悪あく魔まだもん。基き本ほん的に人間よりも強いさ。

「イッセー、おまえな、変な噂うわさが流れているから気をつけろよ」

　突とつ如じよ、メガネをくいっと上げながら元もと浜はまが切り出す。

「な、なんだよ、元浜……」

「美少女をとっかえひっかえしている野や獣じゆうイッセー。リアス先せん輩ぱいと姫ひめ島じま先輩の秘ひ密みつを握にぎり、裏うらで鬼き畜ちく三ざん昧まいのエロプレイを強きよう制せいし、『ふふふ、普ふ段だんは気品溢あふれるお嬢じようさまが、俺の前では卑いやしい顔をしやがって！　このメス◯◯がっ！』と罵ののしっては乱らん行ぎようにつぐ乱行」

「おおおおおーいいいいい！　なんじゃ、そりゃぁぁぁぁああああ！」

　あまりの噂っぷりに叫さけぶ俺。そりゃそうだろう！　な、なんだよ、その噂はっ！

「まだ続きはある。ついには学園のマスコットアイドル塔とう城じよう小猫ちゃんのロリロリボディにまでその毒どく牙がは向けられる。小さな体を壊こわしかねない激はげしい性せい行こう為いは天てん井じよう知しらず。まだ未み成せい熟じゆくの体を貪むさぼる一匹ぴきのケダモノ。『先輩……もう、やめてください……』と切ない声も野獣の耳には届とどかない。そして、その貪どん欲よくなまでの性せい衝しよう動どうは転校したての一人の天使にまで──。転校初日にアーシアちゃんへ襲おそい掛かかり、『日本語と日本の文化、俺おれが放課後の特別補ほ習しゆうで教え込んでやろう』と黄たそ昏がれの時間に天使を堕だ落らくさせていく……。ついには自分の家にまで囲い、狭せまい世界で始まる終わりのない調教。鬼畜イッセーの美少女食いは止まらない──。と、まあ、こんな感じか？」

「……マジか？　お、俺、周囲にそんな風に見られているの？」

　チラリチラリと周りを見み渡わたしてみる。心なしか、俺を性せい欲よくのみに生きる野獣のように見ているような視し線せんが……。

　うぅ、気のせい！　気のせいに違ちがいない！

　ちくしょう！　誰だ!?　いったい誰が俺のそんな噂を流している!?

「まあ、俺たちが流しているんだがな」

「うんうん」

　元浜と松田が、悪びれた様子も見せずに堂々と告白した。

　嘘うそみたいだろ？　友達なんだぜ、こいつら。

　ゴッ！　ドゴッ！

　俺は無言で二人を殴なぐりつけた！　当ったり前だ！　こんちくしょうどもがぁぁぁ！

「痛いたいぞ、鬼畜」

「そうだ、俺たちに当たるな、野獣め」

「ふざけんな！　俺の悪い噂なんぞ流しやがって！　おまえらな！　いっぺん死んでみるか！」

「ふん。このぐらいしないと俺たちは嫉しつ妬とで頭がイカレてしまうぜ」

「ハハハ、すでに嫉妬でイカレているかもしれないがな！」

「ちったぁ悪びれろ！　俺の学園ライフをどうしたいんだ、おまえらは！」

「ちなみにイッセーと木場とのホモ疑ぎ惑わくも噂で流れている」

「多感な性欲はついに同性のイケメンにまで！　まあ、これも俺たちが流しているんだけどな」

「一部の女子に大変人気の噂です」

「きゃー、受け攻せめどっちぃ？」

「死ね！　死んでしまえ！」

　最悪の友人だぜ！　くそっ！　付き合いが長くなかったら、マジでボコボコにしているところだ！　なんて奴やつらだよ、まったく！

　はぁ……。そんな風に友人と話し込みながら昼食を摂とるのもいいが、今日の昼休みは部活の集まりがある。

　俺は空になった弁べん当とう箱ばこを手早くカバンにしまうと、クラスを見渡した。

　アーシアはどこだ？

　あ、クラスの隅すみっこで他のクラス女子と昼食を摂とっている。あー、他の女子と打ち解とけあってくれてよかった。女の子の友達できたって言ってたもんな。

「悪い、松田、元浜、昼に部活の集まりあるから、ここで抜ぬけるわ」

「おー、精せいが出るねぇ。本当、ご苦労さまだぜ」

「そんなにスポーツマンだったか、おまえ？」

「仕方ないだろう。部長命令ってやつだ。それにやるからには勝つよ、俺は」

「熱血くんだな。おまえがエロ以外で燃もえ上がるなんて少し前じゃ考えられなかった」

「マジ、変わったよな、おまえ。変なものでも食ったか？　生なま乳ちち見ると人生観変わるのか？」

「まあ、生乳は何度見ても素す敵てきなものだけどさ」

「死ね！」

「死ね！」

　ふん！　恨うらめ恨め。おまえらが怨えん恨こんをつぶやいている間、俺は部長の乳を何度でも見てやる！

　だけど、俺ってそんなに変わったか？　そうなのかな。まあ、確たしかに人間から悪あく魔まになりましたけどね。

「おーい、アーシア。ご飯食べたかー？」

　俺はアーシアのほうへ声をかける。

「アーシア、彼氏呼よんでるよ」

　アーシアと一いつ緒しよに食事をしていたメガネ女子──桐きり生ゆう藍あい華かがいやらしい表ひよう情じようで言う。

「かっ、かかかかかかかかかかかか彼氏ぃぃっ!?」

　桐生の言葉にアーシアはかつてないほどに動どう揺ようしていた。アーシアがそんな風に慌あわてふためくところ、初めて見た気がする。

　そりゃ、仲良くしている男子をいきなり「彼氏」だなんて言われれば女子なら誰だれしも動揺するよね。

「え？　違うの？　あんたらいつも二人でいるから、てっきり付き合っているのかと思っちゃった」

「そ、そそそそそそそ、そんなこと……あぅぅぅぅぁ……」

　お顔真っ赤になってしまったアーシア。教室でそんなこと言うと俺にまで視線が集まって……その、恥はずかしいんですけど！

「ふーん。そうなんだ。でもさ、傍はたから見たら、あんたたち毎まい晩ばん合体しているカップルにしか見えないよ？　いっつも二人でいるし、仲なか睦むつまじいじゃん？　いちおう親公こう認にんで同どう居きよしてんでしょ？　若わかい男女がひとつ屋根の下で夜にすることといったら、そりゃねぇ。むふふふ。ちなみに『裸はだかの付き合い』を教えたのも私さ！　どう？　堪たん能のうした？」

　おおおおおい！　なんてエロ娘むすめだよ、こいつは！　さすがはクラスメイトから「匠たくみ」と呼ばれるだけはある！

「やっぱり、あれはおまえか！　ていうか、合体って、お、おまえなっ！　ＡメカとＢメカが合体するロボットじゃねぇんだからさ！　俺はそこまで破は廉れん恥ちじゃねぇぞ！　そ、そりゃ、俺だってエロエロなことはしたいけど、アーシアにそんなエロいことはできねぇ！」

　そうさ！　アーシアは俺が守らないといけない！　そ、そんなエッチなことをできるわけないだろう！

「へぇ。でも、おかしいなぁ。アーシアって、あんたのこと──むがっ！」

　何かを言いかけた桐生の口元をアーシアが両手を使って全力で塞ふさぐ。

「あーあーあーあーあーっ！　桐生さぁぁん、やめてくださいぃぃぃ！」

　アーシア……？　かつてないほど、お顔が紅こう潮ちようしているんだが……。しかも涙なみだ目めだしな。

　何か俺に知られたくない秘ひ密みつでも握にぎられているのだろうか？　うーむ、女の子同士の話だろうし、俺も介かい入にゆうしにくいぞ。

「と、とにかく、アーシア。昼休みは部活で集まるって言われているし、部室に向かうぞ」

「は、はいぃぃ！」

　いまだアーシアは気が動転している。あー、この手の話は生まれを考えるとこの子にとって刺し激げき的すぎるだろうしな。いや、俺もいきなり彼氏認にん定ていされて相当恥ずかしいんだけどさ……。

　ま、まあ、アーシアが彼女だったら人生ハッピーだろう。いまは守らないといけないって気持ちのほうが大きい。

　でも、いつも俺の隣となりにいてくれるアーシア。もう、アーシアがいない生活なんて想そう像ぞうもつかないさ。アーシアの笑え顔がおは俺の生活の一部になっているんだもの。

　そんな幸せなことを思いつつ、俺とアーシアは旧きゆう校こう舎しやへ向かうのだった。




　　　　─◯●◯─

　部室に入ると、すでに俺たち以外のメンバーが顔を揃そろえていた……って、部員じゃない方もいらっしゃる？

　──っ！

　ソファーに座すわる部員以外の人物に俺はビックリした。

「せ、生徒会長……？」

　そう、ソファーに座っているのはこの駒く王おう学園の生徒会長さまだ。女性の会長さんで、冷たく厳きびしいオーラを発している知的でスレンダーな美人さん。

　日本人離ばなれした美び貌ぼうの持ち主だが、お名前は支し取とり蒼そう那な先せん輩ぱい。三年の上級生だ。

　学内では、三番目に人気がある。もちろん、一番はリアス部長で二番は朱乃さんだ。

　怖こわそうな雰ふん囲い気きが邪じや魔まして、他者を近づけさせなかった。キツそうな目つきも関係しているとは思うが、この人も相当な美女だ。

　男子よりも女子人気のほうが圧あつ倒とう的で、ある意味で部長や朱乃さんよりも人気がある。

　見れば、会長だけでなく、生徒会の関係者らしき男子が一人付き添そっていた。

「なんだ、リアス先輩、もしかして俺たちのことを兵ひよう藤どうに話していないんですか？　同じ悪魔なのに気づかないほうもおかしいけどさ」

　こいつ、最近生徒会の書記として追加メンバーで入った男子生徒だっけ？　その書記の男子に生徒会長が静かに言う。

「サジ、基き本ほん的に私たちは『表』の生活以外ではお互たがいに干かん渉しようしないことになっているのだから仕方ないのよ。それに彼は悪魔になって日が浅いわ。兵藤くんは当然の反はん応のうをしているだけ」

　──なっ、なんだと!?

　んなバカな！　いまの説明だと、生徒会のメンバーも……？　俺やオカルト研究部部員以外にも悪魔がこの学園にいたってのかよ!?

　驚きよう愕がくしている俺に朱乃さんが説明してくる。

「この学園の生徒会長、支取蒼那さまの真実のお名前はソーナ・シトリー。上級悪魔シトリー家の次期当主さまですわ」

　じょ、上級悪魔!?　しかもシトリー家って！　いや、詳くわしくは知らないけど、部長のお家うちやフェニックス家みたいにすごいところの出ってことはわかるぞ！

　なっ……。

　俺は絶ぜつ句くした。この学園にまだ上級悪魔が存そん在ざいしていたことに心底驚おどろいたよ！

　朱乃さんがさらに説明してくれる。

「シトリー家もグレモリーやフェニックス同様、大昔の戦争で生き残った七なな十じゆう二ふた柱はしらのひとつ。この学校は実じつ質しつグレモリー家が実じつ権けんを握っていますが、『表』の生活では生徒会──つまり、シトリー家に支配を一いち任にんしております。昼と夜で学園での分ぶん担たんを分けたのです」

　そ、そうだったのか……。って、生徒会のメンバーはまさか……？

　書記の男が再ふたたび口を開く。

「会長と俺たちシトリー眷けん属ぞくの悪魔が日中動き回っているからこそ、平和な学園生活を送れているんだ。それだけは覚えておいてくれてもバチは当たらないぜ？　ちなみに俺の名前は匙さじ元げん士し郎ろう。二年生で会長の『兵ポ士ーン』だ」

「おおっ、同学年で同じ『兵士』か！」

　これは奇き遇ぐう！　というか、ちょっとうれしいな。この学園に俺以外の『兵士』がいて、しかも同学年とは！

　そんな俺の思いとは裏うら腹はらに書記の匙は、ため息をつく。

「俺としては、変へん態たい三人組の一人であるおまえと同じなんてのが酷ひどくプライド傷きずつくんだけどな……」

「なっ、なんだと！」

　こ、この野や郎ろう！　せっかく歩み寄よろうとしたのに！

「おっ？　やるか？　こう見えても俺は駒こま四つ消費の『兵士』だぜ？　最近悪魔になったばかりだが、兵藤なんぞに負けるかよ」

　挑ちよう戦せん的な物言いをする匙だが、会長が鋭するどく睨にらむ。

「サジ。お止やめなさい」

「し、しかし、会長！」

「今日ここに来たのは、この学園を根ね城じろにする上級悪魔同士、最近下げ僕ぼくにした悪魔を紹しよう介かいし合うためです。つまり、あなたとリアスのところの兵藤くんとアルジェントさんを会わせるための会合です。私の眷属なら、私に恥はじをかかせないこと。それに──」

　会長の視し線せんが俺へ向けられる。

「サジ、いまのあなたでは兵藤くんに勝てません。フェニックス家の三男を倒たおしたのは彼なのだから。──『兵士』の駒を八つ消費したのは伊だ達てではないということです」

「駒八つ!?　ていうか、フェニックスをこいつが!?　あのライザーを倒したのがこいつだなんて……。俺はてっきり木場か姫ひめ島じま先輩がリアス先輩を助けたものだと……」

　なんだなんだ？　何事？　俺のことだよな？　つーか、俺のこと目元引きつらせながら見ないでくれ。動物園で変な癖くせを披ひ露ろうしている動物じゃないんだから。

　すると、会長が俺へ頭を下げる。

「ごめんなさい、兵藤一いつ誠せいくん、アーシア・アルジェントさん。うちの眷属はあなたよりも実じつ績せきがないので、失礼な部分が多いのです。よろしければ同じ新人の悪魔同士、仲良くしてあげてください」

　薄うすく微ほほ笑えみながら会長はそう言ってきた。氷の微び笑しようというのかな。悪意的なものは感じないし、元来こういう笑い方しかできないのかも。

「サジ」

「え、は、はい！　……よろしく」

　渋しぶ々しぶながら匙も俺へ頭を下げてきた。不満たらたらっぽいけど。

「はい、よろしくお願いします」

　アーシアが屈くつ託たくなくニッコリしながらあいさつを返す。アーシアはいい子だなぁ。

「アーシアさんなら大歓迎だよ！」

　匙がアーシアの手を取り、俺のときとは正反対の行動を取る。こ、この野郎！

　俺はアーシアの手から匙の手を引き離はなし、思いっきり力をこめて握あく手しゆをしてやった。

「ハハハ！　匙くん！　俺のこともよろしくね！　つーか、アーシアに手を出したらマジ殺すからね、匙くん！」

　無理に作ったにこやかフェイスで言ってやった。するとあっちも半笑いしながら握にぎる手に力をこめてきやがる。

「うんうん！　よろしくね、兵藤くん！　金きん髪ぱつ美少女を独ひとり占じめだなんて、本当にエロエロな鬼き畜ちくくんなんだね！　やー、天てん罰ばつでも起きないものかな！　下校途と中ちゆう、落らく雷らいにでも当たって死んでしまえ！」

　暴ぼう言げんを暴言で返す俺たち。異い様ような光景だろうな。でもこいつだけは許ゆるさん！　木場とは違う意味で苦手なタイプだぜ！　つーか、こいつマジで殴なぐりたい！　アーシアに手を出したらタダじゃおかないよ！

　ご主人さまである部長と会長は「大変ね」「そちらも」なんて会話を嘆たん息そくしながらしていた。

「ちっ。俺んところの生徒会メンバーはおまえのところよりも強いんだからな」

　匙は吐はき捨すてながら、握手の手を離す。

　やっぱり、生徒会の面々は会長の眷属で下げ僕ぼく悪あく魔まってことか。

　会長は出されていたお茶を一口飲むと、静かに語りだす。

「私はこの学園を愛しています。生徒会の仕事もやりがいのあるものだと思っています。ですから、学園の平和を乱みだす者は人間であろうと悪魔であろうと許しません。それはあなたでもこの場にいる者たちでも、リアスでも同様のことです」

　その言葉は俺とアーシア、匙、新人悪魔に向けられたものだとすぐに理り解かいできた。

　ようするに学園生活を妨ぼう害がいする者は誰だれであっても許さない──と。このヒトはそれだけ駒王学園を愛しているのだと思う。さすが会長の席に座すわっている方だ。

「お互たがいのルーキー紹介はこれで十分でしょうね。では、私たちはこれで失礼します。お昼休みに片かた付づけたい書類がありますから」

　会長は立ち上がり、この場をあとにしようする。

「会長──いえ、ソーナ・シトリーさん……さま。これからもよろしくお願いします」

「よ、よろしくお願いします！」

　俺が改めて会長へ頭を下げてあいさつをし、アーシアもそれに続いた。

　いち新人悪魔としてのあいさつだ。相手は上級の悪魔さまで部長の知り合い。相手の下僕がアレだとしても、俺たちグレモリー眷けん属ぞくの新人悪魔がこのヒトに頭を下げるのは当然だと思う。

　会長は微笑み、「ええ、よろしくお願いします」と返してくれた。

　部室を出るとき、微笑んだまま会長が部長に言う。

「リアス、球きゆう技ぎ大会が楽しみね」

「えぇ、本当に」

　部長も笑顔で返していた。

　ああ、この二人、基き本ほん的には仲がいいんだなってすぐに理解できた。なら、先日のお家騒そう動どうも助けてくれても良かったのに、と思ったが、上級悪魔同士の出来事はそんな簡かん単たんに介かい入にゆうできないものなのだろう。

　それとも部長なら切り抜ぬけられると信じていたのかな？

　会長はそれだけ言うと、足早に部室をあとにした。

「イッセー、アーシア。匙くんと仲良くね。他ほかの生徒会メンバーともいずれ改めて悪魔として出会うでしょうけど、同じ学まなび舎やで過すごす者同士、ケンカはダメよ？」

　ニッコリと部長が言う。

「はい！」

　部長にそう言われたら俺は黙だまって従したがいます！　野や郎ろうがどんだけムカついてもケンカしません！

　しかし、駒王学園に俺たち以外の悪魔が他にいたとは……。

　この学園にはまだまだ秘ひ密みつが多そうだ。




　　　　─◯●◯─

　パーン！　パーン！

　球技大会を知らせる花火が空に響ひびく。

　今日の天気予よ報ほうでは夕方から雨だそうだが、大会が終わるまで降ふってくれるなよ。

『漫まん画が研究部の塚つか本もとくん、橋はし岡おか先生がお呼よびです。至し急きゆう、職員室まで──』

　校庭に設せつ置ちされたテントのスピーカーも休みなしでアナウンスを発し続けている。

　体たい操そう着ぎに着き替かえた俺と部員たちは校庭の一角に集まり、それぞれのリラックスする方法で時間まで体を休めていた。

　と言っても、部活対たい抗こう戦せんは最後のほうだ。まずはクラス対抗戦。俺のクラスは野球だったかな。俺もアーシアも貢こう献けんせねば。放課後の練習が活いかせるな。

　次に男女別の種目。で、昼を挟はさんで部活対抗戦だ。

　俺は体を温めるために軽い筋きんトレ。アーシアは朱乃さんに手伝ってもらって、ストレッチで体をほぐしている。

　小猫ちゃんは下に敷しいたビニールシートの上で球技のルールブックで最終チェック中。

　木場は……今日も物思いにふけっているようだ。空をずっと眺ながめている。

　部長は部活対抗戦の種目が発表されるのを確かく認にんしに行っているのだが……あっ、帰ってきた。

　帰き還かんした部長は不ふ敵てきな笑みを浮うかべている。

「ふふふ、勝ったわよ、この勝負」

「部長、それで種目は？」

　部長はピースサインで言う。

「ドッジボールよ！」

　俺は嫌いやな予感しかしなかった。




　　　　─◯●◯─

「部長ぉぉぉぉ！　がんばれぇぇぇ！」

　テニスコートのフェンスから俺は部長へエールを送っていた。

　うぅ、部長のテニスウェア姿すがた！　ミニのスカートから覗のぞく太ももが素す敵てきだ！

　部長がクラス代表女子として、他の上級生女子とテニス勝負をしている。

　パコーン！

　軽けい快かいな動きで部長が相手を翻ほん弄ろうしようとするが、そのお相手もすごい！

「会長さまぁぁぁぁぁ！　キャー！」

　女子たちの黄色い声せい援えんが湧わいた。

　そう、部長の相手はよりにもよって生徒会長の支取蒼那先せん輩ぱいだ。

「うふふ、上級悪あく魔ま同士の戦いがこんなところで見られるなんて素敵ですわね」

　隣となりで朱乃さんも楽しそうに観戦している。

　本当にその通りだ。まさか、こんなところで上級悪魔の戦いが始まるなんてね。

　しかも二人ともまったく手を抜ぬいていない。真しん剣けんそのものでラケットを振ふるっている。

「いくわよ、ソーナ！」

「ええっ、よくってよ、リアス！」

　なんて会話もしていて実はノリノリだろう、あの二人。どこぞのスポコンものになっているぜ！　見ているほうも燃もえるってもんだ！

「会長ぉぉぉぉぉ！　勝ってくださぁぁぁぁい！」

　あ、匙の野郎も反対側のフェンスで応おう援えんしてる。『生徒会』と刺し繍しゆうされた旗まで振ってるぞ。おおっ、あいつ気合入ってんな！

「おくらいなさい！　支取流スピンボール！」

　会長の放つボールが、高速回転で部長に迫せまる。

「甘あまいわ！　グレモリー流カウンターをくらいなさい！」

　ラケットで返そうとする部長だが、ボールが突とつ然ぜん軌き道どうを変えて急落下した！

　うおおおおお！　魔球か!?

「15─30！」

　うああああ、会長にポイントが入っちまった！

「やるわね、ソーナ。さすが私のライバルだわ」

「うふふ、リアス。負けたほうが小こ西にし屋やのトッピング全部つけたうどんを奢おごる約束、忘わすれてはいないわよね？」

「ええ、私ですらまだ試ためしていないそれをあなたに先を越こされるなんて屈くつ辱じよくだわ。絶ぜつ対たいに私が勝たせてもらう！　私の魔動球は百八式まであるのよ？」

「受けてたつわ。支取ゾーンに入ったものはすべて打ち返します」

　何やらお二人とも瞳ひとみに炎ほのおが宿っているのですが……。てか、賭かけの対象が庶しよ民みん的すぎますぜ、お嬢じようさま方……。

　まあ、それが部長と会長のいいところなのかもしれない。人間界に住むのも長いと感覚も人間っぽくなるのかな。

　結局部長と会長の凄すさまじい決戦は長い一戦となり、最終的には両者共にラケットが壊こわれたことによって、同位優ゆう勝しようということで片かたが付いた。

　そりゃ、あんな激はげしいラリーを繰くり返していれば普通のラケットなんて壊れるよ。

　そして、大会は部活対抗戦の時間となった──。




　　　　─◯●◯─

「ブ、ブルマ」

　俺おれはアーシアの格かつ好こうを見て驚おどろいていた。当然だ。学校指定のハーフパンツではなく、ブルマなんだもん！

　部活対たい抗こう戦せん直前、突とつ如じよどこかに行ってしまったアーシアだが、帰ってきたと思ったらブルマ姿になっていた。

　うぅ、白い生足が……太ももが……ッ！　クソ！　相変わらずいい足してるなぁ！

　アーシアはもじもじしながら顔を真っ赤にしている。

「……あ、あの、桐生さんから聞いたんです。ドッジボールの正せい装そうはブルマだって……。そ、それにこの姿になればイッセーさんが喜ぶって……」

　き、桐生ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅッッ！　お、おのれ、あの女め！　うちのかわいいアーシアちゃんになんて素す敵てきなことを──否いや、破は廉れん恥ちなことを教え込みやがってッ！

　クソ！　桐生こと「匠たくみ」の遊び心が俺のハートを揺ゆさぶる！

「ダメですか？」

　アーシアが恥はずかしそうに上目づかいで訊きいてくる。

　──ッ！　心の奥おく底そこで何かが大きく萌もえだした。

「ううん、最高だよ、アーシア。ありがとうございます。ありがとうございます！」

　俺はアーシアの手を取って何度もお礼を申し上げていた。当の本人は「？」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべていたけど。

「気合を入れなさい、あなたたち」

　あんな激しいテニスをしていたのに部長は元気だ。まあ、俺も気合入っているけどね！

「オッス！　アーシアのブルマでやる気が漲みなぎりました！　やる以上は負けないっス！」

「いい返事よ、イッセー！　がんばったらご褒ほう美びをあげるわ！」

　──ッ！　な、なんと！　マジっスか、部長!?　全身に未知のエネルギーが満ちていく！

「うおおおおおおおおおおおっ！　おっぱいぃぃぃぃ！」

　絶対に負けられねぇぇぇぇッ！　部長のおっぱいは俺のものだ！

　ふんず！

「ぎゃぁぁ！」

　悲鳴をあげる俺。当然だ。足を踏ふまれた、アーシアに。

「イッセーさん、例のもの配ったらどうですか？」

　不ふ機き嫌げんな声こわ音ねでアーシアはそう言う。見ればまた頬ほおを膨ふくらませている。機嫌悪いのね。

　うぅ、最近俺への暴ぼう力りよくも覚えたアーシアちゃん。きっと、反はん抗こう期きに違ちがいない。

　アーシアに言われた通り、俺は皆みんなへ配るものがあった。ふふふ、夜なべして作ったのさ。

「皆！　これを巻まいてチーム一丸になろうぜ！」

　俺が取り出したのはハチマキだ。「オカルト研究部」と刺し繍しゆうしてある。俺のお手て製せいだぜ。

「あら、準じゆん備びがいいのね」

　最初に手に取ってくれたのは部長だ。

「うん、イッセーって意外に器用ね。うまくできているわ」

「ヘヘヘ、実はこっそり練習してました」

　そう、俺はこの日のために空いた時間をなんとか利用して刺繍の練習をしていた。

　俺には家庭科の才さい能のうはそれほどないと思うが、毎日少しずつ練習すればいつかうまくなると信じてがんばってたわけですよ。

　おかげで一定の技ぎ量りようは得た。まあ、うまい人には全然敵かなわないけど、そこそこの見み映ばえはできているはずだ。

「……予想外の出来映え」

　ありがとう、小猫ちゃん！

「あらあら、確たしかに他の部活動ではチーム一丸になるためのアイテムを着用してますわね。帽ぼう子しだったり、ユニフォームだったり」

「そうです、朱乃さん！　そんなわけで俺も作ってみました！」

　皆、手に取って額ひたいに巻いてくれる。うれしいもんだね。夜なべしたかいがあったぜ。

　次にいまだボーッとしている木場へ。

「ほら、木場」

「……う、うん。ありがとう」

「……いまは勝つことに集中しろよ」

「……勝つか。そうだね……。勝つことが大事だ」

　はて？　なんだ、意味ありげな口調でさ。ここまでくると病気の類たぐいか？

『オカルト研究部の皆さんと野球部の皆さんはグラウンドへお集まりください』

　アナウンスでの呼び出し！　俺たちの戦いが始まる！




　　　　─◯●◯─

「狙ねらえ！　兵藤を狙うんだ！」

「うおおおおおっ！　てめぇら、ふざけんなぁぁぁぁ！」

　飛んでくる豪ごう速そつ球きゆうを避さけて、俺は涙なみだながら叫さけんでいた。

　開始された球きゆう技ぎ大会の部活対抗戦！

　種目はドッジボールで初戦は野球部なわけだが、開始早々から俺だけが狙われていた。

　単たん純じゆんな話だ。すぐにわかったぜ。

　俺以外の部員に当てるわけにはいかないんだ、こいつら的には！

　部長──駒王学園の二大お姉さまのお一人。大人気の学園アイドル。当てられない。

　朱乃さん──部長と同じく二大お姉さまのお一人。学園のアイドル。当てられない。

　アーシア──二年生ナンバー１の癒いやし系けい天然美少女。しかも金きん髪ぱつ！　当てられない。

　小猫ちゃん──学園のマスコット的なロリロリ少女。当てたらかわいそう。

　木場──全男子の敵てきだが、当てたら女子に恨うらまれる。当てられない。

　俺ことイッセー──なぜこいつが美男美女ばかりのオカ研にいるのかわからない。当てても問題ないだろう。いや、むしろ当てるべきだ。ちくしょう、死ね。あいつに照しよう準じゆんを当てるんだ！　ヘッドショットだ！　死ね、死ぬんだ野や獣じゆうめ！

　奴やつらの心の声が聞こえてくるようだ！

　究極の消去法だった！　そして、俺への悪意が集中する！　全校生徒から！

「イッセーを殺せぇぇぇぇ！」

「アーシアちゃぁぁぁぁぁん！　ブルマ最高ぉぉぉぉぉぉ！　イッセー、死ねぇぇぇ！」

「お願い！　兵藤を倒たおして！　リアスお姉さまのために！　朱乃お姉さまのために！」

「アーシアさんを正常な世界へ取り戻すんだ！」

「落ちろ！　右！　いや、正面か！」

「殺せぇぇぇ！　死ねぇぇぇぇ！　ロリコンは俺だけでいいんだぁぁぁ！」

「出てこなければやられなかったのに！」

　ギャラリーから死ね死ねコール！　ふざけんな、おまえら！　全員目がギラギラと殺意に満ちてやがる！　ちくしょう！　なんでこんなことに！　嫌な予感が当たっちまった！

「イッセーにボールが集中しているわ！　戦術的には『犠サクリ牲フアイス』ってことかしらね！　イッセー、これはチャンスよ！」

「部長ぉぉぉぉ！　がんばりますぅぅぅ！　クソ！　遊びでやってんじゃないんだよ！」

　部長に期待されちゃ、俺だって体を張はるしかないさ！

　俺へ集中するボールを小猫ちゃんが堅けん牢ろうな防ぼう御ぎよ力りよくで防ふせいで、細ほそ腕うでから繰くり出されるパワフルな一いち撃げきで相手チームを撃破していく！

　おっし！　この調子なら、優ゆう勝しようも楽だな！　あとは俺がなんとかボールから逃にげていけばいいだけだ！

　そんなことを思っていたら、一人の豪ごう胆たんな野球少年がボールの照準を木場に定めやがった！

「クソォ！　恨まれてもいい！　イケメンめぇぇぇぇ！」

　おおっ！　イケメンに対する憎ぞう悪おが大きかったのか、俺ではなく木場へボールを撃うち出しやがったぞ！

　そのまま当てられろ！　とか思ったが──。

「何ボーッとしてやがるんだ！」

　遠い目で試合に集中してなかった木場のもとへ、俺は毒づきながらも駆かけ寄よっていた。

　奴を庇かばうように前へ出る。

「……あ、イッセーくん？」

　あ、イッセーくん？　じゃねぇだろう！　何やってんだ、おまえは！

　そして、ボールが迫せまる！　しょうがねぇ！　俺が体を張って止めてやらぁ！

　そう思っていたら、ボールの軌き道どうがズレる。フォークボールのように降こう下かしていく球体は、勢いきおいだけは衰おとろえずに俺の下か腹ふく部ぶへ──。

　ドォォォォォンッッ！

「──ッ!!」

　ちょ、直撃するボール……。

　……玉が、玉に……。ぐはっ……。

　お、俺はあまりの痛いたさに股こ間かんを押おさえつつ、その場に倒れこんでしまった……。

　……こ、このたとえようのない痛さは……男の子だけが知る……。

　駆け寄ってくる部員たち。部長が俺を抱だきかかえる。

「ぶ、部長……。た、玉が、俺の……」

「ボールならあるわ！　よくやってくれたわね、イッセー！　さて、私のかわいいイッセーをやった輩やからを退たい治じしましょうか！」

　お、お姉さま、目がマジっス。

　てか、マジで……た、玉が……。息もできねぇ……。あぅあぅあぁう……。

「あらあら、部長。そうではなくて、違うボールが大変なことになっているようですわよ？」

　そ、その通りです、朱乃さん……。

　ようやく事じ態たいを理り解かいした様子の部長は絶ぜつ句くしていた。

「──っ。なんてこと！　アーシア、ちょっと来て。こんなことで不ふ能のうになったら困こまるわ！」

「は、はい。もしかして、イッセーさん、ケガを……？」

「ええ、どうやら大事なところをね。悪いのだけれど、物もの陰かげで回かい復ふくしてあげてちょうだい」

「大事なところ？　よくわかりませんが、わかりました！」

「小猫、人の見えないところまでイッセーを連れてってあげてね」

「……了りよう解かい」

　……な、何やら、俺おれが悶もん絶ぜつしているなかで話が進んでいるようだ……。

「ぶ、部長、お、お役に立てなくて……」

「いいのよ、イッセー。あなたはよくやってくれたわ。あとは私たちに任まかせなさい」

　部長は俺の頬ほおをすりすりと手でやさしくなでてくれる。

　むんず。俺の襟えり首くびがつかまれる。

　ずーりずーり。引きずられていく俺。もちろん、引きずっているのは小猫ちゃんだ。

「イッセーさん！　気をしっかり！」

　俺の隣となりでアーシアが励はげましながら付いてきてくれる。

「イッセーの弔とむらい合戦よ！」

　遠くから部長の怒いかりと気合の入った声が聞こえてくる。死んだことになってるよ俺……。

　ああ、部長が本気を出せば小猫ちゃんがいなくてもだいじょうぶだよね……。

　こうして俺は初戦早々一時的に退たい場じようし、体育館裏うらへ引きずられていくのだった。




　　　　─◯●◯─

　人気のない体育館裏に連れてこられた俺。……いまだに局部が痛いです……。

「イッセーさん、治ち療りようを行います。ケガした部分を見せてください」

　──っ！　……そ、そんなこと、できるわけないだろう……。

「い、いや、無理だ……」

「何を言っているんです！　患かん部ぶを見せてもらえないとちゃんとした治療もできません！」

　えらい気合入ってるけど、そういうわけにもいかないんだよ……。

　玉だよ？　金の玉だよ？　それって、アレもボロンと出ちゃうわけで……。アーシアがボロンに耐たえられるわけがないだろう……。

「ア、アーシア……。お願いだ……これ以上俺を苦しめないでくれ……」

「そ、そんな！　私はイッセーさんのために……」

　ああ、悲しそうな顔になっちゃった……。

「アーシア、泣かないでくれ……。ただ、腰こしの辺りに回復の神セイクリツド器・ギアをかけてくれるだけでいいから……。そうすれば治ると思うし……」

　アーシアは悪あく魔まをも回復できる神セイクリツド器・ギア──「聖トワ母イラのイト・微ヒーリ笑ング」を身に宿す者だ。俺たち眷けん属ぞくの生命線でもある。その回復能のう力りよくはバツグンで、たいていのケガは即そく座ざに治してしまう。

　……俺のこのダメージも問題なく治せるだろうけど、患部だけは直ちよく接せつ出せないよ。

「わかりました……。イッセーさんが言うなら、私は従したがいます」

　なんだか、残念そうな口調だ。ゴメンね、アーシア。さすがに俺のアレを再ふたたび見せられないよ。

　アーシアの手から温かい光が発せられる。それと同時にあそこの痛いたみが徐じよ々じよに消え去っていった。

　……すごい。なんて温かい光だ……。ああ、痛みが嘘うそのように消えていく……。

　アーシアの神セイクリツド器・ギアは玉の痛みにも効こう果かバツグンなんだね……。

「……なんとも言えない場面」

　珍めずらしく嘆たん息そくする小猫ちゃん。うん、俺もそう思うよ……。

「イッセーさん、少し休んでください」

　アーシアが倒たおれこむ俺の眼がん前ぜんに近づくと、頭部を持ち上げ──。

　俺の頭部が極ごく上じようにやわらかい感かん触しよくを得ている!?　こ、この感触は太ももか!?

　ひ、膝ひざ枕まくらしてもらっているッ!?　マ、マジか!?

「部長さんにしてもらっているイッセーさんがとてもうれしそうだったので……。私では代わりになれないかもしれませんけど……」

　そんなわけないだろう！　ブルマだぜ？　膝枕だぜ？　ブルマで膝枕だなんて、夢ゆめのシチュエーションじゃねぇか！

「うぅ、ありがとうありがとう」

　俺は涙なみだを流しながらお礼を何度もつぶやいていた。

「うふふ、今日はなぜかイッセーさんにお礼ばかり言われてます」

『オカルト研究部の勝利です！』

　吉きつ報ぽうのアナウンスが俺の耳にも届とどいていた。




　　　　─◯●◯─

　ザーッと、外はすっかり雨あめ模も様ようだ。大会が終わったあとだったのが幸運だった。

　パン！

　雨あま音おとに混まじって乾かわいた音が響ひびく。部長に叩たたかれたからだ。俺おれではない。──木場だ。

「どう？　少しは目が覚めたかしら」

　部長、かなり怒おこってらっしゃいます。

　競きよう技ぎは結局俺たちオカルト研究部の優勝に終わった。途と中ちゆうから俺、アーシア、小猫ちゃんも復ふつ帰きし、チーム一丸で勝利を勝ち取ったんだけど……。

　一人だけ非ひ協きよう力りよく的てきな奴やつがいた。木場のことだ。

　何度か貢こう献けんしてくれたが、終始ボケっとしていた。試合中も部長が怒っていたけど、それでも木場はどうでもよさそうにしていたんだ。

　部長が怒ってなかったら、俺がキレてたと思う。

　頬ほおを叩かれても木場は無む表ひよう情じよう、無言だった。

　……な、なんだ、こいつ？　本当に木場か？　あまりの変へん貌ぼうぶりに別人のように思えてしまうぞ。いつもニコニコ顔で爽さわやかなイケメンだったのに。

　と、木場は唐とう突とつにいつものニコニコ顔になる。

「もういいですか？　球きゆう技ぎ大会も終わりました。球技の練習もしなくていいでしょうし、夜の時間まで休ませてもらってもいいですよね？　少し疲つかれましたので普ふ段だんの部活は休ませてください。昼間は申し訳わけございませんでした。どうにも調子が悪かったみたいです」

「木場、おまえマジで最近変だぞ？」

「キミには関係ないよ」

　俺が問うが、木場は作り笑え顔がおで冷たく返してくる。

「俺だって心配しちまうよ」

　俺の言葉に木場は苦く笑しようする。

「心配？　誰だれが誰をだい？　基き本ほん、利り己こ的なのが悪魔の生き方だと思うけど？　まあ、主あるじに従したがわなかった僕ぼくが今回は悪かったと思っているよ」

　うーん、少し言っておいたほうがいいのかな。って、なんで俺がそういう役に回っているんだ？

　立場的に逆ぎやくだ。俺が無む茶ちやを言って、木場が落ち着かせてくれるはずだった。

「チーム一丸でまとまっていこうとしていた矢先でこんな調子じゃ困こまる。この間の一戦でどんだけ痛い目に遭あったか、俺ら感じ取ったことだろう？　お互たがい足りない部分を補おぎなうようにしなきゃこれからダメなんじゃねぇかな？　仲間なんだからさ」

　俺の言葉に木場は表情を陰かげらせる。

「仲間か」

「そう、仲間だ」

「キミは熱いね。……イッセーくん、僕はね、ここのところ、基本的なことを思い出していたんだよ」

　突とつ然ぜん、木場が勝手にそう話し出す。

「基本的なこと？」

「ああ、そうさ。僕が何のために戦っているか、を」

「部長のためじゃないのか？」

　そうだと思っていた。そうなのだと俺は頑かたくなに信じていた。一人で身勝手なまでに。

　それは即そく否定される。

「違ちがうよ。僕は復ふく讐しゆうのために生きている。聖せい剣けんエクスカリバー──。それを破は壊かいするのが僕の戦う意味だ」

　木場の強い決意を秘ひめた表情。

　そのとき、俺は初めてこいつの本当の顔を見た気がした。









　Revenge Knight.






　どしゃ降ぶりのなか、僕ぼくは傘かさもささずに歩いていた。

　熱の上がった頭にはちょうどいいぐらいだと思う。

　──ケンカをしてしまった、部長と。

　自分を救ってくれた主に初めて反はん抗こうしてしまった。『木き場ば祐ゆう斗と』としては失しつ格かくだろう。

　けれど、聖剣エクスカリバーへの復讐心を忘わすれたことなんてなかった。ちょっと学園の空気に呆ほうけていただけだ。

　仲間もできて、生活も得て、名前も与あたえられた。生き甲が斐いも主であるリアス・グレモリーにもらった。

　これ以上の幸せを願うのは悪いことだ。悪いに決まってる。

　想おもいを果たすまで、同志たちの分を生きていいなんて思ったことなど──。

　ぴちゃ。

　雨とは違う水の音を僕の耳が捉とらえる。

　眼がん前ぜんに神父がいる。十じゆう字じ架かを胸むねにつけ、憎にくき神の名のもとに聖を語る者。

　僕の大だい嫌きらいなもののひとつだ。憎ぞう悪おの対象。エクソシストならば、ここで牽けん制せいしてもかまわないとさえ思った。

　──ッ！

　神父は腹ふく部ぶから血を滲にじませ、口から血ち反へ吐どを吐はきだすと、その場に倒たおれ伏ふした。

　誰かにやられたのか？　誰だ？　──敵てき？

「ッ！」

　異い常じような気配を察し、僕は瞬しゆん時じに魔剣を創つくりだした。──殺気だ！

　ギィィィイインッッ！

　雨の中で銀光が走り、火花が散った。

　殺気の方向へ体を向けたとき、長剣を振ふるう何者かが襲おそい掛かかってきたのだ。

　相手は眼前で死んだ聖せい職しよく者しやと同じ格かつ好こう──神父。ただ、こちらは明めい確かくなほどの強きよう烈れつな殺気を飛ばしてきている。

「やっほ。おひさだね」

　嫌いやな笑えみを見せるその少年神父を僕は知っていた。

　白はく髪はつのイカレた少年神父──フリード・セルゼン。先日の堕だ天てん使しとの一戦で僕たちとやり合った輩やからだ。

　……相も変わらず癇かんに障さわる笑みを見せてくれる。

「……まだこの町に潜せん伏ぷくしていたようだね？　今日は何の用かな？　悪いけど、いまの僕は至し極ごく機嫌が悪くてね」

　怒ど気きを含ふくんだ口調で言ってみるが、彼は嘲あざ笑わらうだけだ。

「そりゃまた都合がいいねぇ。すんばらしいよ！　俺おれっちのほうはキミとの再さい会かい劇げきに涙なみだ涙でございますよ！」

　ふざけた口調は健けん在ざいか。本当、腹はらが立つよ。神父ってだけで憎いのにね。

　左手にも魔剣を創ろうとしたとき、彼の振るう長剣が聖なるオーラを発し始める。

　ッッ！　あの光は！　あのオーラは！　あの輝かがやきは！

　──誰が忘れるものか！

「神父狩がりも飽あきてきたところでさ、ちょうどいいや。バッチグー。ナイスタイミング。おまえさんの魔剣と俺さまのエクスカリバー、どちらが上か試ためさせてくれないかね？　ヒャハハハハ！　お礼は殺して返すからさ！」

　そう、彼の持つ剣は聖剣エクスカリバー、そのものだった。









　Life.2　聖せい剣けん、来ました。






「聖剣計画？」

　俺おれの言葉に部長はうなずいた。

「そう、祐ゆう斗とはその計画の生き残りなのよ」

　あのあと、一通りの活動を終えて家に戻もどった俺、アーシア、部長。

　俺の部屋に部長とアーシアが入ってきて、改めて部長から切り出されたのは木き場ばのことだった。

「数年前まで、キリスト教内で聖剣エクスカリバーが扱あつかえる者を育てる計画が存そん在ざいしたの」

「……初めて知りました」

　アーシアはこの計画を知らなかった。聖せい女じよとして祭られていた彼女の耳にまで極ごく秘ひっぽい計画が届とどくわけもないか。

「聖剣は対悪あく魔まにとって最大の武ぶ器き。私たち悪魔が聖剣に触ふれたらたちまち身を焦こがす。斬きられればなす術すべもなく消しよう滅めつさせられる。神を信しん仰こうし、悪魔を敵てき視しする使徒にとっては究極とも言える兵器よ」

　聖剣……ゲームや小説にも出てくるものだよな。俺も悪魔だし、実じつ際さい問題一番危あぶない武器ってことだ。

「聖剣はその出自は様々だけれど、一番有名なのはエクスカリバーかしら。日本でもいろいろな書物で取り上げられているわね。神の領りよう域いきにまで達した者が魔ま術じゆつ、錬れん金きん術じゆつなどを用いて創つくりあげた聖なる武器──聖剣。けれど、聖剣は使う者を選ぶの。使いこなせる人間は数十年に一人出るかどうかだと聞くわ」

「木場は魔剣を創り出す神セイクリツド器・ギアを持った能のう力りよく者しやですよね？　それと同じように聖剣を創りだす神セイクリツド器・ギアはないんですか？」

　俺の質しつ問もんだ。魔剣の神セイクリツド器・ギアがあるなら、必然的に聖なるほうもあるんじゃないかって短たん絡らく的に思った。

「ないわけじゃないわ。けれど、現げん存そんする聖剣と比くらべると、いまのところ聖なる神セイクリツド器・ギアは今ひとつね。もちろん、弱いってことではないのよ？　なかにはあなたの神セイクリツド器・ギア同様に『神ロ滅ンギ具ヌス』の聖具もある。イエス・キリストを殺した者が持っていた神セイクリツド器・ギア──『黄トウ昏ルーの・聖ロン槍ギヌス』が有名かしら。『神ロ滅ンギ具ヌス』の代だい名めい詞しとなったとも言われているわ」

　──「神ロ滅ンギ具ヌス」。

　神を倒たおせるほどの力を有した神セイクリツド器・ギアのことだ。俺の左ひだり腕うでにもそれが宿っている。聖なる武具の神セイクリツド器・ギアにも「神ロ滅ンギ具ヌス」があるのか。てか、キリストさんを殺した槍やりも「神ロ滅ンギ具ヌス」とは……。歴史の謎なぞが唐とう突とつにネタバレされるから上級悪魔さまとのお話は奥おくが深いぜ。

「ただ、エクスカリバー、デュランダル、日本の天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ、それらの聖剣が強力すぎて、匹ひつ敵てきする聖なる神セイクリツド器・ギアは現時点で存在しないわ。魔剣のほうもほぼ同様かしら」

　へー。って、俺にはよくわからないことばかりだ。本当は知っておかないといけないんだろうけど、最近覚えることが多くてついていけない部分も……。

「祐斗は聖剣──特にエクスカリバーと適てき応おうするため、人じん為い的に養成を受けた者の一人なのよ」

「じゃあ、木場は聖剣を使えるんですか？」

　俺の質問に部長は首を横に振ふる。

「祐斗は聖剣に適応できなかった。それどころか、祐斗と同時期に養成された者たちも全員適応できなかったようだけれど……」

　そうなのか……。

　あれほど剣に精せい通つうし、魔剣を数多く扱える木場でも聖剣はダメだったのか。

「適応できなかったと知った教会関係者は、祐斗たち被ひ験けん者しやを『不良品』と決めつけ、処しよ分ぶんに至いたった」

　──処分。

　何だか、嫌いやな言葉だ。内ない容ようも容よう易いに想そう像ぞうがつく。

　部長も不ふ快かいな思いなのか、目を細める。

「祐斗を含ふくむ被験者の多くは殺されたそうよ、ただ『聖剣に適応できなかった』という理由だけで──」

「……そ、そんな、主しゆに仕つかえる者がそのようなことをしていいはずがありません」

　アーシアにとってその情じよう報ほうはショックだったようだ。目元を潤うるませている。

　自分の信じていたものが次々と裏うら切ぎってくれれば、泣きたくもなるだろう。

「彼ら教会の者たちは私たち悪魔を邪じや悪あくな存在だと言うけれど、人間の悪意こそが、この世で一番の邪悪だと思うわ」

　部長の瞳ひとみは憂うれいを帯びていた。

　部長は悪魔だ。けど、とてもやさしい。人間界にいるのが長いから、人間のような感かん情じようを得てしまったと部長はおっしゃっていたけど、それだけではないと俺は感じる。

　部長は生来やさしい女じよ性せいなんだと思う。じゃなければ、部長のやさしい笑え顔がおは説明できないさ。悪魔にだってやさしい者はいる！　俺の持じ論ろんだ。

「私が祐斗を悪魔に転生させたとき、あの子は瀕ひん死しのなかでも強きよう烈れつな復ふく讐しゆうを誓ちかっていたわ。生まれたときから聖せい剣けんに狂くるわされた才能だったからこそ、悪魔としての生で有ゆう意い義ぎに使ってもらいたかった。祐斗の持つ剣の才能は、聖剣にこだわるにはもったいないものね」

　部長は聖剣によって無む惨ざんな人生にされてしまった木場を悪魔にすることで少しでも救いたかったのだろう。

　聖剣なんかにこだわらないで、悪魔として力をふるい生きてくれ──と。

　でも、木場は──。

「あの子は忘わすれられなかった。聖剣を、聖剣に関かかわった者たちを、教会の者たちを──」

　神父を嫌けん悪おしていたこと、聖剣の情報にこだわったこと、木場は結局いまだに引きずっているわけか。

　いや、自分の人生を好き勝手にしておいて殺されたんじゃ、怨えん恨こんを持ってもおかしくないと思う。俺も堕だ天てん使しの姉ちゃんに殺されたとき、恨うらみを感じたもんな。

　それが幼よう少しようの頃ころからとなると、恨みの大きさも相当なものなのだろう。

　部長は大きく息をつく。

「とにかく、しばらくは見守るわ。いまはぶり返した聖剣への想おもいで頭がいっぱいでしょうから。普ふ段だんのあの子に戻もどってくれるといいのだけれど」

「あ、それのことなんですが、切きっ掛かけがこの写真っぽいんです」

　俺は例の写真を部長へ手て渡わたす。木場がこの写真に写っている刀とう剣けんを「聖剣」と言っていた。何か関係あると思うんだけど……。

　部長は写真を見るなり、眉まゆをひそめる。

「イッセー、あなたの知り合いに教会と関わりを持つ人がいるの？」

「いえ、身内にはいません」

　と、両親も言っていた。いちおう、確かく認にんは取ったんだ。

「ただ、俺が幼おさない頃に近所に住んでいた子がクリスチャンだったみたいです」

「そう、あなたの近くに──いえ、十年以上も前にこの町には聖剣があったなんてね。恐おそろしいわ」

「じゃあ、その剣はマジで聖剣なんですか？」

「ええ、聖剣のひとつね。先ほど説明した伝説の聖剣ほどではないけれど、本物だわ。となると、この男だん性せいが聖剣使い……。なるほど、私の前ぜん任にん悪あく魔まが消しよう滅めつさせられたと聞いてはいたけれど、その理由がこれなら説明もつくわ。でも、確たしか──」

　おおっと、部長が何やら独ひとり言ごとを始めてしまった。

　何か思い当たるところがあるようだ。

　しかし、部長はしばし考え込んだあと、

「もう寝ねましょう。あまりあれこれと考えていても祐斗の機き嫌げんがおいそれと直ってくれるわけでもないわ」

　そう言うと、部長は服を──脱ぬぎだした!?

「ぶ、部長!?　な、なぜにここで服を!?」

　すでに下した着ぎ姿すがたの部長はきょとんとしている。

「なぜって、私は寝るとき裸はだかじゃないと眠ねむれないってイッセーも知っているでしょう？」

「いやいやいやいやいや！　そうじゃなくて、なぜ俺の部屋で!?」

　慌あわてふためきながらも部長のボディを目で堪たん能のうしている俺。うぬぬぬ！　何度見てもいい体してます！　上着脱ぐとき、おっぱいがぷるるんって弾はずんだよ！

「あなたと一いつ緒しよに寝るからに決まっているでしょう」

　当然のような口調で部長は答えた！

　ぶっ！

　勢いきおいよく噴ふき出る俺の鼻血。

　うおおおおおおおっ！　女の子に「一緒に寝たい」なんて言われるとはッ！

「なら、私も寝ます！　イッセーさんと寝ますぅ！」

　今度はアーシアちゃんが上着を脱ぎだす！

　おいおいおいおいおいおい！　そ、それはうれしいけど、ダメだろう！

　アーシアはダメだって！　部長の真ま似ねしちゃダメなの！

「部長！　アーシアに悪あく影えい響きようです！　服を着てください！」

　俺の言葉に部長は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを吊つり上げる。

「悪影響？　それはずいぶんな言い方ね、イッセー。私が裸で寝ているのは知っているでしょう？　あなたは私と何度か寝ているのだから」

　今度は部長の言葉にアーシアが反はん応のうする。

「……な、何度も寝た……？　そ、そんなイッセーさんと部長さんが……？」

　相当ショックを受けたのか、アーシアはぷるぷると震ふるえながら涙なみだ目めになっている。

　ちょ、ちょっと、どういう状じよう況きようですか!?

「アーシア、今夜は私に譲ゆずりなさい」

「嫌です。……私だってイッセーさんに甘あまえる権けん利りがあると思います。私だってイッセーさんと寝たいです！」

　アーシア！　そんなに俺と寝たかったのか！　複ふく雑ざつだがスゴいうれしいぞ！

　涙に濡ぬれたアーシアの瞳ひとみには強いものが宿っていた。「絶ぜつ対たいに引かない！」って意い志しを感じる！

　うわぁぁぁ、女の子同士の戦いが俺の部屋で勃ぼつ発ぱつしてる！　ケンカはやめようよ！

　両者はそのまま睨にらみ合い、火花を散らしていた。……両者の間に入っている俺は気まずい空気のなか、懸けん命めいに酸さん素そを求めていた。ここは酸素が薄うすいよ！　薄すぎるよ！

「では、イッセーに決めてもらいましょうか」

　部長がこちらに視し線せんを送る。その瞳は「私を選びなさい！」と言わんばかりのものが窺うかがえた。迫はく力りよくがある！

「イッセーさん、私と寝てくれますよね？」

　アーシアはうるうると目を潤うるませながら訴うつたえてくる。演えん技ぎなしの本気でそうやっているから降こう参さんしそうになるよ。

　選ばなかったほうに俺は恨まれる──。

　俺はかつてない選せん択たくに頭を抱かかえ込こんだのだった。




　　　　─◯●◯─

「……ふぅ」

　俺は台所で水を一いつ杯ぱい飲んで一息入れていた。

　……あのあと、なんとか「今回は二人と一緒に寝る」ってことでいちおうの決着がついた。

　もちろん、部長にも今夜だけは寝ね間ま着きを着てもらう方向で。あのままじゃ、アーシアまで真似しちゃうもの。

　……部長の影響でアーシアがエロくなりそうだ……。ま、まあ、それはそれでうれしいんだけど、複雑でもある。アーシアは俺が守らないといけないんだ。守るべき女の子がエロエロになっていくってのは……いいことかもしれない！　けど、悪いことでもあるような……。うぅ、俺の小さな脳のうみそじゃ対たい処しよしきれないよ。

　ベッドでは、俺を挟はさむような感じで両りよう脇わきに部長とアーシアが寝ていた。夢ゆめにまで見たシチュエーションだ！　これほど素す敵てきなものはないだろう！　両脇に美少女をはべらせて寝るんだぜ？　男としては最高だ！

　と、思ってはみても左の部長に手を出せばアーシアが怒おこりそうだし、右のアーシアに手を出せば良心の呵か責しやくに苛さいなまれる。

　生殺しだ！　ちくしょう！　生殺しだ！

　俺は台所で頭を抱えて、無念の涙を流していた。むろん、両脇に女の子が寝ているわけで、興こう奮ふんして眠ることなんてできるはずもない！　おっぱいを揉もみたい衝しよう動どうを抑おさえ、太ももをなでたい手を止めて、俺は隙すきを見て下に降おりてきた。二人はベッドですやすや寝ていると思う。

　──クソ！　抱だきてぇぇぇぇ！

　これは生しよう涯がい最さい高こう潮ちようのモテ期突とつ入にゆうではなかろうか!?　これを機に一気にいろいろとチョメチョメなことをしておくべきでは!?

　三人でエッチなことを！　ってのは許ゆるされないものだろうか!?

　ハーレムだと、複ふく数すうプレイは当たり前だ！　そんなの朝飯前だと聞く！　そうなると、俺はハーレムを持つのに適てきしていないのだろうか？

　俺に才さい能のうがあるのなら、今頃部長とアーシアを快かい楽らくの海に溺おぼれさせて、手玉に取っているはずなんだ！　なんてこった！　またひとつ絶ぜつ望ぼう的な真実を知ってしまった！　俺は複数の女の子と寝ねても男の甲か斐い性しようが見せられない！

　ていうか、部長は手が出せそうで出せない！　それにアーシアは絶対に汚けがしてはいけないんだ！

　そう思ってしまうのは俺が経けい験けん不足だからか!?　俺が童どう貞ていだからか!?

　バカな！　脳のう内ないでのシミュレーションでは、

「ふふふ、今日はどの子を悦よろこばせようかな？」

「イッセーさま！　私を！　私にご慈じ悲ひを！」

「何を言っているのよ！　私はご主人さまの◯◯◯がないと生きていけない卑いやしい女でございます！　どうか私をお選びください！」

「もう邪魔をしないで！　お兄さま！　もう我が慢まんできません！　お願い！　私を満たして！」

「ハハハ！　おいおい、カンベンしてくれよ。俺の体はひとつしかないんだぜ？　順番を決めてくれ！　ほら、仲良くじゃんけんをするんだ。ハハハ、困こまった子こ猫ねこちゃんたちだぜ」

　脳内では完かん璧ぺきだったのに──。

　現げん実じつは厳きびしい。

　俺の頬ほおをスーッと涙なみだが流れていく。所しよ詮せんは脳内で生まれた妄もう想そうなり。

　ああ、俺の初体験はいつなのでしょうか？　そろそろ一度ぐらい女の子を抱いてもいい時期だと思うんだ。

　え？　無む縁えん？　そんなバカな……。だって、おっぱいなら何度も見て……。

　そこからのステップアップが難むずかしい──。

　うぅ、どうしてこんなことに……。

『よー、相あい棒ぼう。悩なやんでいるところ悪い』

　──っ。

　……まさか、そちらから話しかけてくるとは思わなかった。

　俺おれの左ひだり腕うで、神セイクリツド器・ギア『赤龍ブース帝テツのド籠・手ギア』に宿る存そん在ざい、『赤いウエル龍シユの・ド帝ラ王ゴン』──ドライグ。フェニックス家とのレーティングゲームのあと、突とつ然ぜん俺へ語りかけてきたんだ。そして、俺に『禁バランス・手ブレイカー』と呼よばれる神セイクリツド器・ギアの持つ究極の力を貸かしてくれた。

　それにより、俺はライザー・フェニックスを倒たおして、部長の婚こん約やくを破は棄きさせることに成功した。しかし、そのとき俺の左腕は力の代だい償しようとしてドラゴンの腕と化してしまったんだ。

　いまは部長と朱あけ乃のさんの力で普ふ通つうの腕に戻もどっているが、ドラゴンの力を散らす術じゆつを定期的にしないとドラゴンの腕となってしまう。

　てか、あれから出てこなかったうえに呼びかけてもシカトしやがって！

『まあ、そう言うなよ。今回は逃にげない。ちょっと話そうや』







　俺はリビングにあるソファーに座すわり込こんだ。

「急に出てきやがって」

『まあ、そういうな』

　もしかして、俺のなかのドラゴンの力とやらが溜たまってきていたのか？　こいつが話しかけてきたのはそれの影えい響きようだろうか……。

　明日は朱乃さんに力を散らしてもらう日だ。ぐふふ、明日が楽しみだぜ。あれ、めちゃくちゃエロいんだよなぁ……。つい、よだれが出てしまう。

『相変わらず頭のなかはいかがわしいことでいっぱいだな』

　嘆たん息そくしながら、ドライグがつぶやく。

「うるせぇ！　多感な時期なんだよ！　──で、話ってのは？」

『異い性せいの話でもいいんだがな』

「……聞いてたのか？」

『まあ、俺とおまえは常つねにともにあるから、否いや応おうなく聞こえてしまうさ』

　そうですか。丸聞こえですか。しかも心の声まである程てい度ど聞こえているっぽいから、性た質ちが悪いよね。

『グレモリーとその眷けん属ぞくは悪あく魔まのなかでも特別情じよう愛あいを持つ者たちだ。おまえさんの主あるじと仲間も例外じゃない。特にリアス・グレモリーはおまえに対する愛情が深いようだが……ずいぶんとかわいがられているじゃないか』

「……うん、なんか、すげぇかわいがられてる」

　照れながら肯こう定ていする。その通り、俺は部長に特にかわいがられていた。ライザーを倒してからはさらにかわいがられているように思える。それこそ、他の部員──眷属の前でも抱きついてきたりするし……。ほっぺにキスもたまにされたりとか……。

　うれしいけど、恥はずかしくて、どうしたらいいかもわからないぜ。

『ククク、色を知るのもいい年頃だろう。そういうのは早め早めに体験しておいたほうがいい。いつ「白い奴やつ」が目の前に現あらわれるかわかったものではないからな』

「……なあ、前から訊ききたかったんだけど、その『白い奴』ってなんだ？」

『──白い龍りゆう、バニシング・ドラゴンさ』

　──っ。

　バ、バニシング……ドラゴン？

　ドライグ──ウェルシュ・ドラゴンと関係があるのか？　そういや、ドライグは『赤せき龍りゆう帝てい』と呼ばれているんだよな。じゃあ、白い龍ってのは──。

　そう考え込む俺にドライグが話しかけてくる。

『神と天使、堕だ天てん使し、悪魔、これら三者が大昔に戦争をしていたのは知っているな？』

「ああ」

　その話は部長や他の部員からも説明を受けている。基き本ほんらしいからな。

『そのとき、いろんな存在もそれぞれの勢せい力りよくに力を貸した。妖よう精せい、精せい霊れい、西洋の魔ま物もの、東洋の妖よう怪かい、人間──。だが、ドラゴンだけがどの勢力にも手を貸さなかった』

「どうしてだ？」

『さて、どうしてかな。明めい確かくな理由はいまではわからない。しかしな、ドラゴンってのはどいつもこいつも力の塊かたまりで、どいつもこいつも自由気ままでわがままだった。なかには悪魔になったり、神に味方したりしたドラゴンもいたようだが、大半は戦争なぞ知らんぷりして好き勝手に生きていた』

　うわー、迷めい惑わくな生き物なんだな、ドラゴンって。フリーダムだぜ。

『ところがな、三大勢力戦争の最さ中なか、大ゲンカを始めたバカなドラゴンが二匹ひきいた。しかもそいつらときたら、ドラゴンのなかでも最強クラスで、それこそ、神や魔王に匹ひつ敵てきするほどの力を持っていた。戦争なんて知るものかと、三大勢力の面々をふっ飛ばしながら二匹だけでケンカをし始めたんだよ。三者にとって、これほど邪じや魔まな存在もなかっただろう。真剣にこの世界の覇は権けんをめぐる戦いをしているのに、そんなのお構かまいなしに戦場を乱みだしに乱したのだからな』

　最悪じゃないか、そいつら！　チョー迷惑ドラゴンかよ！

「なんでそんなにケンカしてたんだよ？」

『さて、何がおもしろくなかったんだろうな。そいつらもきっと、最初のケンカの理由なんて思い出せもしないだろう。それで怒いかり心頭の三大勢力は初めて手を取り合った。「この二匹のドラゴンを先に始末しないと戦争どころじゃない！　協力して倒そう！」ってな』

　……敵てき対たいしている同士が同どう盟めいか。理由がドラゴンのケンカ。なんだか、複ふく雑ざつそうだ。

『ケンカの邪魔をされた二匹はそれはそれは怒おこった。「我われらの邪魔をするな！」、「神ごときが、魔王ごときが、ドラゴンの決けつ闘とうに介かい入にゆうするな！」って、バカ丸出しの逆ぎやくギレだ。神と魔王、堕天使の親玉に食ってかかった。──まあ、それがいけなかったんだろうな』

　マジで最低最悪最さい凶きようのドラゴンだぜ。

　でも、だいたいわかってきた。この二匹のドラゴンってのが──。

『結局、二匹のドラゴンは幾いく重えにも切り刻きざまれ、その魂たましいを神セイクリツド器・ギアとして人間の身に封ふう印いんされた。神セイクリツド器・ギアに魂を封ふうじられた二匹は人間を媒ばい介かいにして、お互たがいに何度も出会い、何度も戦いをするようになってしまったんだよ。毎回、どちらかが勝ち、どちらかが死んだ。たまに出会う前に片かた方ほうが死んでしまい、戦わないこともあったが、だいたいは戦っていた。媒介である人間が死ねば、神セイクリツド器・ギアであるドラゴンたちも機き能のうを一時的に停止する。次にドラゴンの力を宿せる人間が生まれてくるまでこの世に魂を漂ただよわせるのさ。それを長い年月の間、延えん々えんと繰くり返してきた』

「それがおまえと『白バニシいング・龍ドラゴン』か」

『ああ、そうだ。今回、俺の宿主はおまえさんだった。しかも悪魔になるとはな。これは長い年月で初めてのことだ。だから、楽しみにしているんだよ。今回はどうなるのかがな』

　おいおい、勝手に俺に宿っておいて、俺の人生を楽しまないでくれよ。

　でも、こいつに俺の夢ゆめをハッキリと伝えておいたほうがいいな。

　俺は咳せき払ばらいをひとつして、高々と吼ほえる！

「よく聞け、ドライグ！　俺は上級悪魔に昇しよう格かくして、ハーレム王になりたい！　女の子をたくさん眷けん属ぞく下げ僕ぼく悪魔にして、俺だけの美女軍ぐん団だんを作るのが夢だ！」

　一いつ瞬しゆんだけ反はん応のうが薄うすれ、そのあとにドライグの笑い声が聞こえてくる。

『ハハハ！　そんな夢を持った宿主も初めてだ。たいがいの宿主は、俺たちの力に溺おぼれ驕おごるか、恐おそれおののくか、どちらにしてもまともな人生を送った者はいなかった』

「え？　俺って異い常じようか？　変？」

『変ではあるが、異常ではないさ。どちらにしても、おまえはドラゴンに憑つかれた者。ドラゴンってのは、どの時代、どの国でも力の象しよう徴ちようだった。ほら、カタチは違ちがえど、いろんな国にドラゴンの絵や彫ちよう刻こくがあるだろう？　人間は様々な時代でドラゴンに憧あこがれを持ち、敬けい意いを払はらい、恐れたんだよ。ドラゴンは知らず知らずのうちに周囲の者を魅み了りようする。もしくは、ドラゴンのもとに力が集まる。おまえさんのもとに憧れる者、挑ちよう戦せんする者が現れたとしたら、それはドラゴンの力だろう』

「……なんだか、傍はた迷めい惑わくな力だな。俺、いろんな奴に狙ねらわれるかもしれないの？」

『力に引き寄せられた強者と相対する、それが龍りゆう帝ていを宿す者の常つねだよ。だが、悲観的になることもない。女も寄ってくるぞ』

「マ、マジか!?」

『ああ、マジだ。俺の宿主だった人間たちは、皆みな異い性せいに囲まれていた。モテモテっていうのか？　異性には困こまっていなかったな』

「じゃ、じゃあ、女の子もとっかえひっかえ!?」

『毎まい晩ばん、違う女と寝ねていた奴やつもいた』

　な、なぁにぃぃぃ!?　歴代の先せん輩ぱい方はそんなことをしていたのか！

　す、素す晴ばらしいじゃないか！　素す敵てきじゃないか！　う、うひょぉぉぉぉぉっ！

　つい心のなかで歓かん喜きの雄お叫たけびをしちまったぜ！　こりゃスゴい！　スゴいよ、マジで！

「う、うおおおおおおお……。マ、マジかよ……。お、おまえ、いえ、あなたはそんなにスゴい神セイクリツド器・ギアさまだったのですね！」

　いつの間にか俺は左腕に頭を下げ、敬意を払う言葉になっていた。

　いやー、そんな素敵アイテムだとは思わなかったからさ、その情じよう報ほうは俺にとって吉きつ報ぽうだ。

『……急に尊そん敬けいの眼まな差ざしと敬語になったな……。おまえさんみたいにゲンキンな宿主は初めてだ』

「そ、そんな、ドライグ先生に失礼なことなんて言える立場じゃないっスよ！　ああ、先生、これからもご指し導どうご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします！」

『……わからん男だ。しかし、確たしかにおもしろいことになりそうだ。まあ、お互い「白バニシいング・龍ドラゴン」にやられないようにするか』

「そういや、『白バニシいング・龍ドラゴン』って強いのか？」

『強い。元来、俺たちの力は神や魔ま王おうすらも圧あつ倒とうできるんだよ。ただ、神セイクリツド器・ギアとして封印されたときに呪じゆ縛ばくをかけられてな、力をすべて解かい放ほうするのには厳きびしい状じよう態たいだ。それでも、力を使い慣なれれば上級悪魔や堕だ天てん使しの高位にいる者など歯し牙がにもかけない』

　なるほど、俺も「白バニシいング・龍ドラゴン」を身に宿しているであろう奴やつも神セイクリツド器・ギアの扱あつかいを極きわめれば、それだけ強くなれるってことだな。正直、神さまを倒したり、魔王さまを倒したりなんてのにまったく興きよう味みはないんだけどね。

　魔王になって女の子をたくさん集めるってのも最高だろうな。

　……堕天使と確かく執しつを持っているけど、幹かん部ぶに会いたいとも思わないしな。

　でも否いや応おうなしにいつか出会うことになるのか、その「白バニシいング・龍ドラゴン」ってのに。

　宿主は誰だれだ？　知らない奴なのは確かく実じつだろうけどさ。でも、できれば女の子がいいな。

　俺はドラゴンの運命に囚とらわれることなく、思う存ぞん分ぶん生きてやる！　「白バニシいング・龍ドラゴン」とやらにも負けないよう日々精しよう進じんする！

「どちらにしてもいまの俺の目標は部長のおっぱいだ。部長のおっぱいを──」

『揉もむのか？』

「いや、吸すう！」

『…………』

　ハッキリと言ってやった。龍帝の野や郎ろうはなぜか黙だまり込こむ。絶ぜつ句くしてる？　言葉を失ってる？　そんなのお構かまいなしに俺は語りだす。

「部長のおっぱいの感かん触しよく……いまだに手に残ってる。今後もチャンスがあるなら、一日中揉んでいたい！　部長だって、下げ僕ぼくへの『ご褒ほう美び』として用意してくれるかもしれない。けど、それだけじゃダメだ！　男は常つねに目標を高く設せつ定ていしなきゃいけない！　おっぱい揉んで満足するスケベは二流！　だから、部長のおっぱいを吸う！」

『……そ、そうか、まあ、がんばれ』

　何たる呆あきれ声。しかし、俺は真しん剣けんなんだぜ、龍帝さん。

「ドライグ、おまえの力も貸かしてもらうぜ！」

『……女の乳ちちを吸うためのサポートか……。俺もずいぶん落ちぶれたもんだ。しかし、それも一いつ興きようか。こういう相方もたまにはいい』

　ため息混まじりだが、あちらも了りよう承しようしてくれたようだ。なんだか、変なところで達観しているよな、こいつ。

「おう！　ともにやってこうぜ、相あい棒ぼう！」

『ああ、そうだな、相棒』

　こうして俺と龍帝は目標を新たに深夜の誓ちかいを立てるのだった。




　　　　─◯●◯─

　ドラゴンの力を散らす方法。

　それは高位の悪魔に力を吸い取ってもらい、無力化してもらうことだ。

　方法はいくつかあるらしいが、一番簡かん単たんで確実なのは、直ちよく接せつ本人の体から吸い取るやり方らしい。

　俺のしてもらっている方法は……その、なんだ……エロ学生にとってとてつもなく刺し激げき的なものだ。

　俺の周囲にいる高位の悪魔でそれができるのは、部長と朱乃さんだけ。二人は代わる代わるドラゴンの力を俺の体から定期的に吸い取ってくれていた。

　今日はちょうどドラゴンの力を吸い取ってもらう日で、俺は旧きゆう校こう舎しやの二階にある朱乃さんが使用している部屋に来ていた。

　もとは教室だったわけだが、いまでは畳たたみが敷しかれており、ほとんど和室と化している。

　部屋のあちらこちらに何かの術じゆつ式しきらしき紋もん様ようが印されていて、呪じゆ術じゆつグッズのようなものまで設せつ置ちされていた。

　俺は部屋の中央で上半身裸はだかになって待機していた。ちょうど俺の座すわるところには魔ま方ほう陣じんが描えがかれている。これも儀ぎ式しきのために必要なものだって話だ。

　裸の意味もあるようで、こちらのほうが儀式に適てきしていると言われた。

　部屋の扉とびらが開かれ、誰だれかが入室してくる。現れたのは白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ朱乃さんだ。

　いつもはポニテの髪かみもおろしていた。この儀式のたびに思うが、髪をおろした朱乃さんは妖よう艶えんで魅み力りよく的だ！

　一度俺に微ほほ笑えむと、神しん秘ぴ的な様相で俺と対面するように静かに座る。

「準じゆん備びができましたわ。さ、始めましょうか」

　そ、その、朱乃さん……。

　朱乃さんの肢し体たいを包み込んでいる白装束の布ぬのが……濡ぬれているんですけどっ！　長い黒髪も張り付いていて、官かん能のう的だ！　肌はだが透すけて見える！

　こう透けていると、とある現げん象しようも発生するわけで……。

　てか、見えてます！　透けてます！　ピンク色のが！　ち、乳ち首くびが透けて見えてますよッ！　うわっ、ノーブラかよっ!?

「あらあら、どうしたんですか？　いきなり、黙だまってしまって……。この格かつ好こう、おかしいのかしら？　濡れているのは儀式のために水を浴びてきただけですわ。変？」

　わざとらしく、胸むねの辺りを手でなでる朱乃さん。こ、股こ間かんに響ひびく……。

「いえいえ！　とても似に合あってますよ！」

　俺は朱乃さんのおっぱいをついついガン見していた。

　その透け透け具合が強きよう烈れつでして……。え？　もしかして、し、下も穿はいてないの……？

　腰こしの辺りもガン見する俺。

　──っ。俺は言葉を失う。は、穿いてない……かも。

　恥はずかしがる様子もなく、隠かくす素そ振ぶりもしない！　むしろ、俺の反はん応のうを楽しんでいるかのような表ひよう情じようだ！

「始めましょうか。イッセーくん。左ひだり腕うでを出してください」

「は、はい！　よ、よろしくお願い致いたします！」

　ドラゴンの力を散らす方法。それは──。

「直接、指からドラゴンの気を吸すいだすことでイッセーくんの左腕に溜たまっているものを抜ぬき出すんです。それによって、左腕は元の腕に一時的に戻ります」

　そう、ドラゴンの力を体から直接吸い出すことで、術式が完成する。俺の場合、部長と朱乃さんに指からドラゴンの力をお口で吸いだしてもらうことで解かい決けつさせていた。

　ちゅぷ……。

　卑ひ猥わいな水音を立てて、朱乃さんが俺の左手の人差し指を口に含ふくんだ。

　──っ。

　……くぅ、何とも言えない感かん触しよくが指を襲おそう。

　何度も思うが、お、女の子の口の中って……すごい！　なんか、ぬるってしてて、あったかくて、唇くちびるが柔やわらかくて……。

　しかも指先をちゅーちゅー吸すわれているわけで……。その吸きゆう引いんがヤバい！

　すんごく、き、気持ちいいんですけどっ！　ヤバいよ！　頭のなかがピンク色だ！

　素晴らしい！　素晴らしすぎる！

　エロＤＶＤを凌りよう駕がするプレイが俺に起きている！

　ちゅぴ、ちゅぱ、ちゅる……。

　朱乃さんはわざと卑猥な音を立てて吸引する。俺おれの反応を存ぞん分ぶんに味わうように！
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　俺はというと、微び動どうだにできず、ただただ顔を真っ赤にさせて、吸引の快かい楽らくに身を任まかせているだけだ。

　ああ、この場面は永えい久きゆうに脳のう内ないに保ほ存ぞんだ！

　って、考えてみればこれをこれからもしてもらえるわけですよね!?

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！

　やっぱり、最高だ！　こんなこと、ドラゴンの腕にならなきゃできなかったぜ！

　ドライグ！　俺、いま最高の瞬しゆん間かんを生きているよ！

　そんなエロエロなシチュエーションだが、俺の左腕を覆おおっていた力の波動が、少しずつ少しずつ指先へ集まっていき、取り出されていく。

　それにともない、左腕に感じていた重さも軽けい減げんしていった。左腕がどんどん楽になっていく。

　ドライグの意い識しきみたいなのが俺のなかで薄うすらいでいく感じがする。そうか、やはりドラゴンの力が濃こくなってくると、あいつと話せるようになるのかな？

　そんなことを考えていたら──。

　ぬちゃ。

「うひっ」

　つい声が出ちまった！

　だって、急に朱乃さんが舌したで指先をなめてくるんだもの！

　指の腹はらをチロチロと舌先でなぞっていく！　ちょっ、ちょっと朱乃さん!?

　見れば、朱乃さんは悪いた戯ずらっぽい笑えみを浮うかべ、明らかにＳのスイッチが入っているようだった。

　唇から出てきた指には、朱乃さんの唾だ液えきの糸がツーッと。

　うひぃ！　エロすぎる！

「あらあら、そんなウブな反応を見せられるとこちらとしてもサービスしたくなってしまいますわ」

「サ、サービス？」

「えぇ、私も後こう輩はいをかわいがってもバチは当たらないと思いますもの」

　朱乃さんは再ふたたび俺の指にしゃぶりつき、少しずつ体を近づけてくる。

　えぇぇぇええええ！　あ、朱乃さん！　ちょっと待って！　何事!?

　困こん惑わくする俺をものともせずに朱乃さんは妖よう艶えんな微笑を浮かべたまま、抱だきついてきた！

　つやつやの黒くろ髪かみから馨かぐわしい香かおりが！　いや、朱乃さんの体から男のアレを激はげしく揺ゆさぶる女の子特有のいい匂いがしてくるよ！

　てか、俺が上半身裸はだかのうえ、朱乃さんの身にまとっている白しろ装しよう束ぞくの布ぬのが薄いから、女体の感かん触しよくがダイレクトに伝わってくる！

　濡ぬれているため冷たいが、朱乃さんの温かな体温も感じられて、その温度差がエロくて頭がおかしくなりそうだ！

　あ、朱乃さんの体、やわらけぇぇぇぇぇ！

　お、おっぱいの感触が、薄布一いち枚まいの差で……。

　ブバッ！

　鼻血が噴ふき出た！　当然だって！　こんなの鼻血が何リットル出ても足りないわ！

　硬こう直ちよくする俺の耳元で朱乃さんが艶つやっぽい声でつぶやく。

「私、これでもイッセーくんのこと気に入ってますわ」

「お、俺のことをですか？」

「ええ、最初はかわいい後こう輩はいでした。でも、最近は違うの。この間のフェニックスとの一戦。倒たおれても何度も何度も立ち上がるあなたの姿すがたを治ち療りよう室しつのモニターで拝はい見けんしてました」

　あー、そういえばあの一戦、朱乃さんは途と中ちゆうで退たい場じようしてしまい、治療室へ転送されていたんだっけか。

「そして、婚こん約やくパーティに乗り込んでまで部長を助け出した、不死身と呼よばれるフェニックスを打ち倒してまで。──あんな素す敵てきな戦いを演えんじた殿との方がたを見たら、私も感じてしまいますわ」

「か、感じてしまう……？」

　朱乃さんは真正面から俺を直ちよく視しして、「うふっ」と笑う。

「時折、あなたのことを考えると胸むねの辺りが熱くなってきて、どうしようもないときがあります。それにこうしてイッセーくんを楽しませていると、いじめっ子としての本ほん能のうがうずきますわ。……これって、恋こいかしら？」

　こ、恋なんですか!?　あれ　しかも俺、いじめられてる!?　こんな性的ないじめがあるのか!?　世界は広すぎる！

「でも、あなたに手を出すとリアスが怒おこりそう。あのヒト、あなたのこと……。うふふ、罪つみな男の子ですね、イッセーくんは」

　……罪？　お、俺がですか？　どんな罰ばつでも受けますので、この状じよう態たいを続けていたいものです！

　って、朱乃さんって部長のこと「リアス」って呼んでいたっけ？

　もしかして、二人のときは名前で呼び合っているのかな？　部長と朱乃さんって、俺たちよりも付き合い長くて深いみたいだし。

　と、朱乃さんが俺の首に手を回してきた！

　し、しかも白装束をわざとはだけさせていらっしゃる!?　右のおっぱいが桃もも色いろのぷっくりした先せん端たんまでお目見えしているのですが！　あ、足も大だい胆たんに覗のぞかせているよ！

「浮うわ気き、私としてみる？」

「う、浮気!?」

　何に対しての浮気ですか!?　しかし、浮気って言葉は燃もえる！

「うふふ、これから起こることは部長にもアーシアちゃんにも内ない緒しよにしてあげますわ。燃えるでしょ？　二人だけの秘ひ密みつって」

　ダラダラダラダラ。

　鼻血が止まることなく鼻の穴あなから流れ続けていく。

「私も一度体験してみたいの。年下の男の子に肉にく欲よくのまま貪むさぼられるのって。意外とＭの気もあるのよ、私。それにそろそろ一度ぐらい男性のを受け入れてみてもいいと思いますし」

　や、止やめてください……。そ、そんな俺にとって必殺な言葉の連続は猛もう毒どくすぎる……。

　って、「そろそろ一度ぐらい」？　それって──。

「朱乃さん、もしかして？」

「ええ、私、処しよ女じよですわよ。うふふ、イッセーくんのほうが経けい験けん豊ほう富ふでしょうから、リードしてくれるとうれしいですわ」

「そ、そんな、俺だって……け、経験ないっスよ……」

　俺の恥はずかしい告白に朱乃さんは意外そうな表ひよう情じようを見せる。

「え？　それは驚おどろきですわね。てっきり、部長としているものだと……」

「いやいや、してません！　てか、初めての相手が俺でいいのかもよくわからないし！」

「あらあら。部長ったら、意外と後ご手てに回っていらっしゃる？　では、アーシアちゃんと？」

「それこそありませんよ！」

　二人に手を出せないでいる俺。しかもアーシアとなると、さらに話は別だ。俺にとって守るべき存そん在ざいであるアーシアに手を出すなんてこと許ゆるされない……と、俺が勝手に決めていた。

「イッセーくんなら、部長から『すごいご褒ほう美び』を毎まい晩ばんもらっていると思っていたのですけれど……。あらあら、これは意外ね」

　うぅ、なんですか、その『すごいご褒美』って!?　やっぱり、男子高校生の性せい欲よくが一気に満たされるアレですか!?

「イッセーくんはどちらの方ともしたくないの？」

「したいっス！　めっちゃしたいっス！　部長を押おし倒たおしたい衝しよう動どうを我が慢まんしてます！　でも、最後の一線というのに縁えんがなくて、毎回涙なみだを呑のんでます！　俺だって部長とアーシアとエッチしたい！」

　ああ、つい本音が出てしまった！　でも正直な気持ちだった。美少女二人と一緒に暮くらしてたら、健全な男の子としては性欲を持て余あましてしょうがないよ！

「それは、かわいそうに……。あらあら、どちらも奥おく手てなのですわね……。その気になれば可か能のうだと思いますのに……。けれど、これでは勝手にイッセーくんの貞てい操そうをいただくわけにはいかなくなりましたわね」

　……やべぇ。いただかれるところだった？　もしかして、余計なこと言ったのだろうか？

　つーか、あのまま卒業できた？　待て待て！　まさか、俺はバカな選せん択たくをしたのか？

　突とつ然ぜん、部屋の扉とびらが開け放たれる。そちらに視し線せんを向けるとそこには──。

　目元を引きつらせている部長のお姿があった。

「朱乃。これはどういうことかしら？」

　不ふ機き嫌げんそうな声こわ音ねで部長が近づいてくる。……うわぁ、お、怒おこってる……。

「うふふ、ドラゴンの力を散らしていただけですわ」

　朱乃さんは気にもせずに淡たん々たんと答えた。笑え顔がおのままだ。

「……そう。でも、どう見てもそれ以上の……それ以外のことをしようとしていなかった？」

「あらあら、本番をするつもりはありませんわよ？」

「本番じゃなくても限げん度どがあるわ。私だってまだ……」

「それは、そちらが動くのが遅おそいからではないでしょうか？　本を読むのもいいですけれど、マニュアル通りではいけませんわ」

「…………」

「…………」

　睨にらみ合い──と、いかなくても視線をぶつけ合う部長と朱乃さん。

　何か、妙みような迫はく力りよくを感じてしまっていた。

　う、うーむ、なんとも言えない空気だ。俺はそそくさと上着を着て、お二人に触ふれないようにしていた。

　すると、部長がこちらをキッと睨にらみ、頬ほおをつねる。い、痛いたい！

「イッセー、ずいぶんお楽しみだったようね？　憧あこがれの朱乃お姉さまとは仲を深め合ったのかしら？」

「ひょ、ひょんなぁ、お、俺は……」

　ほっぺたを引っ張られて、まともな言葉を話せない俺。けど、言い訳わけも男らしくないのでそれ以上言えなかった。なすがままとはいえ、望んでいたのは確たしかだし。

　部長は頬を膨ふくらませ、「勝手になさい！」と踵きびすを返し、部屋を出ていった。

　ビシャ！

　扉を閉しめるのも激しい。うぅ、部長に怒られた。なぜ？　やはり、俺と朱乃さんが卑ひ猥わいなことに発はつ展てんしそうだったから？

　困こん惑わくする俺に朱乃さんがつぶやく。

「嫉しつ妬とだなんて、かわいいわ。うふふ、イッセーくん。関係は着実にステップアップしてますわね」

　どういうことですか？　うーん、何をもってのステップアップか、わからん。

　朱乃さんに俺を取られるとでも思ったのかな？　俺は部長の下げ僕ぼくなんだから、朱乃さんの下僕になるなんてことないはずなのに……。

　でもアーシアみたいに頬を膨らませて怒る部長を、俺はかわいいと思ってしまった。
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　一日の学業と表の部活動を終え、俺とアーシアは家路についていた。

　いつもなら、部長も一緒なのだが、今日に限かぎっては一緒じゃなかった。

　先ほどの朱乃さんとの一いつ件けんが尾おを引いているようだ。

「部長、帰らないんですか？」

「私はあとで帰るわ。先に帰りなさい」

　と、部室で訊きいたんだけど、目どころか、顔も合わせずにそう言われてしまった。とても棘とげのある口調だったよ。

　うぅ、俺、部長に嫌きらわれちゃった？　悲しいぞ……。

　主に怒られた犬の感覚ってこんな感じ？　切ない……寂さびしい……。

「部長さんは一緒じゃないんですか？」

「ん？　うん……。俺、部長を怒らせちゃったみたいで……」

「……何かしたんですか？」

　心配そうに訊いてくるアーシアだけど、朱乃さんとの一件をここで話したら、またややこしいことになりそうだ。

「いや、俺が悪いだけだよ。あとで謝あやまる。アーシアは気にしなくてもいいんだよ」

「……わかりました。でも、もしかしたら、私のせいもあるかもしれません。ここ最近、部長さんに口答えしてしまいましたから……」

　反省するような口調でアーシアは言う。

　アーシアは部長をライバル視しているけど、それはたぶん関係ないと思う。

　原げん因いんは俺と朱乃さんのアレに違いない……。

「だいじょうぶ。アーシアのことは怒ってないと思うよ。俺がいけないんだよ」

　俺、スケベだからなぁ。

　でも、部長って俺がエッチなことに関して寛かん容ようだと思っていたんだけどな。ハーレム王の夢ゆめも特に何も言ってこなかったし。

　おかしい。最近の部長はちょっと変かも。それとも下僕悪あく魔まの独どく占せん欲よくが強いのかな？

　自分の飼かっているペットを、他の人に手て懐なずけられると複ふく雑ざつな気持ちになるっていうのと同じだろうか。かわいがられているとはいえ、俺はあくまでも部長にとって下僕だもんね。

　うぅ、女の子一人にこんな調子では、俺のハーレム王の夢は遠いな！　クソ！　俺がいままでモテなかった理由もそこにあるのでは!?

　乙おと女め心ごころ！　なんて深いんだ！　これを理り解かいしないと、イケメンどもに勝てない気がする！

　家に着くまであれこれ考えていた俺だが、玄げん関かんの扉とびらを開こうとしたとき、言い知れない悪お寒かんを感じた。

　ブルッ……。

　なんだ、これ？　体中から危き険けん信号が出ているような……。

　この感じ、以前も味わったことがあるぞ。確かあれはアーシアと初めて出会って、教会へ案内したときのことだ。教会を見て、俺は心底ブルってた。

　ぎゅっ。

　アーシアが震ふるえる手で俺の手を握にぎり締しめてくる。アーシアもどうやら不安なものを感じ取ったようだ。

　となると、これは悪魔にだけ感じられるものということか。

　俺おれの家に誰だれがいる？　まさか──。

　母さん！　俺は母の危き機きを脳のう裏りに過よぎらせて、急いで扉を開け放った。

　靴くつを脱ぬいで、一気に台所へ向かう！

　嘘うそだろ！　母さん！　そんなはずはない！　俺が悪魔だとバレた？　誰に？　堕だ天てん使し？　神？　天使？　教会の関係者？　どれも危険だ！

　問答無用で俺たちの関係者を斬きり殺すはず！

　俺の頭の中では、あのクソ神父──フリードに殺された人間が思い出されていた。

　無む惨ざんな姿すがたで斬り刻きざまれた遺い体たい。

　あんな風に母さんが！　クソ！　ふざけんな！　そんなの！　そんなのあるはずがない！

　台所には母さんはいなかった。すると、笑い声らしきものがリビングから聞こえてくる。

　足早にそちらへ入ったときだった。

　見知らぬ女じよ性せい二人と──談だん笑しようする母さんの姿があった。

「でね、これがイッセーの小学生時代の写真なの。ほらほら、こっちなんて、プールで海パンが破やぶれたときのものよ。もう、大変だったわ。破れたままプールの滑すべり台にいってしまって」

「……か、母さん？」

　俺おれに気づいたのか、母さんがこちらへ顔を向ける。

「あら、イッセーお帰りなさい。どうしたの？　血相変えて」

「はぅぅぅ。よかったですぅ」

　俺の後方でアーシアが安あん堵どのためか、ペタンと力が抜ぬけるように座すわり込こんでしまった。

　母さんが無事だったことで、俺は落ち着いて息を吐はいたが、言い知れない不安は拭ぬぐえていない。

　当然だろう。見知らぬ女性二人──若わかい外国のお客さんが、十じゆう字じ架かを胸むねに下げた者たちなのだから。どちらも俺らと同じぐらいの年ねん齢れいに見える。

　栗くり毛げの女性と、緑色のメッシュを髪かみに入れている目つきの悪い女性。どちらもかなりの美人さんだ。ただ、物もの腰ごしからただ者じゃないと俺にも理解できる。

　二人とも白いローブのようなものを着き込こんでいた。

　──キリスト教会の関係者。

　エクソシストか？　マズい。こんなところで戦うわけにもいかないだろう。

「こんにちは、兵ひよう藤どう一いつ誠せいくん」

　俺に微ほほ笑えむ栗毛の女性。

　その隣となりにいる緑色のメッシュを入れた女性の傍かたわらには、布ぬのに巻まかれた長い得え物ものが置かれていた。

　それだ。その得物から特大の危険を感じる。ヤバいものが肌はだにピリピリと伝わってくるよ。おそらく、俺たちを──悪魔を滅ほろぼすためのシロモノだろうな。

「はじめまして」

　無理やり作った笑え顔がおで俺はあいさつをする。

　しかし、相手は怪け訝げんに思ったのか、眉まゆを吊つり上げた。

「あれ？　覚えてない？　私だよ？」

　……へ？　自分を指差す栗毛の女性。いやいや、全然覚えがありませんけど？

　反はん応のうに困こまる俺へ母さんが一枚まいの写真を取り出す。例の聖せい剣けんが写しだされたものだ。

　そこに写る幼おさない頃ころ友達だった男の子を母さんが指差した。

「この子よ。紫し藤どうイリナちゃん。このときは男の子っぽかったけど、いまじゃ立りつ派ぱな女の子になってきて、お母さんもビックリしたのよ」

　……はい？　こ、この子が、幼い頃、近所に住んでて一緒に遊んだ子？

　えええええええええええええっ！　写真の子！　しかも女の子！　お、男の子じゃなかったのか!?

「お久ひさしぶり、イッセーくん。男の子と間ま違ちがえてた？　仕方ないよね、あの頃、私ったら男の子顔負けにヤンチャだったから。でも、お互たがい、しばらく会わない間にいろいろとあったみたいだね。本当、再さい会かいって何が起こるかわからないものだわ」

　意味深な言葉。そう、彼女は俺の正体に気づいていた。
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「よく無事だったわね」

　俺とアーシアは部長に抱だき寄よせられていた。

　あのあと、紫藤イリナともう一人の教会関係者らしき者は談だん笑しようを三十分ほどしてから帰っていった。

　久しぶりに帰ってきた日本。しかも幼い頃住んでいた町に再ふたたび来たので、あの頃を懐なつかしんでついつい寄ってしまったらしい。

　幼少時、親の仕事の都合でイギリスへ渡わたったというが、どう考えても彼女の親おや御ごさんは教会の関係者だよね。

　俺とアーシアはできるだけ関かかわらないようにして、母さんに相手を任まかせていた。特にアーシアと教会関係者を接せつ触しよくさせたくなかったから、用事を無理やり言いつけて自室に待機してもらっていた。

　いざとなったら、いつでも戦えるように覚かく悟ごも決めていたわけだが……何事もなくてよかった。

　その後、部長が帰ってきたのだが、俺たちが帰き宅たくしたときと同様の反応のように血相を変えて部屋に入ってきたのだった。

　俺とアーシアが無事なのを確かく認にんすると、間かん髪はつ入いれず俺たちを抱きしめてきたんだ。

「ケガは？　何もされてない？　どうなの、イッセー、アーシア？」

　心底心配そうに訊きいてくる部長。

「だ、だいじょうぶです。俺おれたちのこと、悪あく魔まだって認にん識しきしていたみたいですけど、さすがに一いつ般ぱん家庭で、母さんも普ふ通つうの人間だから手を出しづらかったんだと思います」

「私もイッセーさんも無事です、部長さん」

　部長は俺とアーシアをいっそう強くぎゅっと抱きしめて、離はなすまいと大切そうにしてくる。

「ああ、イッセー。よかった……。あなたとアーシアに何かがあったら、私は……。表の部活動が終わってから、ソーナに呼び出されていてそこで話を聞いていたの。この町に教会の関係者が潜もぐり込こんできている──と。しかも『聖剣』を手にしていると聞いたわ」

　会長と話し込んだため、帰りの遅おそくなった部長だったが、兵藤家が近くなった頃に異い様ような気配を家から感じたらしく、急いできたそうだ。

　家の中に入って、さらに聖なる力の濃のう度どが高くなっていたため、部長は一いつ瞬しゆん青ざめたと告白した。よほどハラハラしたようだ。

「私のかわいい下げ僕ぼくたちが危き険けんな目に遭あったかもしれないと、最悪の事じ態たいも覚悟してしまったのよ……？　あんなケンカ別れしたままであなたたちを失ったら、私は死ぬそのときまで後こう悔かいしていたことでしょうね。ゴメンなさい。もっとあなたたちを大切にするべきだった……」

　──グレモリー一族は特別情じよう愛あいの深い悪魔だ。

　昨ゆう夜べ、ドライグに言われたことを思い出していた。

　それは本当だと思う。部長は俺たちの無事を確認して、安あん堵どの息とともに涙なみだを流していた。心底心配だったんだろう。

　アーシアとも小さな衝しよう突とつをしたあとで、俺にも怒おこったあとだった。二人で部長を怒らせてしまったと感じていたしな。

　部長もそれをずっと気にしていたみたいだ。

「部長さん、私も口答えばかりしてすみませんでした。私、部長さんにイッセーさんを取られると思って……勝てないと思って……」

　アーシアが謝しや罪ざいする。部長は微笑んでアーシアの頭をなでた。

「いいのよ」

　部長は包み込むような慈じ愛あいで俺たちを抱きしめてくれる。

　ああ、部長の愛が伝わってくるぜ。も、もしかして、いまなら無む茶ちやな注文も通るかな？

「部長、おっぱい」

「ええ、わかったわ、イッセー。あなたは本当に甘あまえん坊ぼうで──」

「ダメです」

　俺と部長を引き離はなすアーシア。ぬぅぅ、いい感じだったのに。

　三人、落ち着いたところで部長が咳せき払ばらいして話を進める。

「昼間に彼女たちと接触したソーナの話では、彼女たちは私──この町を縄なわ張ばりにしている悪魔リアス・グレモリーと交こう渉しようをしたいそうなのよ」

「教会の者が、悪魔と？」

　俺の問いに部長はうなずく。

　これは驚いた。敵てき対たいしているはずの悪魔とキリスト教徒。それなのにあちらから交渉とはね。

「つまり、契けい約やくですか？　依い頼らい？」

「……どういうつもりかはわからないけれど、明日の放課後に彼女たちは旧きゆう校こう舎しやの部室に訪ほう問もんしてくる予定よ。こちらに対して一いつ切さいの攻こう撃げきを加えないと神に誓ちかったらしいわ」

「信じられるんですか？」

「信じるしかないわね。彼女たちの信しん仰こうを。信徒にとって邪じや悪あくな存そん在ざいである悪魔に依頼をするぐらいなのだから、相当切せつ羽ぱ詰つまっていて、かなりの厄やつ介かい事であることは確かく実じつかしら。……何か、嫌いやな予感がするわね。話ではこの町を訪おとずれてきた神父が次々と惨ざん殺さつされているみたいだわ」

　部長は目を細め、難むずかしい表ひよう情じようとなっていた。

　……確たしかに怖こわい。堕だ天てん使し側についたクソ神父のフリードですら、俺たち悪魔を心底軽けい蔑べつし、侮ぶ蔑べつし、嫌けん悪おしていた。

　真っ当な信者ならば、その嫌悪感は最大なのではないだろうか？

　──何かが起きそうだ。

　この世界の新参者である俺ですら、そう感じられずにいられなかった。
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　次の日の放課後。

　俺たちグレモリー眷けん属ぞくの悪魔たちは部室に集められていた。

　ソファーには、部長と朱乃さん──そして、例の女じよ性せい二人が座すわっていた。

　俺たち眷属は部室の片かた隅すみで部長と教会関係者のやり取りを見守っている。

　部室に彼女たちが入ってきてから、肌はだ寒ざむいものを感じてならない。悪魔の本ほん能のうが彼女たちの危き険けん性せいを察知しているのだろう。

　部長と朱乃さんも真しん剣けんな面おも持もちで対たい応おうしていた。

　だが、一番危あぶなっかしいのは木場だ。彼女たちを怨えん恨こんの眼まな差ざしで睨にらんでいる。何かあれば──いや、いまこの時点でも彼女たちに突とつ然ぜん斬きりかかりそうな雰ふん囲い気きを作り出していた。

　木場の嫌きらいな現げん役えき信徒だもんな。奴やつの過か去こを考えれば、腹はらの中は煮にえくり返っているだろう。

　この空気のなか、最初に話を切り出したのは、教会側──紫藤イリナだった。

「先日、カトリック教会本部ヴァチカン及および、プロテスタント側、正教会側に保ほ管かん、管理されていた聖せい剣けんエクスカリバーが奪うばわれました」

　エクスカリバーが奪われた？　しかもカトリック、プロテスタントって……。

　そういや、キリスト教にも派は閥ばつがあるって学校の授じゆ業ぎようで習ったっけ。

　でも、エクスカリバーがなんでカトリック、プロテスタント、正教会から盗ぬすまれるんだ？

　一箇か所しよにあるんじゃないのか？

「聖剣エクスカリバーそのものは現げん存そんしていないわ」

　俺おれの心の中の疑ぎ問もんに答えたのは部長だった。

　あらら、部長は俺の心の中が丸見えですか。

「ゴメンなさいね。私の下げ僕ぼくに悪魔に成り立ての子がいるから、エクスカリバーの説明込みで話を進めてもいいかしら？」

　部長の申し出に紫藤イリナはうなずく。

「イッセーくん、エクスカリバーは大昔の戦争で折れたの」

　イリナが俺のほうに顔を向けながら、そう言った。

　って、折れた？　聖剣が？　チョー有名な剣なのにか。

「いまはこのような姿すがたさ」

　髪かみに緑色のメッシュを入れた女性が傍かたわらに置いていた、布ぬのに巻まかれた長い物体を解とき放はなつ。現れたのは一本の長剣──。

「これがエクスカリバーだ──」

　ぞわっ。

　それを見た瞬しゆん間かん、全身の毛け穴あなが開いたかのように感じ、体中を冷たいものが走っていく。

　恐きよう怖ふ──。戦せん慄りつ──。畏い怖ふ──。

　たった一本の長剣に俺は心底恐おそれおののいた。ヤバい。これはマジでヤバい。

　悪魔が触ふれたら、ソッコーで死ぬって俺でもすぐにわかったぞ！

　これが聖剣？　これが悪魔を殺す必殺アイテム？

「大昔の戦争で四散したエクスカリバー。折れた刃はの破は片へんを拾い集め、錬れん金きん術じゆつによって新たな姿となったのさ。そのとき、七本作られた。これがそのひとつ」

　じゃあ、このエクスカリバーは本物じゃなくて、後々に作られた新エクスカリバーってことか。

「私の持っているエクスカリバーは、『破エク壊スカリのバー・聖デストラ剣クシヨン』。七つに分かれた聖剣のひとつだよ。カトリックが管理している」

　一度自分の得物を紹しよう介かいしたメッシュの女性は、再ふたたび布でエクスカリバーを覆おおった。

　よく見れば、その布には呪じゆ術じゆつの文字らしきものが記されていた。普ふ段だんは封ふう印いんしているのか？　まあ、危なっかしいものには違いない。

　イリナのほうも何やら長い紐ひものようなものを懐ふところから取りだす。

　その紐が意い志しを持ったかのようにうねうねと動きだした。

　──っ。

　俺の目の前で紐はカタチを変えて、一本の日本刀と化した。

「私のほうは『擬エク態スカリのバー・聖ミ剣ミツク』。こんな風にカタチを自じ由ゆう自じ在ざいにできるから、持ち運びにすっごく便利なんだから。このようにエクスカリバーはそれぞれ特とく殊しゆな力を有しているの。こちらはプロテスタント側が管理しているわ」

　自じ慢まんげに彼女は言う。

　やはり、あのエクスカリバーからも同様の恐怖を感じる。あれも俺たち悪魔にとって相当危あぶないシロモノだ。

「イリナ……悪魔にわざわざエクスカリバーの能のう力りよくをしゃべる必要もないだろう？」

「あら、ゼノヴィア。いくら悪魔だからといっても信しん頼らい関係を築きずかなければ、この場ではしょうがないでしょう？　それに私の剣は能力を知られたからといって、この悪魔の皆みなさんに後おくれを取るなんてことないわ」

　自信満々に紫藤イリナは言う。絶ぜつ対たいに俺たちに負けるはずがないという自信があるんだろうな。

　しかし、この場に伝説のエクスカリバーが二本もある！

　うわっ！　これって、トンでもないことなんじゃないか!?

　そのとき、俺は近くから感じるプレッシャーにも気づいてしまった。

　──木場だ。

　いまだかつて見たことのない鬼おにの形ぎよう相そうでエクスカリバーと、彼女たちを睨にらんでいた。

　そうだ──。木場はエクスカリバーに恨うらみを持つ。まさか、この場でエクスカリバーが出てくるなんて、夢ゆめにも思わなかった。木場もここで見まみえるなんて露つゆほども思わなかっただろうな。

　それがいま目の前にいる。こいつの心中は察して余あまりあるだろう。

　落ち着け。飛びだしてくれるなよ、木場。

　部長は真しん摯しな態たい度どで敵てき対たい組そ織しきと話をしているんだ。ここでおまえが飛びだせば全部パーだ！　下へ手たすりゃ戦せん闘とう開始だぜ？　あのエクスカリバー相手に犠ぎ牲せいが出ないなんてことはないだろう。

「……それで、奪われたエクスカリバーがどうしてこんな極東の国にある地方都市に関係あるのかしら？」

　部長は変わらずの態度で話を進める。さすが俺たちのお姉さま。エクスカリバー相手でも動じず！　胆きもが据すわってらっしゃる！

　髪に緑色のメッシュを入れている目つきの悪い女性──ゼノヴィアと呼よばれていたっけ？　彼女は話を続ける。

「カトリック教会の本部に残っているのは私のを含ふくめて二本だった。プロテスタントのもとにも二本。正教会にも二本。残る一本は神、悪あく魔ま、堕だ天てん使しの三つどもえ戦争の折に行ゆく方え不明。そのうち、各陣営にあるエクスカリバーが一本ずつ奪うばわれた。奪った連中は日本に逃のがれ、この地に持ち運んだって話なのさ」

　おいおい、聖せい剣けん泥どろ棒ぼうさんはこの地方都市がお気に入りですか。

　部長も額ひたいに手を当てて、息を吐はいていた。

「私の縄なわ張ばりは出来事が豊ほう富ふね。それでエクスカリバーを奪ったのは？」

　部長の問いにゼノヴィアは目を細める。

「奪ったのは『神のグ子をリ見張ゴる者リ』だよ」

　その答えに部長は目を見開いた。

「堕天使の組織に聖剣を奪われたの？　失しつ態たいどころではないわね。でも、確たしかに奪うとしたら堕天使ぐらいなものかしら。上の悪魔にとって聖剣は興きよう味みの薄うすいものだもの」

「奪った主な連中は把は握あくしている。グリゴリの幹かん部ぶ、コカビエルだ」

「コカビエル……。古いにしえの戦いから生き残る堕天使の幹部……。聖書にも記された者の名前が出されるとはね」

　部長も相手の名前に苦く笑しようしていた。

　てか、堕天使の幹部!?　エクスカリバーに、堕天使の幹部！　話が大きくなってきやがったぞ！　じゃ、じゃあ、俺おれたちのもとに来たこいつらの理由はなんだ？　ま、まさか、協力とか？

「先日からこの町に神父──エクソシストを秘ひ密みつ裏りに潜もぐり込こませていたんだが、ことごとく始末されている」

　と、ゼノヴィア。

　マジか。俺たちの知らないところでバイオレンスな出来事が起こっていたなんて……。

　やっぱ協力の要よう請せい？　この町を縄張りにしている上級悪魔さまの力を借りにきたとか？

　しかし、俺の想そう像ぞうとは裏うら腹はらに彼女たちはハッキリと言ってくる。

「私たちの依い頼らい──いや、注文とは私たちと堕天使のエクスカリバー争そう奪だつの戦いにこの町に巣食う悪魔が一いつ切さい介かい入にゆうしてこないこと。──つまり、そちらに今回の事じ件けんに関かかわるなと言いにきた」

　ゼノヴィアの物言いに部長の眉まゆが吊つり上がる。

「ずいぶんな言い方ね。それは牽けん制せいかしら？　もしかして、私たちがその堕天使と関わりを持つかもしれないと思っているの？　──手を組んで聖剣をどうにかすると」

「本部は可か能のう性せいがないわけではないと思っているのでね」

　部長の瞳ひとみに冷たいものが宿った。かなりキレてる！

　わざわざ自分の領りよう土どにまで足を運んだ敵てきが、自分たちのやることに手を出すな、口を出すなと言ってきて、さらに他の組織と手を組んだら許ゆるさないよと好き勝手に言ってくれば上級悪魔たる部長のプライドは黙だまっちゃいないだろうさ。

「上は悪魔と堕天使を信用していない。聖剣を神側から取り払はらうことができれば、悪魔も万ばん々ばん歳ざいだろう？　堕天使どもと同様に利り益えきがある。それゆえ、手を組んでもおかしくない。だから、先に牽けん制せい球きゆうを放つ。──堕天使コカビエルと手を組めば、我われ々われはあなたたちを完全に消しよう滅めつさせる。たとえ、そちらが魔王の妹でもだよ。──と、私たちの上司より」

　ゼノヴィアは部長の睨にらみに臆おくすることなく淡たん々たんとした口調だ。

「……私が魔王の妹だと知っているということは、あなたたちも相当上に通じている者たちのようね。ならば、言わせてもらうわ。私は堕天使などと手を組まない。絶対によ。グレモリーの名にかけて。魔王の顔に泥どろを塗ぬるような真ま似ねはしない！」

　拮きつ抗こう状じよう態たいの両者。

　だが、ゼノヴィアはフッと笑った。

「それが聞けただけでもいいさ。いちおう、この町にコカビエルがエクスカリバーを三本持って潜ひそんでいることをそちらに伝えておかねば何か起こったときに、私が、教会本部が様々なものに恨まれる。まあ、協力は仰あおがない。そちらも神側と一時的にでも手を組んだら、三すくみの様子に影えい響きようを与あたえるだろう。特に魔王の妹ならば尚なお更さらだよ」

　ゼノヴィアの言葉を聞き、多少表ひよう情じようを緩かん和わさせた部長は息を吐はく。

　うぬぬ、さっきから俺にとって難むずかしい話ばかりだぜ。

「正教会からの派は遣けんは？」

　部長の問いにゼノヴィアは答える。

「奴やつらは今回この話を保ほ留りゆうした。仮かりに私とイリナが奪だつ還かんに失敗した場合を想定して、最後に残った一本を死守するつもりなのだろうさ」

「では、二人で？　二人だけで堕天使の幹部からエクスカリバーを奪還するの？　無む謀ぼうね。死ぬつもり？」

　呆あきれ声の部長だが、紫藤イリナとゼノヴィアは決意の眼まな差ざしで言う。

「そうよ」

「私もイリナと同意見だが、できるだけ死にたくはないな」

「──っ。死ぬ覚かく悟ごでこの日本に来たというの？　相変わらず、あなたたちの信しん仰こうは常じよう軌きを逸いつしているのね」

「我われ々われの信仰をバカにしないでちょうだい、リアス・グレモリー。ね、ゼノヴィア」

「まあね。それに教会は堕天使に利用されるぐらいなら、エクスカリバーがすべて消滅してもかまわないと決定した。私たちの役目は最低でもエクスカリバーを堕天使の手からなくすことだ。そのためなら、私たちは死んでもいいのさ。エクスカリバーに対たい抗こうできるのはエクスカリバーだけだよ」

　なんつー覚悟だ。これが信仰っていうのか？

　スゴいね。俺には理り解かいできない感かん情じようだ。こいつら、そんなに神さまのために死にたいのか？

「二人だけでそれは可能なのかしら？」

「ああ、むろん、ただで死ぬつもりはないよ」

　部長の問いかけにゼノヴィアは不ふ敵てきだ。

「自信満々ね。秘密兵器でもあるのかしら？」

「さてね。それは想像にお任せする」

「…………」

「…………」

　そのやり取り以降、両者は見み詰つめ合ったまま、会話も途と絶ぜつした。

　紫藤イリナとゼノヴィアが目で合図を送りあうと、立ち上がる。

「それでは、そろそろおいとまさせてもらおうかな。イリナ、帰るぞ」

「そう、お茶は飲んでいかないの？　お菓か子しぐらい振ふる舞まわせてもらうわ」

「いらない」

　部長のお誘いをゼノヴィアは手を振ふって断ことわった。

「ゴメンなさいね。それでは」

　紫藤イリナも手でゴメンをしながら断る。

　部長の厚こう意いも受け取らず、二人はその場をあとにしようとする。──が、二人の視し線せんが一箇か所しよに集まった。アーシアだ。

「──兵藤一誠の家で出会ったとき、もしやと思ったが、『魔ま女じよ』アーシア・アルジェントか？　まさか、この地で会おうとは」

　と、ゼノヴィア。

『魔女』と呼よばれ、ビクっとアーシアは体を震わせた。その言葉はアーシアにとって、辛つらいものだ。

　イリナもそれに気づいたのか、アーシアをまじまじと見てくる。

「あなたが一時期内部で噂うわさになっていた『魔女』になった元『聖せい女じよ』さん？　悪魔や堕だ天てん使しをも癒いやす能力を持っていたらしいわね？　追放され、どこかに流れたと聞いていたけれど、悪魔になっているとは思わなかったわ」

「……あ、あの……私は……」

　二人に言い寄よられ、対たい応おうに困こまるアーシア。

「だいじょうぶよ。ここで見たことは上には伝えないから安心して。『聖女』アーシアの周囲にいた方々にいまのあなたの状じよう況きようを話したら、ショックを受けるでしょうからね」

「…………」

　イリナの言葉にアーシアは複ふく雑ざつ極きわまりない表情を浮うかべていた。

「しかし、悪魔か。『聖女』と呼ばれていた者。堕おちるところまで堕ちるものだな。まだ我われらの神を信じているか？」

「ゼノヴィア。悪魔になった彼女が主を信仰しているはずはないでしょう？」

　呆あきれた様子で紫藤イリナは言う。

「いや、その子から信仰の匂におい──香かおりがする。抽ちゆう象しよう的な言い方かもしれないが、私はそういうのに敏びん感かんでね。背はい信しん行こう為いをする輩やからでも罪つみの意い識しきを感じながら、信仰心を忘わすれない者がいる。それと同じものがその子から伝わってくるんだよ」

　ゼノヴィアが目を細めながら言うと、イリナが興きよう味み深ぶかそうにまじまじとアーシアを見る。

「そうなの？　アーシアさんは悪魔になったその身でも主を信じているのかしら？」

　その問いかけにアーシアは悲しそうな表情で言う。

「……捨すてきれないだけです。ずっと、信じてきたのですから……」

　それを聞き、ゼノヴィアは布ぬのに包まれたものを突つきだす。

「そうか。それならば、いますぐ私たちに斬きられるといい。いまなら神の名の下もとに断だん罪ざいしよう。罪深くとも、我らの神ならば救いの手を差し伸べてくださるはずだ」

　──っ。

　俺おれの腹はらのなかでたとえようのないものがこみ上げてきていた。

　アーシアに近づくゼノヴィア。俺はアーシアを庇かばうように前に立った。

「触ふれるな」

　ハッキリした口調で俺はゼノヴィアに告げる。

「アーシアに近づいたら、俺が許ゆるさない。あんた、アーシアを『魔女』だと言ったな？」

「そうだよ。少なくともいまの彼女は『魔女』と呼ばれるだけの存そん在ざいではあると思うが？」

　こ、こいつ……ッ！　俺はゼノヴィアへの怒いかりに奥おく歯ばを噛かみ、ギリギリ鳴らした。

「ふざけるなッ！　救いを求めていた彼女を誰だれ一人助けなかったんだろう!?　アーシアのやさしさを理り解かいできない連中なんか、皆みんなただのバカ野や郎ろうだ！　友達になってくれる奴やつもいないなんて、そんなの間ま違ちがっている！」

「『聖女』に友人が必要だと思うか？　大切なのは分け隔へだてない慈じ悲ひと慈愛だ。他者に友ゆう情じようと愛情を求めたとき、『聖女』は終わる。彼女は神からの愛だけがあれば生きていけたはずなんだ。最初からアーシア・アルジェントに『聖女』の資し格かくはなかったのだろう」

　当然だというかのようにゼノヴィアは口にした。

　クソ！　なんだ。なんなんだ、こいつらは！

　理解できねぇ！　理解なんてしたくねぇ！　なんでそんなにアーシアが悪いと言いきれる!?

「自分たちで勝手に『聖女』にして、少しでも求めていた者と違ったから、見み限かぎるのか？　……そりゃねぇよ。そりゃねぇだろう!?」

　俺は溜たまっていたものを止められなかった。ずっと、ずっと神さまに関かかわる者に言ってやりたかったんだ。

「アーシアの苦しみを誰もわからなかったくせによ！　何が神だ！　何が愛だ！　その神さまはアーシアがピンチだったときに何もしてくれなかったじゃないか！」

　しかし、冷静にゼノヴィアは答える。

「神は愛してくれていた。何も起こらなかったとすれば、彼女の信しん仰こうが足りなかったか、もしくは偽いつわりだっただけだよ」

　こんな奴ばかりなのか、教会の連中は？　こんな奴らのなかでアーシアは暮くらしていたのか？　ふざけんな。ふざけんなよ！

「キミはアーシアの何だ？」

　ゼノヴィアの問いに俺はハッキリと告げてやった。

「家族だ。友達だ。仲間だ。だから、アーシアを助ける。アーシアを守る！　おまえたちがアーシアに手を出すなら、俺はおまえら全員敵てきに回してでも戦うぜ」

　俺の挑ちよう戦せん的な言葉にゼノヴィアは目を細める。

「それは私たち──我らの教会すべてへの挑戦か？　一いつ介かいの悪あく魔まにすぎない者が、大きな口を叩たたくね。グレモリー、教育不足では？」

「イッセー、お止やめ──」

　俺を落ち着かせようとした部長だったが、そんな俺の前に木場が介入する。

「ちょうどいい。僕ぼくが相手になろう」

　特大の殺意を体から発して、木場は剣けんを携たずさえていた。

「誰だ、キミは？」

　ゼノヴィアの問いかけに木場は不ふ敵てきに笑った。

「キミたちの先せん輩ぱいだよ。──失敗だったそうだけどね」

　その瞬しゆん間かん、この部室内に無数の魔剣が出しゆつ現げんしていた。




　　　　─◯●◯─

　いやはや、どうしたものか。

　俺は球きゆう技ぎ大会の練習をしていた場所に立っていた。

　少し離はなれたところに木場。さらに俺たちと対たい峙じするかのように紫藤イリナとゼノヴィアがいる。

　さらに俺たちの周辺を丸ごと囲むように紅あかい魔力の結界が発生していた。

　結界の外には部員の皆みんなが俺たちを見守っている。

「では始めようか」

　イリナとゼノヴィアは白いローブを脱ぬぎ、黒い戦せん闘とう服の姿すがたとなっていた。肌はだは晒さらしていないが、ボンテージっぽくてエロいな……。体の線が浮うき彫ぼりになっていた。

　うーん、どっちも出るとこ出てて、腰こしが引き締しまっている！

　さらにゼノヴィアは得え物ものの布を取り払はらい、エクスカリバーを解とき放はなつ。

　紫藤イリナの持つ変化するエクスカリバーも日本刀のカタチになっていた。

　なんでこんなことになっているか説明しておく。

　先ほど俺と聖せい剣けん所持者二人が口こう論ろんしているなか、木場が飛び込んできて、一いつ触しよく即そく発はつの空気になった。

　部長としても立場的に下げ僕ぼくがケンカを売り始めたので、対たい応おうに苦く慮りよしていた。そこへゼノヴィアが提てい案あんを申し込んできたんだ。

「リアス・グレモリーの眷けん属ぞくの力、試ためしてみるのもおもしろい。──それに『先輩』とやらの力も気になる」

　木場のケンカをゼノヴィアが買った。

　しかも教会には一いつ切さい知らせない私し的てきな決けつ闘とうだと、付け加えてきた。あちらもこちらの立場を多少は察してくれたようで、殺し合いに発はつ展てんしなければ問題ないとしたんだ。

　場所は旧きゆう校こう舎しや近くの球技大会練習場。余よ計けいな破は壊かいと気配を周囲に与あたえないため、朱乃さんが結界を張はってくれていた。これで多少の無む茶ちやもアリらしい。

　で、俺おれもそれに参戦している。

　……なぜ？　口論の延えん長ちよう線せん上がこれか？　そんなバカな……。

　確たしかにアーシアのことを悪く言われたから、かなりキレてたけど、こういう決闘をすることになるとは思っていなくてさ。

　あのとき、部長の制せい止しで止やめるつもりだったんだけど……。

　木場がそこに入ってきたせいでこんなことになっていた。

「イッセー、ただの手合いとはいえ、聖剣には十分気をつけなさい！」

　部長のありがたいお言葉が届とどく。

「は、はい！」

　返事をする俺だが、さっきバトル前に視し聴ちようさせられた『聖剣の恐きよう怖ふ特集！』なるビデオを思い出して身み震ぶるいしていた。

　聖剣を持った者と上級悪魔の一戦を録画したものらしいが、聖剣に斬きられた悪魔は傷きず口ぐちから煙けむりを立てていた。しかも体の傷口部分が消しよう滅めつしているんだぜ？　文字通り消えてしまっているんだ。

　聖剣で斬られると悪魔は滅めつせられる。体を消失させられてしまうんだ。

　怖こわい。マジで怖い！　斬られたくない！

　木場のほうはすでに神セイクリツド器・ギアを発動して、自らの周囲に魔剣を数本出現させている。

「……笑っているのか？」

　ゼノヴィアが木場に訊きく。

　木場は不気味なほどの笑えみを浮うかべている。

　薄うすら寒くなるほどの笑顔だ。爽さわやかフェイスの面おも影かげなんてひとつもない。

　ここまで……。おまえはそこまで聖剣が憎にくいのか……？

「うん。倒たおしたくて、壊こわしたくて仕方なかったものが目の前に現れたんだ。うれしくてさ。ふふふ、悪あく魔まやドラゴンの傍そばに居いれば力が集まるとは聞いていたけど、こんなにも早く巡めぐり合えるだなんてね」

　ドライグもそんなこと言っていた。ドラゴンの力に惹ひかれて、いろんなものが集まってくる──と。

　今回の一件も俺が──ドライグが関かかわっている？　いや、そんなまさか……。

「……『魔ソー剣ド・創バ造ース』か。神セイクリツド器・ギア所有者は頭の中で思い描えがいた魔剣を創つくりだすことが可か能のう。魔剣系けい神セイクリツド器・ギアのなかでも特とく異いなもの。……『聖剣計画』の被ひ験けん者しやで処しよ分ぶんを免まぬかれた者がいるかもしれないと聞いていたが、それはキミか？」

　ゼノヴィアの問いに木場は答えない。ただただ、殺気を向けているだけだ。

　おいおい、殺し合いは禁きん止しだぜ？　木場、お願いだから試合だけにしてくれ。

　それ以上の戦いは悪魔と神さまの関係に介入することになるんじゃないか？　それは魔王サーゼクスさまも困こまるぞ。

「兵藤一誠くん」

　俺の前に立つのは紫藤イリナだ。栗くり毛げの女の子。幼おさない頃ころは男の子だと思っていたけど、いまはどう見ても女の子だ。遊んだ記き憶おくも曖あい昧まいなんだけどさ。

　つーか、美少女さんだね。いい体もしてますし、好みのタイプだ。

「再さい会かいしたら、懐なつかしの男の子は悪魔になっていた……。ショックだったわ」

　心底の残念そうな表ひよう情じようだ。

　まあ、俺も悪魔になるとは思ってもいなかったけどさ。いまはこれで充じゆう実じつしてるぜ？

「えーと、紫藤イリナ……イリナでいいのかな？　やっぱり、戦わなくちゃダメか？　アーシアの悪口に対しては、俺もそちらへ言いたいこと言ったしさ。バトルしなくてもいいような気もするんだけど」

　俺の提てい案あんだ。

　アーシアに関して教会関係者へ言ってやりたいことがあった。今回、その機会が巡ってきてやっと言えたのでスッキリしている部分がある。

　ただ、ここで今一度アーシアの悪口を言うなら、俺も覚かく悟ごを決めるつもりだが。

　俺は家族の悪口は絶ぜつ対たいに許ゆるさない。

　しかし、イリナは哀あわれむ表情を俺に向ける。ていうか、頬ほおを涙なみだが一ひと筋すじ伝っているよ。

「かわいそうな兵藤一誠くん。ううん、昔のよしみでイッセーくんって呼よばせてもらうわね。そして、なんて運命のイタズラ！　聖せい剣けんの適てき性せいがあって、イギリスに渡わたり、晴れて主しゆのお役に立てる代行者となれたと思ったのに！　ああ、これも主の試練なんだわ！　久ひさしぶりに帰ってきた故こ郷きようの地！　懐かしのお友達が悪魔になっていた過か酷こくな運命！　時間の流れって残ざん酷こくだわ！　でも、それを乗り越えることで私は一歩また一歩と真の信しん仰こうに進めるはずなのよ！　さあ、イッセーくん！　私がこのエクスカリバーであなたの罪つみを裁さばいてあげるわ！　アーメン！」

　イリナは涙を浮かべつつも張はりきった様子で聖剣の切っ先をこちらへ向けてくる。

　あれ!?　あれれ!?

　こ、この子、難なん易い度どの高い言葉を飛ばしてくれているよ!?

　おおっ、瞳ひとみがお星さまのようにキラキラ輝かがやいてやがる！

　信仰に酔よってらっしゃいますか？　この出来事を実は楽しんでらっしゃいますか？

　うおお、この子は関わってはいけないタイプの娘むすめではないかな!?

「なんだか、わからないがブーステッド・ギア発動！」

『Boost!ブースト』

　赤い閃せん光こうを放ち、俺おれの左ひだり腕うでに籠こ手てが現あらわれる。同時に音おん声せいを発して、俺の力を倍にした。

　俺の神セイクリツド器・ギアは十秒ごとに宿主の力を倍にしていく能のう力りよくを持つ。さらに倍ばい増ぞうした力を者や物に譲じよう渡とすることも可能だ。

　とりあえず、神セイクリツド器・ギアを動かしておかないとな。何かをされたときに対たい処しよできないし。

　俺の神セイクリツド器・ギアを見て、イリナとゼノヴィアがビックリした様子を見せる。

「……『神ロ滅ンギ具ヌス』」

「それって、『赤龍ブース帝テツのド籠・手ギア』？　こんな極東の地で赤いウエル龍シユの・ド帝ラ王ゴンの力を宿した者に出会うなんて……」

　どちらも顔をしかめていた。

「イッセーくんに気を取られていると、ケガでは済すまなくなるよ！」

　ギィン！

　ゼノヴィアに木場が斬きりかかる。魔剣と聖剣が火花を散らす。

　木場の一いち撃げきを受け止めたゼノヴィアは不ふ敵てきな笑みを見せた。

「『魔ソー剣ド・創バ造ース』に『赤龍ブース帝テツのド籠・手ギア』。さらにアーシア・アルジェントが持つ『聖トワ母イラのイト・微ヒーリ笑ング』。我われ々われにとって異い端たん視しされている神セイクリツド器・ギアばかりだ。悪魔になったのも必然と言えるのかもしれないな」

「僕ぼくの力は無念のなかで殺されていった同志の恨うらみが生みだしたものでもある！　この力で、エクスカリバーを持つ者を打ち倒たおし、そのエクスカリバーを叩たたき折る！」

　木場は計画で殺された被ひ験けん者しやたちの復ふく讐しゆうも誓ちかっているのか。

「こちらもいくよ、イッセーくん！」

　ヒュッ！

　イリナが勢いきおいよく斬りかかってくる。

　危ねぇ！　本気で斬りかかってきやがったぞ！　あれに斬られたら悪魔の俺は大ダメージなんだろ？　直ちよく撃げきはヤバい、ヤバいって！

「まだまだ！」

　俺はイリナの刀をかわしながら、籠手の力を上げていった。

『Boost!ブースト』

　俺の体に力が流れ込こんでくる。これでさらに倍！　やり合うにはまだ足りなそうだ！

　どれぐらい倍化すればいいのか？　クソ！　実戦経けい験けんが少ない上に、聖剣との戦いが初めてだから目安がわからん！

　できるだけ避よけて、上げられるだけ上げてから攻こう撃げきに移うつるか！

　こうなったら、やるしかねぇ！　やっておかないと気が済まない！　いや、やらないと戦い損ぞんだ！

　──隙すきを見て、「洋ドレ服ス・崩ブレ壊イク」をかましてやる！

　俺の必ひつ殺さつ技わざのひとつ。高めた魔力を使い、女じよ性せい限げん定ていで身にまとう衣類を消し飛ばす力。

　ぐふふ、紫藤イリナの戦せん闘とう服を消し飛ばしてやるぜ！

「……いやらしい顔つきだわ。何を考えているのかしら？」

　怪け訝げんな顔つきのイリナ。ふふふ、すぐに裸ら体たいを拝おがんでやるぜ。

「……気をつけてください。イッセー先輩は手に触ふれた女性の服を消し飛ばす力を持っています」

　小猫ちゃん!?　なぜにネタバレを敵に話す!?

　抗こう議ぎの眼まな差ざしを向ける俺に小猫ちゃんはズバリと言う。

「……女性の敵。最低です」

「あぅ！　痛つう烈れつなツッコミだよ、小猫ちゃん！」

「なんて最低な技なの！　イッセーくん！　悪魔に堕おちただけではなく、その心までも邪じや悪あくに染そまって！　ああ、主よ。この罪つみ深ぶかき変へん態たいをお許ゆるしにならないでください！」

　紫藤イリナがお祈いのりをあげながら、悲ひ哀あいに満ちた表ひよう情じようを浮うかべていた。

「そんなかわいそうな奴やつを見る目で見るな！」

「……最低です」

　ゴメンね、小猫ちゃん。エロくてゴメンね！

「イッセーさん！　そんなに女性の裸に餓うえていたなら、私に言ってくだされば……ッ！　私、イッセーさんのためならこの身の犠ぎ牲せいもいとわないです」

　自じ己こ犠牲の精せい神しん！　さすが元クリスチャンのアーシアさんです！　てか、どさくさにまぎれて大だい胆たんなこと言ってません？

「なるほど。性せい欲よくの塊かたまりか。欲望の強い悪あく魔まらしい行動だと私は思うよ」

　ゼノヴィアは嘆たん息そくしながら言う。視し線せんは軽けい蔑べつのものですけどね！

「ゴメン」

　なぜか、木場も謝あやまっていた。

　てめえは謝らなくていいんだよぉぉぉぉぉ！　俺だけ邪悪な生き物扱あつかいじゃないか！

　と、木場が自身の足場から新たに魔剣を一本生みだすと、それを振ふるい、二刀流のかまえでゼノヴィアに迫せまる。

「気を取り直して！　燃もえ尽つきろ！　そして凍こおりつけ！　『炎フレア燃・ブ剣ランド』！　『氷フリ空ーズ・剣ミスト』！」

　片かた方ほうの魔ま剣けんからは業ごう火かが渦うず巻まき、もう片方の魔剣からは冷気とともに霧む氷ひようが発生した。

　木場は『騎ナ士イト』だ。『騎士』の特とく性せいはスピード。神速の動きでゼノヴィアに攻撃をくわえている。

　だが、ゼノヴィアは四方八方から斬りかかってくる木場の攻撃を最小の動きだけで受け流していた。

「『騎士』の軽かろやかな動き、そして炎ほのおと氷の魔剣か。だが甘あまい！」

　ギィィィィン！

　ゼノヴィアの一ひと振ふりが、木場の魔剣二刀を粉々にする！

「──ッ！」

　一撃で自分の剣を破は壊かいされ、木場は絶ぜつ句くする。

　なんて威い力りよくだ！　あれが聖せい剣けんか！

「我わが剣は破壊の権ごん化げ。砕くだけぬものはない」

　ゼノヴィアは長剣を器用にくるくる回したかと思うと、天にかざし、地面へ振り下ろした。

　ドォォォォォオオオオオオオオンッッ！

　突とつ然ぜん、足場が激はげしく揺ゆれて、地じ響ひびきが発生する！

　体たい勢せいが崩くずれ、その場でひざをつく俺おれ。立っていられねぇ！

　周囲に巻き起こる土つち煙けむり！　俺のもとにも土が飛んできた。しかも顔面から被かぶる。

　ペッペッ！　俺は口のなかに入った土を吐はきだしながら、視し界かいを覆おおう土煙を手で払う。

　──ッ！

　俺は練習場の変化に我が目を疑うたがった。

　──クレーター!?

　ゼノヴィアが聖剣を振り下ろした場所が大きく抉えぐれ、クレーターが生みだされていた！

　あれがまさか一撃でできたのかよ!?　剣の一振りで!?

　ゼノヴィアが地面へ振り下ろしたとき、特に力を込めたようには思えなかった。

「これが私のエクスカリバーだ。有う象ぞう無む象ぞうのすべてを破壊する。『破エク壊スカリのバー・聖デイストラ剣クシヨン』の名は伊だ達てじゃない」

　──『破エク壊スカリのバー・聖デストラ剣クシヨン』！

　威力が段だん違ちがいってことか！　あんなのまともに受けたら木場の魔剣じゃなくても粉々になるぞ！

　木場はその光景を見て、苦虫を噛かみ潰つぶしたかのような表情を浮うかべていた。

「……真のエクスカリバーでなくてもこの破壊力。七本全部消しよう滅めつさせるのは修しゆ羅らの道か」

　瞳ひとみに映うつる憎ぞう悪おの影かげはいまだ消えず、か。

　木場は全部のエクスカリバーを壊こわす気かよ！　一本であれだぜ？　木場でも七本も全部やれるか難むずかしいところだと思う。

　本当、この世界は俺たちよりも強い奴やつがわんさかいて嫌いやになる！

『Boost!ブースト』

　三度めの倍化！

「もう！　ゼノヴィアったら、突然地面を壊すのだもの！　土だらけだわ！」

　イリナが毒づきながら、服についた土を払はらっていた。

「でも、そろそろ決めちゃいましょうか！」

　再ふたたび俺へ刀を向けて、ダッシュしてくる！

　速い！　一気に詰つめ寄よってきやがった！　木場ほどでもないにしろ、俺よりは確かく実じつに速い動きだ！

　どうする？　ここで神セイクリツド器・ギアをいったん止めて攻こう勢せいに出るか？　相手が殺意を持って攻こう撃げきしていなくても斬ざん戟げきをかわすだけで体力は消費していく！

　いちおう、相手の動きに順じゆん応のうするだけの力は得ている！　これが相手を打だ倒とうできるだけの攻撃力かどうかは大いに疑ぎ問もんだが！

　二度めの神セイクリツド器・ギアの発動はない！　そんな余よ裕ゆうは二度とこないだろう！

　あのエクスカリバーを警けい戒かいして、生身の人間に攻撃をくわえる！　いくら得え物ものが強大でも、使用する人間までは強大ではないだろう。

　勝手な想そう像ぞうだが、いまはこのイメージにかける！

「やるわね！　避よけ方がうまいわ！　主あるじによほど鍛きたえられているようね！」

「まあね！　俺のご主人さまはしごきが激しくてさ！　おかげで自分よりも格かく上うえが相手でも結けつ構こうがんばれちゃうんだよね！　こんな風に！」

『Boost!ブースト』

「いくぜ、ブーステッド・ギアァッ！」

『Explosion!!エクスプロージヨン』

　倍化を止めて、その時点までに上がった力の状じよう態たいで少しの間動けるようにした！

　こうして止めないと中ちゆう途と半はん端ぱになって、パワーアップが解かい除じよされてしまうからだ。

　ドクン！

　俺の体を力が駆かけ巡めぐる。四回の倍化だったが、これでもいけそうな感じがする！

　こうなったら、意地でもその服を弾ヽけヽ飛ヽばヽしヽてヽやるよ！　ああ、最低でケッコーだ！

　伊だ達てに鬼おにのような修しゆ行ぎようと、フェニックスとの一戦をくぐり抜ぬけたわけじゃないんだぜ！

　つーか、絶ぜつ対たいに脱ぬがす！　洋ドレ服ス・崩ブレ壊イクを決めないといけない気がする！

　俺はいつでも服を弾け飛ばせるだけの魔力を用意しておきながら、イリナへと向かっていった。

「剥はぎ取りゴメン！」

「卑ひ猥わいな！」

　変へん質しつ者しやから身を避けるようにイリナが体をひねって俺の突とつ進しんをかわす。チッ！　身軽だな！　だが諦あきらめん！　変へん態たいでもいい！　俺はたくましく生きていきたいんだ！

「まだまだ！」

　女の服を弾け飛ばすのに夢む中ちゆうになっていた俺は、イリナの動きに徐じよ々じよに順応していった。

　右！　いや、左か！　煩ぼん悩のうのなす業わざなのか、避ける先がなんとなく見えるぞ！

「いつも以上にイッセーくんの動きがいいですわ」

「……スケベ根こん性じようが先せん輩ぱいの身体機き能のうを向上させているなんて」

　朱乃さんと小猫ちゃんの会話だ。俺のスケベパワーに驚おどろき、そして呆あきれていた。エロくて、ゴメンなさいね！　でも、女の子の洋服を崩ほう壊かいさせる快かい感かんに目覚めてしまった俺を止められる者などいるはずがない！

　ついにはイリナの避ける先に俺が追いついた！

「なっ！　私の動きに追いついたの!?」

　驚おどろいた様子のイリナ。ふふふ、俺のエロを甘あまく見るな！　捉とらえた！　一気に服を弾け飛ばす！　紫藤イリナ！　おまえのおっぱい拝おがんでやるぜ！

　両手の五指すべてをわしゃわしゃと動かし、スケベな笑みを浮うかべながら俺は間合いを詰め──。

　ダイブするように彼女へ飛び込こんでいく！　いただきまーす！

　だが──。

　イリナに届とどく瞬しゆん間かん、彼女は咄とつ嗟さの動きで身を屈かがめた。

　……な、なんだと……？

　勢いきおいが止まらない俺はそのまま前方に進んでいき、結界を抜けてイリナの後方にいたアーシアと小猫ちゃんのもとへ──。

　はい、タッチ。

　二人の肩かたへ俺の手がそれぞれ触ふれてしまった。刹せつ那な──。

　ババッ！

　アーシアと小猫ちゃんの制せい服ふくが弾け飛んだ。そう、下着すらも容よう赦しやなく。二人は丸まる裸はだかとなっていた。

　──洋ドレ服ス・崩ブレ壊イク、成功。

　アーシアのそれなりに育っている生なま乳ちちと小猫ちゃんのロリロリで小ぶりな生乳が俺の眼がん前ぜんでポロリと露あらわになる。

　ブッ。噴ふき出る俺の鼻血。

　ありがとうございます！　いや、違う！　こ、これは！

「いや！」

　アーシアが恥はずかしがって身を屈めてしまう。ゴメンよ、アーシア！　でも、相変わらずキレイなプロポーションだったよ。まだおっぱいが育ちそうだからお兄さん楽しみだ！

　小猫ちゃんのほうは──。無む表ひよう情じようのまま迫はく力りよくのある殺気を全身から放ちながら、震ふるえる拳こぶしを上げていた。ヤ、ヤバい……。

「こ、小猫ちゃん！　これは違うんだ！　不発だよ！　い、いや、成功しているけどさ！　でもほら小ぶりなおっぱいでも需じゆ要ようがあると思うんだ！　あ、あれ？　お、俺は何を言っているんだ？　そうじゃない！　紫藤イリナが避けるもんだから……決して、アーシアと小猫ちゃんを狙ねらったわけじゃない！　で、でも、ありがとうございます！　い、いちおうお礼は言って──」

「……この、どスケベ！」

　ドゴン！

「ぐっふぅぅぅぅぅ！」

　どてっ腹ぱらに重い一いち撃げきをくらい、浮ふ遊ゆう感が俺を襲おそう。うわぁぁぁぁ。俺、吹っ飛んでる！

　地面に激はげしく叩たたきつけられたあとも、何度も何度も土つち肌はだを転がっていった。

　…………。

　ぐふっ。だ、大ダメージだ……。起き上がれないぐらい、痛いたいんですけど。

　つんつん。

　俺の頭を紫藤イリナが小こ突づく。

「イッセーくん、生きてる？　あのね、卑猥な技わざを開発した天てん罰ばつだと思うの。これにこりたら、あんなエッチな技を封ふう印いんすること。いいわね？」

「……い、嫌いやだ。……魔ま力りよくの才さい能のうをほぼ全部使い込んで開発した技だぞ……。もっともっと女の子の服を弾け飛ばすんだ……。これでも女子の服を透とう過かさせる技とどちらにするべきか真しん剣けんに悩なやんだんだ……」

　のろのろと力なく立ち上がり、俺はイリナと再ふたたび対たい峙じする。

「いつか、見ただけで服を壊こわす技に昇しよう華かするまで俺は戦い続ける！」

　気合を入れ、俺はイリナに突っ込んでいった。

「性せい欲よくだけでここまで戦えるなんて！　どうにかしているわ！」

「紫藤イリナ！　性欲は力だ！　正せい義ぎなんだよぉぉぉぉ！」

「アーメン！　主よ、このエロ悪あく魔まを断だんじる力をお貸かしください！」

　イリナも聖せい剣けんを改めて握にぎり締しめ、俺へ向かってくる。

　俺おれは体たい勢せいを低くして、下げ段だんからの蹴けりで斬きりかかってくるイリナを足あし払ばらいしようとした。

　イリナもそれに気づいて、軽くジャンプする。

　地面を蹴り込こんで、一気に立ち上がる！　ついでにアッパーカットだ！

　ブゥン！

　俺のアッパーがイリナのあごすれすれで空を切る。

　チッ！　外した！

　イリナが目元を引きつらせた。刀を横なぎに振ふるってくるが、俺はそれを後方へステップして避よける。

　その様子をイリナは驚おどろいた様子で見ていた。

「……ゴメンなさい。あなたを少し見くびっていたようね。いい動きだわ」

　真顔になるイリナ。

　おっ、これはいけるか？　などと、思っていたのだが──。

　俺は地面にくずおれてしまった。

　……なんだ、こりゃ……。体の内側から力が無くなっていく感覚が俺を襲う。

　多少の痛みなら我が慢まんして動けるのに。これは違う。マジで力が入らない……。

　……クソ、なんだよ……。

　腹ふく部ぶを見てみれば、小さく上がる煙けむり！　これは聖剣のダメージ!?　いつの間に！

　さっきの攻こう撃げきでかすっていたのか。つーか、かすっただけでこんなにも……。

「聖剣のダメージよ。悪魔、堕だ天てん使しは聖剣の攻撃をその身に受ければ、力と存そん在ざいを消されてしまう。たったそれだけの傷きずでもこれだけのことになるわ。もう少し深くくらっていれば、致ち命めい傷しようだったかもね」

　たった少しだけだぞ!?　それでひざをつくほどに力を奪うばわれるのか！

『Reset!リセツト』

　ブーステッド・ギアの能のう力りよく解かい放ほう時間が終わった。俺の体から倍ばい増ぞうされた力も消える。

　力がもとに戻もどっちまったか。なんてこった！

「あと一度パワーアップすればその攻撃を確かく実じつに避けられたでしょうね。いい勝負もできたはずよ。──あなたの敗はい因いんは、相手との力量差がわからずに神セイクリツド器・ギアを使っていること。読み間ま違ちがいは真剣勝負の場では致命的よ」

　……ちくしょう。ダメだ。体がこれ以上動かない……。俺の負け？

　部長やアーシアに無様な姿すがたを見せたってのか？　──情なさけねぇ！

「はぁぁぁぁああああああっ！」

　木場が気合を発し、手元に何かを創つくりだしていく。それは剣のカタチとなるが……。

「その聖剣の破は壊かい力りよくと僕ぼくの魔剣の破壊力！　どちらが上か勝負だ！」

　木場の手に現あらわれたのは巨きよ大だいな一本の剣だった。禍まが々まがしいオーラを放ちながら、木場は両手でかまえる。

　なんて大きさだ。木場の身長をはるかに超こえている。二メートル以上は確実にあるぞ。

　木場はそれを勢いよく振るい始める！　その一撃はゼノヴィアに伸のびるが、彼女は心底落らく胆たんしたように嘆たん息そくした。

「残念だ。選せん択たくを間ま違ちがえたな」

　ガギィィィィン！

　激はげしい金きん属ぞく音おん！　巨大な刀身が宙ちゆうを舞まう。

　──折れたのは木場の魔剣だった。

　ゼノヴィアのエクスカリバーは一いつ切さい欠けることなく、難なんなく木場の魔剣を破壊した。

「キミの武ぶ器きは多た彩さいな魔剣とその俊しゆん足そくだ。巨大な剣を持つには筋きん力りよく不足であり、自じ慢まんの動きを封ふうじることにもなる。破壊力を求める？　キミの特性上、それは不要なものだろう？　そんなこともわからないのか？」

　ドンッ！

　木場の腹部に聖剣の柄つか頭がしらが深く抉えぐり込む。

　たったそれだけの攻撃なのに衝しよう撃げき波はが発生していた。柄頭の一発でも破壊力が大きいってことだ。

「ガハッ」

　口から吐としゃ物ぶつを吐はき、木場はその場でくずおれた。

「刀身での一撃でなくとも、いまの打ち込みでとうぶんは立ち上がれないよ」

　ゼノヴィアは木場を一いち瞥べつすると、踵きびすを返した。

「……ま、待て！」

　木場が手を伸ばすが、勝負が決着したのは誰だれが見ても明らかだった。

　朱乃さんが結界を解とく。辺りを支し配はいしていた紅あかいオーラが消えた。

　──戦いは終わったんだ。

「『先せん輩ぱい』、次はもう少し冷静になって立ち向かってくるといい。リアス・グレモリー、先ほどの話、よろしく頼たのむよ。それと、下げ僕ぼくをもう少し鍛きたえたほうがいい。センスだけ磨みがいても限げん界かいがある」

　木場は憎にく々にくしげにゼノヴィアを睨にらんでいた。

　ゼノヴィアの視し線せんが俺に移うつる。

「ひとつだけ言おう。──『白バニシいング・龍ドラゴン』はすでに目覚めているぞ」

　──っ。

　な、何だと……？

「いずれ出会うだろうが、その調子では絶ぜつ対たいに勝てないだろうね」

　ゼノヴィアはそれだけ言い残し、持ち物を手に取るとその場をあとにした。

「ちょっと待ってよ、ゼノヴィア。じゃあ、そういうことでイッセーくん。裁さばいて欲ほしくなったら、いつでも言ってね。アーメン♪」

　胸むねで十字を切りながらウインクすると、紫藤イリナも足早にこの場を立ち去る。

　瞑めい目もくする部長。その心中は察するに余あまりあるだろう。

　──俺おれと木場は彼女たちに完敗した。




　　　　─◯●◯─

「だいじょうぶですか？」

　アーシアが俺の腹部に手を当てて、神セイクリツド器・ギアで回かい復ふくしてくれる。アーシアは旧きゆう校こう舎しやに用意してあった予よ備びの制せい服ふくを着ていた。さっき消し飛ばしてしまったもんね。

　彼女の手から生まれた緑色の温かいオーラが俺を包み、傷を癒いやす。

「格かつ好こう悪いところを見せたな、アーシア」

　苦笑いしながら、俺はアーシアに言う。だが、アーシアは首を横に振ふる。

「聖せい剣けんを相手にこれぐらいで済すんでよかったです。イッセーさんが消しよう滅めつさせられてしまうのではないかと気が気じゃなかったんですよ？」

　あー、またアーシアを心配させちゃったのか。俺、この子に心配をかけてばかりだな。

「服を消し飛ばしてゴメン」

　素す直なおに謝あやまる。どう考えても俺が悪いからね。しかし、アーシアはニッコリ微ほほ笑えむ。

「イッセーさんに何か考えがあったんですよね？　私はイッセーさんに何をされても平気ですから」

　──っ。

　うぅ、目頭が熱くなったぞ。アーシア、そこまで俺のことを信しん頼らいしてくれていたのか！

　だけどね、アーシア。俺は何も考えもせず、ただただ女の子の服を弾はじけさせることに夢む中ちゆうだったんだよ。ああ、アーシアの笑え顔がおが眩まぶしすぎる……。

「……あと一段だん階かい神セイクリツド器・ギアの倍化をあげていれば、勝てたかも」

　俺の肩かたを力いっぱいマッサージしてくれながら、小猫ちゃんが言う。痛いたい、痛いよ、小猫ちゃん。小猫ちゃんもアーシアと同じく予備の制服を着ていた。

　でも、小猫ちゃんにそんな風に言われるなんて初めてだぜ！　ちょっと感動！

「……それがわからないのは修しゆ行ぎようと実戦不足。あと、エロすぎです。どスケベ先輩」

　あぅ！　痛いところもちゃんとついてくるのね！　どスケベでゴメンなさい！

「待ちなさい！　祐斗！」

　部長の制せい止しする声が聞こえてくる。

　そちらへ顔を向けると、その場を立ち去ろうとしている様子の木場と激げつ昂こうしている部長の姿があった。

　なんだなんだ？　木場がどこかに行こうとしているのか？

「私のもとを離はなれるなんてこと許ゆるさないわ！　あなたはグレモリー眷けん属ぞくの『騎ナ士イト』なのよ。『はぐれ』になってもらっては困こまるわ。留とどまりなさい！」

「……僕ぼくは、同志たちのおかげであそこから逃にげだせた。だからこそ、彼らの恨うらみを魔ま剣けんに込めないといけないんだ……」

　それだけ言うと、木場はその場から消えた。

「祐斗……どうして……」

　部長の悲しそうな顔を俺は見ていられなかった。

　同時に俺のなかでひとつの決意が生まれていた。




　　　　─◯●◯─

「あー。で？　俺を呼よびだした理由は？」

　次の休日。俺は会長眷属の『兵ポ士ーン』である匙さじを駅前に呼びだしていた。

　気だるそうな匙。部長を介かいし、なんとか匙と連れん絡らくを取ったわけさ。

「……そうです。二人で何をするつもりだったんですか？」

　俺の服をつかんで離さないのは小猫ちゃんだ。

　匙と待ち合わせ予定の駅前に向かう途と中ちゆうで偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせとなり、逃げだそうとしたのだが、呆あつ気けなく捕つかまってしまった。

　相変わらず身体能のう力りよくでロリロリ少女に劣おとる俺。まあ仕方ないね。

　どうやら、小猫ちゃんの顔を見るなり逃げたのが気になったらしく、監かん視しの意味で俺から離れなくなってしまった。先日、丸まる裸はだかにしてしまったのも恨んでいると思う。

　俺が匙を呼びだした理由──。それは──。

　俺はコホンとひとつ咳せき払ばらいをすると二人に告げる。

「聖剣エクスカリバーの破は壊かい許きよ可かを紫藤イリナとゼノヴィアからもらうんだ」

　俺の告白に匙どころか、小猫ちゃんまで目を丸くして驚おどろいていた。









　Life.3　聖剣破は壊かい計画です！






「嫌いやだぁぁぁぁ！　俺おれは帰るんだぁぁぁぁ！」

　悲鳴をあげて逃にげようとしている匙さじ。それを小こ猫ねこちゃんがつかんで離はなさないでいた。

　俺がエクスカリバー破壊作戦を提てい案あんしたら、小猫ちゃんはしばし考え込こんで「私も協力します。祐ゆう斗と先せん輩ぱいのことですよね？」と察してくれた。さすが小猫ちゃん！

　匙のほうは聞くなり青ざめて逃げようとした。それを小猫ちゃんが捕ほ縛ばくしたと。

「兵ひよう藤どう！　なんで俺なんだよ！　おまえら眷けん属ぞくの問題だろう!?　俺はシトリー眷属だぞ！　関係ねぇ！　関係ねぇぇぇぇぇ！」

　匙は涙なみだを流しながら訴うつたえる。

「そう言ってくれるなよ。俺が知ってる悪あく魔まで協力してくれそうなのはおまえぐらいなもんだったんだもんよ」

「ふざけんなぁぁぁ！　俺がてめえの協力なんてするわけねぇぇぇだろぉぉぉぉ！　殺される！　俺は会長に殺されるぅぅぅ！」

　おおっ、会長への恐きよう怖ふが顔に出ているぜ。よほど怖こわいんだな、会長って。

「おまえんところのリアス先輩は厳きびしいながらもやさしいだろうよ！　でもな！　俺んところの会長はな！　厳しくて厳しいんだぞ！」

　うん、部長は厳しいけどやさしいぞ。そうか、会長は厳しいか。それは良かったな。

　俺はひとつの決意を持って、小猫ちゃん、匙とともにゼノヴィアと紫し藤どうイリナを街中で捜さがしていた。

「なあ、小猫ちゃん。木き場ばが聖剣計画の犠ぎ牲せい者しやで、エクスカリバーに恨うらみを持っているのは知っているよね？」

　俺の問いかけに小猫ちゃんはうなずく。

「イリナとゼノヴィアが俺たちのところへ訪おとずれたとき、彼女たちこう言ったんだ」

『教会は堕だ天てん使しに利用されるぐらいなら、エクスカリバーがすべて消しよう滅めつしてもかまわないと決定した。私たちの役目は最低でもエクスカリバーを堕天使の手から無くすことだ』

「つまり、彼女たちは奪うばわれたエクスカリバーを最悪破壊して回かい収しゆうするってことだろう？」

「……はい、そうですね」

「なら、その奪だつ還かん作業を手伝わせてもらえないかなって思ったんだ。木場を中心にしてね。三本も奪われたんだから、一本ぐらい俺らが奪還、もしくは破壊してもかまわないだろう」

「……祐斗先輩にそこでエクスカリバーに打ち勝ってもらい、想おもいを果たしてほしいというわけですね？」

　そういうことです。俺は笑え顔がおでうなずいた。

　そうすれば、木場も復ふく讐しゆうを果たし、万ばん事じＯＫ。再ふたたび俺たちと笑いながら悪魔稼か業ぎようを継けい続ぞくできるだろう、と俺は思ったわけさ。

「木場はエクスカリバーに勝って、自分と昔の仲間の復讐を果たしたい。ゼノヴィアたちは堕天使たちからエクスカリバーを破壊してでも奪いたい。意見は一いつ致ちしてる。あとは彼女たちが俺ら悪魔の言葉に耳を傾かたむけてくれるかどうかだ」

「……難むずかしそうですね」

「うーん、だよね」

　小猫ちゃんの言うことももっともだ。ハッキリ言って、可か能のう性せいは高くないかもしれない。

　しかも──。

「……部長や他ほかの部員には内ない緒しよ」

　そう、小猫ちゃんの言う通りだ。この話、部長や朱乃さんの耳に入れるわけにはいかない。部長は絶ぜつ対たいに拒きよ否ひするだろう。

『祐斗のためとはいえ、天使側の問題に首を突つっ込こむべきではないわ』──と。

　上級悪魔だもんな、その辺厳しいはずだ。俺がアーシアを奪還にいくときもかなり反対されたもん。

　アーシアにも内緒。俺以上に顔に出ちゃうタイプだし。嘘うそをつき通すのは下へ手ただろう。

「……その話し合いで俺らはケンカを売ることになるかもしれないし、関係が悪化するかもしれない」

　そうなったら、最後。俺は命を賭かけてなんとかしないといけない。

　うおおっ、死ぬかも。

「だから、小猫ちゃんは降おりてもいいよ。匙も危あぶなくなったら逃げろ」

「いま逃げさせろぉぉ！　最悪じゃないか！　エクスカリバー破壊なんて勝手なことをしたら、会長に殺される！　絶対に拷ごう問もんだぁぁぁぁ！」

　まあまあ、泣かずにいまは付き合ってくれ。危なくなったら逃げていいからさ。

「もしかしたら、交こう渉しようが成立するかもしれないだろう？　そうなったら、おまえにも協力してほしいんだよ」

「うわぁぁぁぁ！　勝手な言い分だぁぁぁぁ！　死ぬ！　死んでしまうぅぅぅ！」

　そうだね。でも、他ほかに相談できそうな男の悪魔はいないし。頼たのむぜ、匙。

「私は逃げません。仲間のためです」

　──っ。

　小猫ちゃんにハッキリと、強い眼まな差ざしで言われた。この子、なんだかんだで熱いよね。

　フェニックスとの一戦でも張はりきっていたしな。仲間意い識しきは相当強いと思う。

　と、町中を捜すこと二十分。極ごく秘ひ任にん務む中である白いローブを着た女じよ性せい二人なんて簡かん単たんに見つかるわけ──。

「えー、迷まよえる子羊にお恵めぐみを～」

「どうか、天の父に代わって哀あわれな私たちにお慈じ悲ひをぉぉぉぉ！」

　簡単に見つかった。

　路頭で祈いのりを捧ささげる白ローブの女の子二人。いやー、目立つ目立つ。

　何やら相当困こまっているようだ。通り過すぎる人々も奇き異いな視し線せんを向けていた。

「なんてことだ。これが超ちよう先進国であり経けい済ざい大国日本の現げん実じつか。これだから信しん仰こうの匂においもしない国は嫌いやなんだ」

「毒づかないでゼノヴィア。路銀の尽つきた私たちはこうやって、異い教きよう徒とどもの慈悲なしでは食事も摂とれないのよ？　ああ、パンひとつさえ買えない私たち！」

「ふん。もとはといえば、おまえが詐さ欺ぎまがいのその変な絵画を購こう入にゆうするからだ」

　ゼノヴィアが指差すほうに聖せい人じんらしき者が描えがかれた下手な絵画があった。

　なんだありゃ？　どこぞの展てん示じ会かいもどきの呼よび込こみにだまされて買ったのか？

「何を言うの！　この絵には聖せいなるお方が描かれているのよ！　展示会の関係者もそんなことを言っていたわ！」

「じゃあ、誰だれかわかるのか？　私には誰一人脳のう裏りに浮うかばない」

　確たしかにそれっぽい外国風のお方が貧ひん相そうな服ふく装そうをして、頭の上に輪っかがあるだけだ。背はい景けいでは赤ちゃん天使がラッパを持って宙ちゆうを舞まっているし。

「……たぶん、ペトロ……さま？」

「ふざけるな。聖ペトロがこんなわけないだろう」

「いいえ、こんなのよ！　私にはわかるもん！」

「ああ、どうしてこんなのが私のパートナーなんだ……。主よ、これも試練ですか？」

「ちょっと、頭を抱かかえないでよ。あなたって、沈しずむときはとことん沈むわよね」

「うるさい！　これだからプロテスタントは異教徒だというんだ！　我われ々われカトリックと価か値ち観かんが違ちがう！　聖人をもっと敬うやまえ！」

「何よ！　古ふる臭くさいしきたりに縛しばられてるカトリックのほうがおかしいのよ！」

「なんだと、異教徒め」

「何よ、異教徒！」

　ついには顔をぶつけながらケンカを始めちまったぞ、あの二人……。

　ぐぅぅぅぅぅぅ……。

　しかし、少し離はなれて様子をうかがっている俺たちのもとにも届とどく腹はらの虫。

　腹が鳴るなり、二人は力なくその場にくずおれる。

「……まずはどうにかして腹を満たそう。そうしなければエクスカリバー奪だつ還かんどころではない」

「……そうね。それじゃ、異教徒を脅おどしてお金もらう？　主も異教徒相手なら許ゆるしてくれそうなの」

「寺を襲しゆう撃げきするのか？　それとも賽さい銭せん箱ばことやらを奪うばうか？　どちらも止やめとけ。ここは剣を使って大道芸でもしよう。どの国でも通じるインターナショナルな娯ご楽らくだ」

「それは名案ね！　エクスカリバーで果くだ物ものでも切れば路銀は溜たまるはず！」

「まあ、その果物がないわけだが。仕方ない。その絵を切るか」

「ダメ！　これはダメよ！」

　再ふたたびケンカを始める二人。俺は頭を抱えつつも、なんとか気を取り直して二人のもとへ近づいたのだった。

　本当、部室で啖たん呵かを切っていた子たちとは思えないほどだった。




　　　　─◯●◯─

「うまい！　日本の食事はうまいぞ！」

「うんうん！　これよ！　これが故こ郷きようの味なのよ！」

　ガツガツとファミレスで注文したメニューを腹に収おさめていくゼノヴィアとイリナ。

　いやー、見事な食べっぷりだね。本当にキリスト教本部からの刺し客かくさん？

　あのあと、俺たちを見るなり、ひもじそうな視し線せんを送ってきた。

「しょ、食事に行くんだが、キミたちもどう？」

　と訊きいたら、一発ＯＫだった。

　ファミレスに到とう着ちやくするまで、「私たちは悪あく魔まに魂たましいを売ったのよ」、「これも信仰を遂すい行こうするためだ」などとぶつぶつ言っていたが。

　お金が心配だが、小猫ちゃんも出してくれると言ってくれた。女の子、しかも後こう輩はいにお金を出させるなんて男じゃない！　と言いたかったが、さすがにこの二人の食いっぷりを見ていると協力してお金を出さないとヤバい。

　こ、これも部活のためだ。眷けん属ぞくのためだ。

　おのれ、木場めぇぇぇぇ。俺、おまえのために奔ほん走そうしているんだぜ！　あとで絶ぜつ対たいにあいつの契けい約やくのお得意さまであるお姉さま方を紹しよう介かいしてもらうんだ！

「ふぅー、落ち着いた。キミたち悪魔に救われるとは、世も末だな」

　と、ゼノヴィア。

「おいおい、奢おごってもらってそれか」

　俺は口の端はしを引きつらせながら言った。あまり強く言ってはダメだ。交こう渉しようできん。

「はふぅー、ご馳ち走そうさまでした。ああ、主よ。心やさしき悪魔たちにご慈悲を」

　胸むねで十字を切るイリナ。

『うっ！』

　その瞬しゆん間かん、俺を頭ず痛つうが襲おそい、小猫ちゃんと匙も同様に頭へ手を当てていた。どうやら、目の前で十字を切られて、俺ら悪魔は軽くダメージを受けたようだ。

「あー、ゴメンなさい。つい十字を切ってしまったわ」

　てへっとイリナはかわいらしく笑う。普ふ通つうに見る分には美少女なんだけどね、この二人。

　水を飲み、息をついたゼノヴィアは改めて俺たちに訊く。

「で、私たちに接せつ触しよくした理由は？」

　──っ。

　いきなり切り出されるとはね。まあ、どう考えても偶ぐう然ぜん出会ったって感じで接触したわけじゃなかったからな。

「あんたら、エクスカリバーを奪還するためにこの国に来たんだよな？」

「そうだ。それはこの間説明したはずだよ」

　食事を摂ったばかりか、ゼノヴィアもイリナもいまのところ敵てき意いを出していない。

　こんなファミレスで戦せん闘とう開始しても仕方ないだろうし、いざ戦いになっても俺たちに圧あつ勝しようできる自信があるのだろう。

「エクスカリバーの破は壊かいに協力したい」

　俺の告白に二人は目を丸くさせて驚おどろいている様子だった。互たがいに顔を見合わせてもいた。

　ごくり。

　生なま唾つばを飲み込こみ、二人の決けつ断だんを待つ。うおっ、怖こわい。怖い！　こいつらに拒きよ否ひされたら、大変なことになるだろう。

　下手すりゃ、悪魔、堕だ天てん使し、天使の争いになるし！　考えてみればエクスカリバーって、相当スゴいシロモノなんだよな？　それを俺ら下級悪魔と結けつ託たくして破壊だなんて、彼女たちからすれば侮ぶ辱じよく以外の何ものでもないんじゃなかろうか？

　そんな風に心中で冷や冷やものの俺へゼノヴィアが口を開く。

「そうだな。一本ぐらい任まかせてもいいだろう。破壊できるのであればね。ただし、そちらの正体がバレないようにしてくれ。こちらもそちらと関かかわりを持っているように上にも敵てきにも思われたくはない」

　──ッ。

　意外にもすんなり許きよ可かが下りて、俺おれは口をポカンと開けてしまっていた。

　いいのか？　マジで？　本当に？

「ちょっと、ゼノヴィア。いいの？　相手はイッセーくんとはいえ、悪魔なのよ？」

　異いを唱えるイリナ。まあ、普通の反はん応のうはそうだ。

「イリナ、正直言って私たちだけでは三本回かい収しゆうとコカビエルとの戦闘は辛つらい」

「それはわかるわ。けれど！」

「最低でも私たちは三本のエクスカリバーを破壊して逃にげ帰ってくればいい。私たちのエクスカリバーも奪うばわれるぐらいなら、自らの手で壊こわせばいいだろう。で、奥おくの手を使ったとしても任にん務むを終えて、無事帰れる確かく率りつは三割わりだ」

「それでも高い確率だと私たちは覚かく悟ごを決めてこの国に来たはずよ」

「そうだな、上にも任務遂行して来いと送りだされた。自じ己こ犠ぎ牲せいに等しい」

「それこそ、私たち信徒の本ほん懐かいじゃないの」

「気が変わったのさ。私の信しん仰こうは柔じゆう軟なんでね。いつでもベストなカタチで動きだす」

「あなたね！　前から思っていたけれど、信仰心が微び妙みようにおかしいわ！」

「否ひ定ていはしないよ。だが、任務を遂行して無事帰ることこそが、本当の信仰だと信じる。生きて、これからも主のために戦う。──違ちがう？」

「……違わないわ。でも」

「だからこそ、悪魔の力は借りない。代わりにドラゴンの力を借りる。上もドラゴンの力を借りるなとは言っていない」

　ゼノヴィアの視し線せんが俺に向けられる。

　──ドラゴン。

　俺のことだ。俺の左ひだり腕うでに宿る存そん在ざい──赤せき龍りゆう帝てい。

「まさか、こんな極東の島国で赤龍帝と出会えるとは思わなかった。悪魔になっていたとはいえ、ドラゴンの力は健けん在ざいと見ているよ。伝説の通りなら、その力を最大まで高めれば魔王並になれるんだろう？　魔王並の力ならエクスカリバーも楽々破壊できるだろうし、この出会いも主のお導みちびきと見るべきだね」

　ゼノヴィアは嬉き々きとして語った。

「た、確たしかにドラゴンの力は借りるなとは言ってこなかったけど……。ヘリクツすぎるわよ！　やっぱり、あなたの信仰心は変だわ！」

「変で結けつ構こう。しかし、イリナ。彼はキミの古い馴な染じみだろう？　信じてみようじゃないか。ドラゴンの力を」

　ゼノヴィアの言葉にイリナも黙だまり、承しよう知ちの空気を出していた。

　おおっ、成立？　マジで？

　まあ、魔王クラスの力になるには俺の能のう力りよくをもうしばらく上げていかないと無理くさいけどね。

　ただ、上げに上げた力を木場に譲じよう渡とすれば、エクスカリバーに匹ひつ敵てき、もしくは上回ると思う。この可か能のう性せいは高いと感じるんだ。

「ＯＫ。商談成立だ。俺はドラゴンの力を貸かす。じゃあ、今回の俺のパートナーを呼よんでもいいか？」

　俺はケータイを取りだし、木場へ連れん絡らくを入れたのだった。




「……話はわかったよ」

　木場は嘆たん息そくしながらもコーヒーに口をつけた。

　ファミレスに木場を呼びだした俺たち。

「いま、例のエクスカリバー使いの二人と会っている。木場にも来てほしい」

　と、伝えると文もん句くも言わずにファミレスへ顔を出してくれた。

「正直言うと、エクスカリバー使いに破壊を承しよう認にんされるのは遺い憾かんだけどね」

「ずいぶんな言いようだね。そちらが『はぐれ』だったら、問答無用で斬きり捨すてているところだ」

　睨にらみ合う木場とゼノヴィア。おいおい、共同作戦前なんだから、ケンカは止やめようぜ。

「やはり、『聖せい剣けん計画』のことで恨うらみを持っているのね？　エクスカリバーと──教会に」

　イリナの問いに木場は目を細めながら「当然だよ」と冷たい声こわ音ねで肯こう定ていした。

「でもね、木場くん。あの計画のおかげで聖剣使いの研究は飛ひ躍やく的に伸のびたわ。だからこそ、私やゼノヴィアみたいに聖剣と呼こ応おうできる使い手が誕たん生じようしたの」

「だが、計画失敗と断だんじて被ひ験けん者しやのほぼ全員を始末するのが許されると思っているのか？」

　木場は憎ぞう悪おの眼まな差ざしをイリナに向ける。

　確かに処しよ分ぶんは酷ひどい。あまりに残ざん酷こくだ。神の信徒とやらがやるにしてはあまりに非ひ人じん道どう的だと思う。

　イリナも反応に困こまっている様子だ。そこへゼノヴィアが言う。

「その事じ件けんは、私たちの間でも最大級に嫌けん悪おされたものだ。処分を決定した当時の責せき任にん者しやは信仰に問題があるとされて異い端たんの烙らく印いんを押おされた。いまでは堕だ天てん使し側の住人さ」

「堕天使側に？　その者の名は？」

　興きよう味みを惹ひかれた木場はゼノヴィアに訊く。

「──バルパー・ガリレイ。『皆みな殺ごろしの大司教』と呼ばれた男だ」

　バルパー。そいつが木場の仇きゆう敵てきってわけか。

「……堕天使を追えば、その者にたどり着くのかな」

　木場の瞳ひとみには新たな決意みたいなものが生まれていた。目標がわかっただけでも木場にとってみれば大きな前進か。

「僕ぼくも情じよう報ほうを提てい供きようしたほうがいいようだね。先日、エクスカリバーを持った者に襲しゆう撃げきされた。その際さい、神父を一人殺害していたよ。やられたのはそちらの者だろうね」

『！』

　この場にいる全員が驚おどろいた。当たり前だって！　まさか、木場のほうが先に接せつ触しよくしていたなんて！　いままで黙っていたのはなぜ？　木場に思うところがあったのは確かだと思うが。

「相手はフリード・セルゼン。この名に覚えは？」

　フリード！　クソ神父だ！　俺おれは十分に覚えがあるぜ。先日の一いつ件けんで敵てき対たいした白はく髪はつのイカレ野や郎ろうじゃないか！　まだこの町に潜せん伏ぷくしてんのかよ！

　木場の言葉にゼノヴィアとイリナが同時に目を細める。

「なるほど、奴やつか」

「フリード・セルゼン。元ヴァチカン法ほう王おう庁ちよう直ちよく属ぞくのエクソシスト。十三歳さいでエクソシストとなった天才。悪魔や魔ま獣じゆうを次々と滅めつしていく功こう績せきは大きかったわ」

「だが奴やつはあまりにやりすぎた。同どう胞ほうすらも手にかけたのだからね。フリードには信仰心なんてものは最初から無かった。あったのはバケモノへの敵対意い識しきと殺意。そして、異常なまでの戦せん闘とう執しゆう着ちやく。異い端たんにかけられるのも時間の問題だった」

　あー、やっぱりそちらでも手に余あまってたのね。わかりますよ、その気持ち。

「そうか。フリードは奪うばった聖剣を使って私たちの同胞を手にかけていたか。あのとき、処しよ理り班はんが始末できなかったツケを私たちが払はらうことになるとはね」

　忌いま々いましそうに言うゼノヴィア。フリード、いろんな人に嫌きらわれているな。当然か。

「まあいい。とりあえず、エクスカリバー破は壊かいの共同戦線といこう」

　ゼノヴィアはペンを取りだすと、メモ用紙にペンを走らせ、連れん絡らく先さきをこちらへよこした。

「何かあったらそこへ連絡をくれ」

「サンキュー。じゃあ、俺たちのほうも──」

「イッセーくんのケータイ番号はおばさまからいただいているわ」

　イリナが微ほほ笑えみながら言う。

「マジかよ！　母さん！　勝手なことを！」

　息むす子この番号を勝手に教えるなんて！　たぶん、昔むかし馴な染じみが現あらわれたから、「電話でもしてみれば？」的な感じで教えたに違いない！

「では、そういうことで。食事の礼、いつかするぞ。赤龍帝の兵藤一いつ誠せい」

　そう言うとゼノヴィアは席を立った。

「食事ありがとうね、イッセーくん！　また奢おごってね！　悪あく魔まだけど、イッセーくんの奢りならアリだと主も許ゆるしてくれるはずだわ！　ご飯ならＯＫなのよ！」

　ウインクしながらイリナはお礼を言ってくる。それでいいのか、キミの信仰は。

　二人を見送り、残された俺たちはたまらずに息を大きく吐ついた。

　ふぅぅぅ。

　なんとかうまくいった。無む茶ちやな作戦だと思ったけど、意外にできるもんだな。失敗したら、エクスカリバーで切せつ断だんされていたかもしれないと想そう像ぞうすると背せ筋すじが寒くなる。

　悪魔と神側の争いの火種にもなったかもしれないしな……。我われながら大だい胆たんすぎる作戦でした。

「……イッセーくん。どうして、こんなことを？」

　木場が静かに訊きいてくる。こいつにしてみれば、自分の怨えん恨こんをどうして手助けしてくれるのか不思議なのかな。

「ま、仲間だし。眷けん属ぞくだしさ。それにおまえには助けられたことがあったからな。借りを返すってわけじゃないけど、今回はおまえの力になろうと思ってさ」

「僕が下手に動けば部長に迷めい惑わくがかかるから──。それもあるんだよね？」

「もちろん。あのまま暴ぼう走そうされたら、部長が悲しむ。まあ、俺が今回独どく断だんで決めたことも部長に迷惑かけているんだろうけど、おまえが『はぐれ』になるよりはマシだろう？　結果オーライになっちまったが、教会の関係者と協力態たい勢せい取れたんだしさ」

　まだ納なつ得とくしていない表ひよう情じようの木場。うーむ、難むずかしい奴だ。

　そこへ小猫ちゃんが口を開く。

「……祐斗先せん輩ぱい。私は、先輩がいなくなるのは……寂さびしいです」

　少しだけ寂しげな表ひよう情じようを小猫ちゃんが浮うかべる。普ふ段だん無表情だからか、その変化はこの場にいる男子全員に衝しよう撃げきを与あたえていた。
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「……お手伝いします。……だから、いなくならないで」

　──っ。

　小猫ちゃんの訴うつたえ。やべぇ。木場じゃないのに俺がきゅんときちゃった。ああ、俺、絶ぜつ対たいに眷属裏うら切ぎれないね。後輩の女の子にこんなこと言われたら、反はん逆ぎやくなんてできやしないぜ！

　木場は困こん惑わくしながらも苦笑いする。

「ははは。まいったね。小猫ちゃんにそんなことを言われたら、僕も無茶はできないよ。わかった。今回は皆みんなの好意に甘あまえさせてもらおうかな。イッセーくんのおかげで真の敵もわかったしね。でも、やるからには絶対にエクスカリバーを倒たおす」

　おおっ！　木場もやる気になってくれたか！

　小猫ちゃんも安あん堵どしたのか、小さく微笑んだ。

　やべぇ！　かわいいよ、小猫ちゃん！　ロリコンじゃないのにときめいちゃった！

「よし！　俺おれらエクスカリバー破は壊かい団だん結成だ！　がんばって、奪うばわれたエクスカリバーとフリードのクソ野郎をぶっ飛ばそうぜ！」

　気合の入った俺！　よーし！　この調子でやったる！　俺と木場と小猫ちゃんがいればなんとかなると思う！　いや、なる！　エクスカリバー、フリード、待ってろよ！

　しかし、この場で一人だけ乗り気じゃない者がいる。

「……あの、俺も？」

　手をあげながら、匙が訊いてくる。

「つーか、結けつ構こう俺って蚊か帳やの外なんだけどさ……。結局、何がどうなって木場とエクスカリバーが関係あるんだ？」

　ああ、そういや、こいつは木場とエクスカリバーの関係を知らないのか。

　匙にしてみれば、先ほどの会話も断だん片ぺん的で理り解かいできなかっただろうな。

「……少し、話そうか」

　コーヒーに口をつけたあと、木場は自分の過か去こを語った。

　カトリック教会が秘ひ密みつ裏りに計画した『聖せい剣けん計画』。聖剣に対たい応おうした者を輩はい出しゆつするための実験が、とある施し設せつで執とり行われていた。

　被ひ験けん者しやは剣に関する才さい能のうと神セイクリツド器・ギアを有した少年少女。

　来る日も来る日も辛つらく非ひ人じん道どう的な実験を繰くり返すばかり。

　散々実験を繰り返され、自由を奪うばわれ、人間として扱あつかわれず、木場たちは生を無む視しされた。

　彼らにも夢ゆめがあった。生きていたかった。神に愛されていると信じ込まされ、ひたすら『その日』が来るのを待ち焦こがれた。

　特別な存そん在ざいになれると信じて──。聖剣を使える者になれると信じて──。

　三百六十五日、毎日毎日何度も何度も聖歌を口ずさみながら、過か酷こくな実験に耐たえたその結果が『処しよ分ぶん』だった。

　木場たちは聖剣に対応できなかったんだ。

「……皆、死んだ。殺された。神に、神に仕つかえる者に。誰だれも救ってはくれなかった。『聖剣に適てき応おうできなかった』、たったそれだけの理由で、少年少女たちは生きながら毒ガスを浴びたのさ。彼らは『アーメン』と言いながら僕ぼくらに毒ガスを撒まいた。血ち反へ吐どを吐きながら、床ゆかでもがき苦しみながら、僕たちはそれでも神に救いを求めた」

　木場は語る。俺たちは無言でそれを聞いていた。

　研究施設からなんとか逃にげだせた木場だが、毒ガスはすでに彼の体を蝕むしばんでいた。

　一部の者を除いて、能のう力りよくが平へい均きん値ち以下の被験者は用無しと処分されたのだった。

　逃げおおせた木場は、死ぬ寸すん前ぜんでイタリア視し察さつに来ていた部長と出会った。そして、いまここに至いたる。

「同志たちの無念を晴らしたい。いや、彼らの死を無む駄だにしたくない。僕は彼らの分も生きて、エクスカリバーよりも強いと証しよう明めいしなくてはいけないんだ」

　……凄すさまじい過去だ。

　アーシアも悲しい過去を持っているけど、木場も想そう像ぞうを遥はるかに超こえた過去を過すごしてきたんだな……。

　正直、木場の苦しみを深くまで理解できない。

　ただ、復ふく讐しゆう心しんだけで生きるのはしんどいと思うんだ。部長はその才能を聖剣打だ倒とう以外で生かしてもらいたくて眷けん属ぞく悪あく魔まにしたと言っていた。

「うぅぅぅ……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで木場の過去を聞いていた俺たちだが、すすり泣く声が聞こえてくる。

　──匙だ。

　号ごう泣きゆうしている。ボロボロ涙なみだを流して、大泣きしていた。鼻水まで垂たれ流して……。

　匙は木場の手を取り言う。

「木場！　辛かっただろう！　キツかっただろう！　ちくしょう！　この世に神も仏ほとけもないもんだぜ！　俺はなぁぁぁぁ、いま非ひ常じようにおまえに同どう情じようしている！　ああ、酷い話さ！　その施設の指し導どう者しややエクスカリバーに恨うらみを持つ理由もわかる！　わかるぞ！」

　おおっ、力強くうんうんとうなずき出したぞ。

「俺はイケメンのおまえが正直いけすかなかったが、そういう話なら別だ！　俺も協力するぞ！　ああ、やってやるさ！　会長のしごきをあえて受けよう！　それよりもまずは俺たちでエクスカリバーの撃げき破はだ！　俺もがんばるからさ！　おまえもがんばって生きろよ！　絶対に救ってくれたリアス先せん輩ぱいを裏うら切ぎるな！」

　言っていることはアレだが、こいつも熱いな！　ていうか、いい奴やつだ。うん、悪い奴じゃない。匙を無理やり連れてきてかわいそうかなって思ったけど、結果的に良かった。

「よっし！　いい機会だ！　ちょっと俺の話も聞いてくれ！　共同戦線張はるなら俺のことも知ってくれよ！」

　匙は気き恥はずかしそうにしながらもランランと瞳ひとみを輝かがやかせて言った。

「俺の目標は──ソーナ会長とデキちゃった結けつ婚こんすることだ！　でもな、デキちゃった結婚ってモテない奴にとってみたらハードル高いんだぜ？　デキちゃう相手がそもそもいないわけでさ……。でも、俺、いつか会長とデキちゃった結婚するんだ……」

　──っ。

　匙の告白を聞き、俺は心の奥おく底そこから込こみ上げてくるものがあった。そして俺の双そう眸ぼうから、ぶわっと大量の涙が流れだした。

　当然だ。当然だ！　バカ野や郎ろう！

　こいつは！　匙は！　俺と同じだったんだ！　同類だったんだ！　同種だったんだ！

　──同志だったんだ。

　感動で、つい嗚お咽えつを漏もらしそうになったが、俺は口元に手をやり必死に押おさえ込んだ。

　俺は無言で匙の手を取り、力強く言った。

「匙！　聞け！　俺の目標は部長の乳ちちを揉もみ──そして吸すうことだ！」

「…………ッ」

　ぶわっ。

　一拍ぱくあけ、匙の目からも大量の涙が流れだす。

「兵藤ッッ！　おまえ、わかっているのか？　上級悪魔──しかもご主人さまのお乳に触ふれることが、どれほど大きな目標かということを」

「匙、触さわれるんだよ。上級悪魔のおっぱいに、ご主人さまのおっぱいに俺らは触ふれられるんだよッッ！　実じつ際さい、俺はこの手で部長の胸むねを揉んだことがある」

　わなわなと手を震ふるわせながら俺は言う。匙は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで俺の手を見つめていた。

「バカなっ!?　そんなことが可か能のうなのか!?　嘘うそじゃないよな!?」

「嘘じゃない。ご主人さまのおっぱいは遠い。けど、追いつけないほどの距きよ離りじゃない」

「吸う!?　……か、会長の乳をす、吸える……。ち、乳ち首くびだよな？　吸う場所は乳首なんだよな？」

「バカ野郎！　おっぱいで吸えるところといったら、乳首以外にあるものかよ！　そうだよ！　乳首に吸い付くんだ！」

「──ッッ！」

　俺の力強い言葉に、匙は無言の男泣きをしていた。

「匙！　俺たちは一人ではダメな『兵ポ士ーン』かもしれない。だが、二人なら違ちがう。二人なら飛べる！　二人なら戦える！　二人ならやれる！　二人ならいつかデキちゃった結婚もできるかもしれない！　ご主人さまとエッチしようぜ！」

「うん。うん！」

　そう、ご主人さまのおっぱいに惚ほれた男二人なら、やれないことなんてないんだ！

　匙と手を取り合い、うなずきあった。

　同志。戦友。言葉で並べてみてもこの関係を明めい確かくに表せるものはないだろう。

　俺と匙はそのとき、魂たましいで何かを通じ合い、感じ合い、繋つながり合った。

「……あはは」

「……やっぱり最低です」

　号泣し合う俺たちの横で木場と小猫ちゃんは嘆たん息そくしていた。見れば店内のいろんな人が奇き異いな視し線せんで俺たちを見ている。気にしない気にしない。

　こうして、『エクスカリバー破は壊かい団だん』が結成されたのだった。
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　数日後。

　俺は教室の自分の席で深いため息を吐ついていた。

　連日、俺、木場、小猫ちゃん、匙の四人で夕方にエクスカリバーを捜そう索さくしている。相手は堕だ天てん使しの配下であのイカレ神父のフリードだ。

　教会の追っ手である神父を狩かっていたようなので、神父の格かつ好こうをして夕方町中を皆みんなで歩き回っているのだが、なかなか出会えない。まあ、二度と会いたくないのが本音だけど。

　いちおう、あのあとゼノヴィアたちから貰もらった魔の力を抑おさえる神父の服を着て捜索しているのだが、遭そう遇ぐうはできていない。

　どこにいるんだか、あのクソ神父。さっさと出会って木場にエクスカリバーを叩たたき折ってもらいたいんだが……。

　このままじゃ部長たちにバレて大変なことになる。すでに勘かん付づかれつつあるというのに……。

　すみません、部長。勝手をしていて。あとでいっぱい謝あやまります。いっぱい働きます。

　だから、今回だけは見み逃のがしてください。と、そんな強い謝しや罪ざいを心の中でしていたら、

「最近、難むずかしい顔をしてばかりだな、イッセー」

　元もと浜はまがメガネをくいっと上げながら話しかけてきた。

「え？　ああ、まあな。俺だってたまにはいろいろと思うことがある」

「アレか？　リアス先せん輩ぱいのおっぱいと姫ひめ島じま先輩のおっぱい、どっちを揉むべきかとか？」

「それは毎日思い悩なやんでるよ、松まつ田だ。ちなみに張りは部長の勝ちだ。タプタプ感も部長だな。ただ、柔やわらかさは若じやつ干かん朱あけ乃のさんのほうが上だろうか……。いや、肉づきは部長のほうが断だん然ぜん上なんだが、朱乃さんは先せん端たんのバランスと輪の大きさが、こう大や和まと撫なでし子こ！　みたいに絶ぜつ妙みようでさ。単たん純じゆんに手で揉むなら、部長のほうがボリュームを楽しめるだろう。だが、朱乃さんもデカくてな」

「つーか、そんなことしてたら、いつか先輩たちの信者に殺されるぞ？　学園にたくさんいるんだからな」

「元浜……。──おっぱいは命よりも重い」

「──っ。深いな。イッセー、心に響ひびくぞ」

　むにゅぅ。

　俺のほっぺたを引っ張る者がいる。──アーシアちゃんです。

　涙なみだ目めで頬ほおを膨ふくらませて、チョーご機き嫌げんナナメのご様子だ。

「あーひあ、なんひゃよ？」

「…………」

　アーシアはただただ無言で俺のほっぺを引っ張る。力を入れないところがアーシアらしいけど、いまの会話全部聞こえていたんだね……。

「ちっくしょう！　イッセーのエロ大王め！　オカルト研究部を蹂じゆう躙りんしやがって！　そのくせアーシアちゃんからもそんなことを！　うおおおおおっ！」

　松田が頭を抱かかえながら、慟どう哭こくしていた。

「……知ってんだぞ、イッセー。おまえ、部活帰り、リアス先輩とアーシアちゃんと腕うでを組みながら帰っているらしいな？　両手に花で下校か？　おまえだけ異世界に飛ばされて、最初のほうで出てくるスライムに溶とかされてしまえばいいんだ」

　いやいや、元浜くん。あれはあれで大変なんだよ。なぜかアーシアと部長が張り合ってんだぜ？　間に挟はさまれた俺は空気が微び妙みようなんだ……。なんといっても酸さん素そが薄うすい！

　そのたび、「俺はハーレム王になれないのでは？」って、嫌なイメージを持ってしまう。

　女の子を一人も手玉に取れない俺はダメダメさ……。

「ところでイッセー、例のボウリングとカラオケをする会合どうするんだ？」

　気を取り直した元浜が言ってくる。

　そう、俺たち三人とアーシア、クラス女子の桐きり生ゆう、さらに木場と小猫ちゃんも誘さそって、休みの日に半日遊び倒たおす計画を立てていた。

　アーシアと桐生は来る。小猫ちゃんも意外に乗り気だった。絶ぜつ対たいに断ことわられると思ったんだけどね……。

　問題は木場──。話は済すんでいたんだけど、いまの状じよう況きようじゃ……。

「アーシアと桐生も来るし、小猫ちゃんも来るよ」

「うおおおおお！　アーシアちゃんと塔とう城じよう小猫ちゃん！　これだけでもテンション上がるぜ！」

　叫さけぶ松田。おおっ、涙まで流して……。よほど、女子との会話に餓うえていたんだな。

　ゴメン、松田。俺、どんどんおまえを突つき放はなして爆ばく走そうしているよ。だって、毎日美少女と生活してんだもんな。でも、それはそれで辛いところもあるんだぞ。

　スパン！

　松田の頭を叩く者がいた。メガネ女子の桐生だ。

「悪かったわね、私も行くことになって」

　不機嫌そうに眉まゆを吊つり上げていた。

「ふっ。おまえはアーシアちゃんのオプションさ。メガネ属ぞく性せいは元浜で間に合ってはいるが、まあいい」

「何よ、松田、その態たい度どは？　そこの変態メガネと一いつ緒しよにしないで。属性が穢けがれる」

「こいつめ！　元浜のメガネは女子の体のサイズを数すう値ち化かできる特とく殊しゆなものなんだぞ!?　おまえとは違ちがう！」

　しかし、桐生は松田の言動を聞き、不ふ敵てきに笑う。

「──まさか、その能のう力りよくが元浜のものだけとでも？」

『ッッ!?』

　俺たち全員に緊きん張ちようが走る！　桐生の視し線せんが俺たちの股こ間かんに！

「なるほど、なるほど」

　俺は危き機き感を覚えて、股間を両手で隠かくした！　見れば松田と元浜も同様の行動をしていた！　その行動を目にして、桐生のメガネがキラリと光る。

「ふふふ、私のメガネは男子のアレを数値化できるのさ。極小サイズから、ごん太ぶとまで」

　な、なんて恐おそろしい能力だ！　こ、こいつは、桐生はクラス男子のアレのサイズを全員分把は握あくしているというのか!?

　恐れおののく俺だが、桐生は俺の肩かたに手を置き、不気味な笑えみを見せる。

「だいじょうぶよ。アンタはそこそこあるほうだから。大きすぎると女じよ性せいが困こまるけど、それなりにないとねぇ。うん、グレモリー先輩もアーシアも満足できるわ、きっと」

　うおおおおーい！　セクハラだよ！　女の子にセクハラ受けてるよ俺！

「よかったわね、アーシア」

「？」

　桐生の言葉にアーシアは疑ぎ問もん符ふを浮うかべていた。うん、アーシアにそういうの教えなくていいから！

「もう、しょうがない子だわ。えーと、兵藤一誠のアレが……」

　桐生がアーシアに耳打ちして真相を語ろうとしている！

「コ、コラ、アーシアに変なこと吹ふき込こむな！」

　俺はアーシアを引き寄よせガードする。まったく油ゆ断だんも隙すきもあったもんじゃないぜ。

　い、いや、アーシアに俺のアレをすでに見られてはいるんだけどね……。

「まあいいわ。とりあえず、木場くん以外は来るのね？」

　桐生はこれ以上無理だと判はん断だんすると、ガラリと態度を戻もどす。

「いや、なんとかして木場も来させるよ。一度は来るって言ったんだからさ」

　そうだ。なんとかして、あいつも連れて行く。最高のカタチで遊んでやるのさ！
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　その日の放課後。

　俺たちは表の部活動を終えると、公園に集まり神父やシスターの格かつ好こうをしだした。十じゆう字じ架かは作り物だ。本物だと俺たち悪あく魔まはダメージ受けるしね。

　この格好で町中を歩く。できるだけ人気のない場所を中心に。

　今日こそ足をつかみたい。

　──と、励はげんでみたものの、時間は残ざん酷こくにも過すぎていき、もう夕方だ。

　もうそろそろ家に帰らないと、危あぶない。部長たちに内ない緒しよの行動だし、生徒会の者たちにバレてもマズい。

「ふぅ。今日も収しゆう穫かくなしか」

　気落ちするように匙が言う。実は一番気合の入っていた匙。いやー、彼は本当にいい奴やつだよ。出会いは最悪だったけど、なんだかんだで友達になれそう。俺並なみにスケベだしな。

　言うなれば匙はシトリー眷けん属ぞく版ばんの俺か？

　そんなことを思っていた俺だが、先頭を歩いていた木場が歩みを止めた。

「……祐斗先せん輩ぱい」

　小猫ちゃんも何かを感じたようだ。

　ぞくっ。

　瞬しゆん間かん、俺の全身を寒気が襲おそった。これは──殺気？　近くから俺たちに向けて飛ばされている？

「上だ！」

　匙の叫さけび。全員が上空を見上げたとき、長剣をかまえた白はく髪はつ少年神父が降ふってきた！

「神父の一団にご加か護ごあれってね！」

　ギィィィン！

　木場が素す早ばやく魔剣を取り出して、少年神父──フリードの一いち撃げきを防ふせいだ。

「フリード！」

「！　その声はイッセーくんかい？　へぇぇぇぇ、これはまた珍ちん妙みような再さい会かい劇げきでござんすね！　どうだい？　ドラゴンパゥワーは増ぞう大だいしてるのかい？　そろそろ殺していい？」

　相変わらずイカレた調子だぜ、この野や郎ろうは！

　あいつの持っているのが聖せい剣けんエクスカリバーか。確たしかにイリナやゼノヴィアが持っていたものと同どう質しつの危なさを感じる。

　俺たちは神父の服を脱ぬぎ捨すて、普ふ段だんの格好である制せい服ふくの姿すがたへ。小猫ちゃんもシスターの衣い装しようを無む造ぞう作さに脱ぬいでいた。小さいシスターってのもかわいくて良かったんだけどね。

「ブーステッド・ギア！」

『Boost!ブースト』

　俺の力が膨ふくれる。今回、俺の仕事はサポートだ。倍ばい増ぞうした力を木場に譲じよう渡とする。

　できるだけ木場にがんばってもらいたいけど、ピンチになったら話は別だ。

「伸のびろ、ラインよ！」

　ビューッ！

　匙の手元から黒く細い触しよく手しゆらしきものがフリード目め掛がけて飛んでいく。手の甲こうにはかわいらしくデフォルメ化されたトカゲの顔らしきものが装そう着ちやくされ、その口から伸びていた。

　あの触手はトカゲのベロか！

「うぜぇっス！」

　それを聖剣で薙なぎ払はらおうとするが、トカゲの舌したは軌き道どうを変えて下へ落ちていく。

　ピタッとフリードの右足に張はり付き、そのままグルグルと巻まきついた。

　フリードが剣で舌を斬きり払おうとするが、実体がないかのようにすり抜けていた。

「そいつはちょっとやそっとじゃ斬れないぜ。木場！　これでそいつは逃にげられねぇ！　存ぞん分ぶんにやっちまえ！」

　やるじゃねぇか、匙！　なるほど、先に足を止めるんだな！　フリードは足が速いからな。逃とう亡ぼうできないようにするのは名案だ。冴さえてるな、匙って！

「ありがたい！」

　木場が一気に詰つめていく！　二刀の魔ま剣けんでフリードを攻せめ立てていった。

「チッ！　『光ホーリー喰・イレ剣イザー』だけじゃないってか！　複ふく数すうの魔剣所持、もしかして『魔ソー剣ド・創バ造ース』でございますか？　わーお、レア神セイクリツド器・ギア持っているとはなかなか罪つみなお方ですこと！」

　フリードの野郎は口調とは裏うら腹はらに随ずい分ぶん楽しそうだ。イカレた戦せん闘とう好きも変わらずか！

「だが、俺さまの持っているエクスカリバーちゃんはそんじょそこらの魔剣くんでは──」

　ガギィィン！

　破は砕さい音を立てて、木場の魔剣が二刀とも砕くだけ散ちる！

「相手になりはしませんぜ」

「くっ！」

　再ふたたび魔剣を創つくりだす木場だが、どうにもエクスカリバーの力は強力なようだ。一ひと振ふりで魔剣を砕かれてたら世話ないぜ！

「木場！　譲渡するか？」

「まだやれるよ！」

　木場は俺のサポートを拒きよ否ひする。てか、かなりいらついているみたいだな。

　そりゃそうか。木場はゼノヴィア──エクスカリバーに一度負けている。二度負けるなんてこと、あいつのプライドが許さないのかもしれない。

「ハハハ！　随分とエクスカリバーを見る顔が怖こわいねぇ。もしかして、憎ぞう悪おとか持ってるの？　何があったか知らないけどさ！　こいつで斬られると悪あく魔まくんは消しよう滅めつ確かく定ていですぜぇ？　死んじゃうよ！　死んじゃうぜ！　死んじゃえよッ！」

　飛び出してくるフリード！　木場が幅はばの広い魔剣を創りだして受け止めようとするが──。

　ガギィンッ！

　青白い聖なるオーラをまとった聖剣の一撃は木場の剣を易やす々やすと砕いてしまう！

　間かん髪はつ入いれずフリードの二振りめが襲おそい掛かる！

　マズい！　木場がやられる！　と思ったとき、俺を浮ふ遊ゆう感が襲う。

　……あれ？　俺、持ち上げられている？　下を恐おそる恐おそる見てみると、小猫ちゃんだ。

　小猫ちゃんが俺を持ち上げているぅぅぅ!?

「……イッセー先輩。祐斗先輩を頼たのみます」

　ブゥゥゥゥン！

　豪ごう快かいに投げられる俺！　怪かい力りき少女に宙ちゆうへ投げだされたッ！　うわっ！　小猫ちゃん、俺は便利アイテムじゃないんだよぉぉぉッ！　投げちゃダメだ！

「うおおおおおおっ！　小猫ちゃぁぁぁぁん！」

　悲鳴をあげながらも俺は木場に近づいてく。クソ！　破やぶれかぶれだ！

「木場ぁぁぁぁぁ！　譲渡すっからなぁぁぁ！」

「うわっ！　イッセーくん!?」

　木場に飛びついた瞬しゆん間かん、神セイクリツド器・ギアを発動させる。

『Transfer!!トランスフアー』

　音声が発せられ、木場の体へドラゴンの力が流れていく！

　木場の全身からオーラが迸ほとばしる。かなりの魔力があいつを覆おおった。

「……もらった以上は使うしかない！　『魔ソー剣ド・創バ造ース』ッッ！」

　ザンッ！

　周囲一帯に刃やいばが咲さき乱みだれる！　路面から電柱から壁かべから、あらゆるところから様々なカタチの魔ま刃じんが出しゆつ現げんした。

「チィィィ！」

　フリードが舌した打うちしながら、自身に向かって伸びる魔剣を横なぎに破は壊かいしていく。

　タッ！

　一いつ瞬しゆんの隙すきを見つけ、木場が魔剣を持って消えた。魔剣を足場にして、神速で縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る！　うおっ！　俺の動体視し力りよくじゃ何かがスッスッと動いているようにしか捉とらえられない！　さすがスピード命の『騎ナ士イト』だ！

　フリードは目で追っている！　なんつー動体視力だ！　あれを捉えているのかよ！

　ヒュッ！

　風を切る音とともに生えていた魔剣がフリード目掛けて飛んでいく！　木場が魔剣から魔剣へ移い動どうするときに一本抜ぬいて放はなったんだ！　いや、一本だけじゃなく、無数の魔剣が四方八方からフリードへ飛んでいく！

「うっは！　これはおもしろサーカス芸だね！　この腐くされ悪魔がぁぁぁ！」

　キン！　キィン！　キィィィン！

　狂きよう喜きに彩いろどられた表ひよう情じようでフリードは飛んでくる魔剣を一本一本打ち落としていった！

「俺さまのエクスカリバーは『天エクス閃カリバのー・ラピ聖ツド剣リイ』！　速度だけなら、負けないんだよッッ！」

　フリードの持つ聖せい剣けんの切っ先がブレだし、ついには消え去った！　それだけの速度で聖剣が動いているってことか！

　周囲の魔剣をすべて破壊し尽つくしたフリードは最後に木場へ向かって斬きりかかる！

　バキィィィン！

「ダメか！」

　木場が両手に持っていた魔剣は再び粉々に散っていった！

「死・ね！」

　フリードの凶きよう刃じんが木場へ降ふり注そそごうとしたとき──。

　グンッ。

　フリードの体が引っ張られて、体たい勢せいを崩くずした。

「やらせるかよ！」

　匙だ！　トカゲが舌したを引っ張って、フリードのかまえを解といたんだ！　同時にトカゲの舌が淡あわい光を放ち始める。それはフリードから、匙のほうへ流れていくようだった。

「……これは！　クッソ！　俺っちの力を吸きゆう収しゆうするのかよ！」

　吸収!?　匙の手から伸のびる舌は特別な力でもあるのか？

「へっ！　どうだ！　これが俺の神セイクリツド器・ギア！　『黒アブいソーブ龍シヨン・脈ライン』だ！　こいつに繋つながれた以上、おまえさんの力は俺の神セイクリツド器・ギアに吸収され続ける！　そう、ぶっ倒たおれるまでな！」

　神セイクリツド器・ギア！　そうか、匙も神セイクリツド器・ギアの所有者なのか！

　確たしかに厄やつ介かい極きわまりない神セイクリツド器・ギアだ！　あれに接せつ続ぞくされると力を吸すわれ続けるのか！　しかも聖剣でも切れない！　匙とはあまりケンカしたくないな……。

「……ドラゴン系けい神セイクリツド器・ギアか！　一番厄介な系けい統とうだねぇ。初期状じよう態たいは大したことなくても、成長したときの爆ばく発はつ力りよくが他系統の神セイクリツド器・ギアと違って段だん違ちがいに凶きよう悪あくだから怖い怖い。まったく、忌いま々いましいことこの上ないってね！」

　フリードがエクスカリバーで取とり払はらおうとしても、匙の神セイクリツド器・ギアは無む傷きず。実体剣とかじゃダメージを与あたえられないタイプ？　しかもドラゴン系って、あのトカゲってドラゴンなのかよ！

　なんだかわからんがナイスな神セイクリツド器・ギアだ！

「木場！　文もん句く言ってられない！　とりあえず、そいつを倒せ！　エクスカリバー問題はその次でいいだろう！　こいつ、マジで危あぶねぇ！　こうして敵対しているだけで危ない気をビシビシ感じるしよ！　このまま放置してたんじゃ、俺や会長にまで害がありそうだ！　俺の神セイクリツド器・ギアで力を吸収して弱らせるから、一気に叩け！」

　匙が作戦を提てい案あんする。いい案だ。正直、それがベストだと思う。

　こいつの危き険けん性せいは本物だ。この場で始末したほうがいいに決まっている。

　だが、木場は複ふく雑ざつな表情を浮うかべていた。理由はわかる。自分の力で勝てなかったのが悔くやしかったのだろう。けど、ここでフリードをやっておいて損そんなしなのは木場だって理り解かいしているはずだ。

　決心を決めたのか、魔剣を創つくりだす木場。

「……不本意だけど、ここでキミを始末するのには同意する。奪うばわれたエクスカリバーはあと二本ある。そちらの使い手に期待させてもらうよ」

「ハッ！　他の使い手さんより俺さまのほうが強いんだぜ？　つまりだ！　俺を四人がかりで倒した瞬間、満足な相手はいなくなるってことでございますよ！　いいんかい？　俺を殺したら満足できる聖剣バトルはなくなるぜ？」

　不敵な笑えみでそんなことを言うフリード。木場もそれを聞き、目元を引きつらせていた。

　ぬぅぅぅ。面めん倒どうくさい相手だ！　フリードの野や郎ろうめ！

「ほう、『魔ソー剣ド・創バ造ース』か？　使い手の技ぎ量りようしだいでは無類の力を発はつ揮きする神セイクリツド器・ギアだ」

　そのとき、この場に第三者の声が届とどく。そちらへ視し線せんを送れば、神父の格かつ好こうをした初老の男が立っていた。

「……バルパーのじいさんか」

　フリードの言葉に全員が度ど肝ぎもを抜ぬかした。バルパー!?　バルパーってゼノヴィアたちが言っていた、「聖せい剣けん計画」で木場たちを処しよ分ぶんしたっていう……。

　エクスカリバーの一いつ件けんといい、なんつー偶ぐう然ぜんだ！

「……バルパー・ガリレイッ！」

　憎にく々にくしげに木場は初老の男を睨にらむ。

「いかにも」

　男──バルパーは堂々と肯こう定ていした。こいつが木場の仇かたきか。

「フリード。何をしている」

「じいさん！　このわけのわからねぇトカゲくんのベロが邪じや魔まで逃にげられねぇんスよ！」

「ふん。聖剣の使い方がまだ十分ではないか。おまえに渡わたした『因いん子し』をもっと有ゆう効こう活用してくれたまえ。そのために私は研究していたのだからね。体に流れる聖なる因子をできるだけ聖剣の刀身に込こめろ。そうすれば自おのずと斬れ味は増ます」

「へいへい！」

　フリードの持つ聖剣の刀身にオーラが集まりだし、輝かがやきを放ち始める！

「こうか！　そらよ！」

　ブシュッ！

　匙の神セイクリツド器・ギアが難なんなく切せつ断だんされ、フリードを捕とらえる術すべが取り払われた！　ヤバい！　逃げられる！

「逃げさせてもらうぜ！　次に会うときこそ、最高のバトルだ！」

　捨すて台ぜ詞りふを吐はくフリードだが──。

「逃がさん！」

　俺の横を凄すさまじいスピードで通り過すぎていくものがあった。

　ギィィィン！

　フリードの聖せい剣けんと火花を散らす切り込み！

　──ゼノヴィアだ！

「やっほ。イッセーくん」

「イリナ！」

　いつの間にかイリナも駆かけつけていた。おおっ、ここに来て共同戦線の助すけっ人とだ！

「フリード・セルゼン、バルパー・ガリレイ。反はん逆ぎやくの徒とめ。神の名のもと、断だん罪ざいしてくれる！」

「ハッ！　俺の前で憎にくったらしい神の名を出すんじゃねぇや！　このビッチが！」

　斬ざん戟げきを繰くり広げるゼノヴィアとフリードだが、奴やつが懐ふところに手を突つっ込こみ、光の球を取りだした。あれは！　逃とう亡ぼう用のアイテムだ！

「バルパーのじいさん！　撤てつ退たいだ！　コカビエルの旦だん那なに報ほう告こくしにいくぜ！」

「致いたし方あるまい」

「あばよ、教会と悪あく魔まの連合どもが！」

　フリードが球体を路面に投げ放つと──。

　カッ！

　眩まぶしい！　目を覆おおう眩まばゆい閃せん光こうが辺りを包つつみ込み、俺たちの視し力りよくを奪うばう。

　視力が戻もどったときには、フリードもバルパーも消えていた。クソ！　ここまで来て逃がしたのか！

「追うぞ、イリナ」

「うん！」

　ゼノヴィアとイリナがうなずきあって、その場を駆かけだす。

「僕も追わせてもらおう！　逃がすか、バルパー・ガリレイ！」

　木場も二人のあとを追って、この場を駆けだした。

「お、おい！　木場！　ったく！　何なんだよ！」

　毒づく俺。どいつもこいつも勝手だぜ！

　取り残された俺と小猫ちゃん、匙は戦せん闘とう態たい勢せいを解とき、息を整えていた。そのとき、背はい後ごに人の気配を感じる。

「力の流れが不ふ規き則そくになっていると思ったら……」

「これは、困こまったものね」

　聞き覚えのある声に俺が振り返ると──。

「イッセー、どういうこと？　説明してもらうわよ」

　険けわしい表ひよう情じようの部長と、会長さまの姿すがたがそこにあった。

　俺は一気に青ざめた。




　　　　─◯●◯─

「……エクスカリバー破は壊かいってあなたたちね」

　額ひたいに手を当て、極きわめて機き嫌げんのよろしくない表情の部長。

　あのあと、俺と小猫ちゃん、匙の三人は近くの公園に連れていかれ、噴ふん水すいの前で正せい座ざさせられていた。

「サジ。あなたはこんなにも勝手なことをしていたのですね？　本当に困った子です」

「あぅぅ……。す、すみません、会長……」

　会長のほうも冷たい表情で匙に詰つめ寄よっていた。匙の顔色は危き険けんなほど青い。よほど怖こわいんだろう。

「祐斗はそのバルパーを追っていったのね？」

「はい。ゼノヴィアとイリナも一いつ緒しよだと思います。……な、何かあったら連れん絡らくをよこしてくれるとは思うのですが……」

「復ふく讐しゆうの権ごん化げと化した祐斗が悠ゆう長ちように電話をよこすかしら」

　ごもっともです、部長。部長の視し線せんが小猫ちゃんに移うつる。

「小猫」

「……はい」

「どうして、こんなことを？」

「……祐斗先せん輩ぱいがいなくなるのは嫌です……」

　小猫ちゃんは自分の思いを正直に口にした。部長もそれを聞き、怒いかりというよりも困こん惑わくするような顔に転じていた。

「……過すぎたことをあれこれ言うのもね。ただ、あなたたちがやったことは大きく見れば悪魔の世界に影えい響きようを与あたえるかもしれなかったのよ？　それはわかるわね？」

「はい」

「……はい」

　俺と小猫ちゃんは同時にうなずいた。むろん、それは承しよう知ちだ。いや、正直、スケールなんてものはわからなかった。ただ漠ばく然ぜんと危あぶないと思っただけで動いていたからだ。

　部長の言う規き模ぼと俺の想そう像ぞうする規模は隔へだたりがあると思う。俺のほうが遥はるかに浅はかだ。

「すみません、部長」

「……ゴメンなさい、部長」

　俺と小猫ちゃんは深々と頭を下げた。これで許ゆるしてもらえるなんて思えないけど、頭を下げずにはいられなかった。本当に申し訳わけございませんでした、部長。

　ベシッ！　ベシッ！

　叩たたかれる音のほうへ顔を向けてみれば、匙が会長に尻しりを叩かれていた！

　おおっ、なんという姿だ、匙よ！

「あなたには反省が必要ですね」

「うわぁぁぁぁん！　ゴメンなさいゴメンなさい！　会長、許してくださぁぁぁい！」

「ダメです。お尻を千叩きです」

　ベシッ！　ベシッ！

　会長の手には魔ま力りよくがこもっている。あの手で尻叩きか！　かなり痛いたそうだ！　うわぁ、高校生にもなってあれは辛つらいなぁ。

「コラ、イッセー。余よ所そ見みしない」

「は、はい！」

「使い魔を祐斗探たん索さくに出させたから、発見しだい、部員全員で迎むかえに行きましょう。それからのことはそのときに決めるわ。いいわね？」

『はい』

　部長の言葉に俺と小猫ちゃんは返事をした。

　ぎゅっ。

　部長が俺と小猫ちゃんを引き寄よせ、抱だきしめた。部長の温ぬくもりが伝わってくる。

「……バカな子たちね。本当に、心配ばかりかけて……」

　やさしい声こわ音ねで部長は俺と小猫ちゃんの頭をなでてくれる。

　……部長。すみません。こんな俺たちのこと……。ああ、部長のやさしさが身に沁しみる。

　俺、部長の下げ僕ぼくでよかった。こんなにやさしい主あるじを得たんだもん。

「うわぁぁぁぁん！　会長ぉぉぉ！　あっちはいい感じで終わってますけどぉぉぉ！」

「よそはよそ。うちはうちです」

　ベシッ！　ベシッ！

　匙の尻叩きはいまだ終わりを見せなかった。こりゃデキちゃった結けつ婚こんは遠いな。

「さて、イッセー。お尻を出しなさい」

　……へ？　ぶ、部長、俺のことをお許しになってくれたんじゃ……。

　ニッコリ微ほほ笑えむ部長の右手が紅あかいオーラに包まれた。

「下僕の躾しつけは主の仕事。あなたもお尻叩き千回よ♪」

　その日、俺の尻は死んだ。




　　　　─◯●◯─

　俺と部長が家に帰る頃ころには、夕日も落ちて夜になりかけていた。小猫ちゃんとは途と中ちゆうで別れた。

　別れ際ぎわまで部長に謝あやまっていたな。けど、後こう悔かいはしていないと思う。俺もだ。

　それと木場……あいつらを追っていったけどだいじょうぶだよな？

　……いや、それより何よりケツが痛い。部長の愛のムチは痛いほど尻に響ひびいた。

「ただいまー」

「ただいま帰りました」

　俺と部長が玄げん関かんで靴くつを脱ぬいで上へあがろうとしたとき、台所のほうから母さんが顔を覗のぞかせて、こちらに来いと手て招まねきする。何やらいやらしい顔つきだぜ、母さん。

　俺と部長は顔を見合わせ、首を傾かしげるが、とりあえず台所のほうへ向かった。

「ほら、アーシアちゃん」

「はぅ！」

　母さんに押おされたのか、アーシアが飛びだしてくる。

　エプロン姿すがたのアーシア──。と、思ったが、ちょっと違ちがう。肌はだの露ろ出しゆつが必要以上に多いような……。い、いや、これはッッ！

　は、裸はだかエプロンッ!?

　アーシアァァァァァァァッッ！　な、なんて素す晴ばらしい──否いな、いやらしい格かつ好こうをッ！

「……ク、クラスのお友達に聞いたんです……。日本のキッチンに立つときには、は、裸にエプロンだって……。は、恥はずかしいですけど……、に、日本の文化にとけ込まないとダメですから……」

　顔を真っ赤にして、もじもじしながらアーシアはつぶやく。

　ぶっ。

　鼻血が流れてきた。……アーシアが俺を殺しにかかっている！

　ただでさえ、部長に感化されてエロい方向に流れつつある天然娘むすめなんだぞ？　いったい誰だれがそんなピンク文化を教えたんだ？

「アーシア……、誰から聞いた？」

「はい、クラスのお友達で桐生さんから。……もちろん、下に下着は着けてません。スースーします……あぅぅ」

　下着着けてない──。

　訊きいていないことまで話してくれるアーシアちゃん。天然エロ娘への階かい段だんを確かく実じつに上っている！

　白いエプロンだから、確たしかにマジマジと見ると大事なところが透すけているような……。

　ダメだダメだ！　アーシアをそんなエッチな視し線せんで見ちゃいけない！

「つ、つーか、そうか、あいつか！　あのエロメガネ女！」

　桐生め！　あいつがアーシアにいかがわしいことを植えつけている元げん凶きようか！

　……よくやったと感じる気持ちがあるのが我われながら情なさけないが、一度注意したほうがいいな。

　クソ！　桐生め！　趣しゆ向こうを凝こらした「匠たくみ」の業わざが光る！　いい仕事しやがるぜ！

「うふふ、かわいいでしょう？　母さん、大賛成よ、こういうの。ああ、若わかい頃を思い出すわぁ……」

　母さんッッ！　なんてことを！　てか、父さんとそういうことしてたんですか!?

　ああ、やっぱりあんたは俺の親だよ！　エロいよ！

　でも親のそういう話は聞きたくなかった！

「……なるほど、その手があったわね」

　隣となりで悔くやしそうにつぶやく部長。ぶ、部長さま……？　な、何をお考えに？

「アーシア、あなた魔ま性しようの女悪魔になれるわ。エッチな子ね」

「えー！　私、エッチな悪魔になりたくないです！」

　苦く笑しようする部長と、困こん惑わく顔がおで涙なみだ目めのアーシア。

　この空間で、な、何が起こっているんだ……？

「少し待っていなさい。私もそれをやってみるわ。アーシア、私から先手を取るなんてやるようになったわね」

　部長が踵きびすを返し、足早にこの場を去った。

「待って、リアスさん！　私も手伝うわ！」

　母さんが部長を追っていく。おーい！　何してんの、あなたたち!?

「あ、あの、どういうことでしょうか？　わ、私は何も……」

　俺は鼻血をダラダラ流しながら、アーシアの肩かたに手を置く。

「アーシア。うん、似に合あっているよ。とりあえず、それだけは言いたい。ありがとうございます。ありがとうございます」

　お礼を何度も言う俺。アーシアも気き恥はずかしそうだ。

　うーん、ちょうど二人きりだし、言おうと思っていたことをいまのうちに言っておこうかな。

「アーシア」

「は、はい」

「この間の教会の連中が来ても俺が守ってあげるからな。心配することはない。アーシアが怖こわいと思うものは全部俺が追い払はらってやるから」

　俺の思いをアーシアに告げる。

　アーシアに牙きばを向ける奴やつは俺が許ゆるさない。二度と俺はこの子を失いたくない──。

　アーシアが俺へ静かに抱だきついてくる。うおおおっ、裸エプロンでそんなことをッ！

「……イッセーさん、私、悪魔になったこと、後こう悔かいしてません。信しん仰こうも忘わすれたことなんてありません。──でも、主しゆへの想おもいよりも大事なものができてしまいました」

「大事なもの？」

「イッセーさん、部長さん、部員の皆みなさん、学校のお友達、イッセーさんのお父さま、お母さま、皆みんな、皆、私にとって大切な方々です。失いたくない。ずっと、ずっと一いつ緒しよにいたい。もう、独ひとりは嫌いやです」

　小さく震ふるえながら、アーシアは俺の胸むねのなかでそう告白する。

　この子はずっと孤こ独どくだった。神も人も救ってくれなかった。

　アーシアを独りにするものか。二度と独りにするものかよ！

「アーシアは独りじゃないさ。もう独りにしない！　俺たちがついてる。ハハハ、月つき並なみの言葉だけど、俺はアーシアとずっと一緒にいるからな。だから、泣いちゃダメだ。笑ってくれ。アーシアは笑え顔がおが一番だ！」

「……この国に来てよかったです。イッセーさんに出会えた。イッセーさん……イッセーさん……」

　アーシアは甘あまえた声で俺の胸に顔を埋うずめる。俺も抱きしめて──。

「──ッ！」

　俺の手が止まった。

　アーシアの、せ、背せ中なかが……全開だ！　そりゃそうだ。裸はだかエプロンは前を隠かくすだけで、うしろは何もつけていない。

　プリティなお尻しりまで丸見えですよ、アーシアちゃん！

　はぁ、スベスベしてそうだよね、アーシアの白いお肌はだ……。一度すりすりしたいけど、俺は毎度良心の呵か責しやくに悩なやまされる！

　どうしたものか！　どうしたものか!?

　いき場所のない両手が宙ちゆうで空むなしく震えている。

　尻か!?　そのぷりっとしたお尻を鷲わしづかみにするべきですか!?

　そ、そんなこと俺には……。したいけどさ！　アーシアなら驚おどろきながらも受け入れそうな気がしないでもないんだが……。いやいや、守るべき存そん在ざいのアーシアのヒップを欲よく望ぼうのまま撫なで回すだなんてそんなこと……。

　ああ、手が、手が、勝手にお尻へ──。

「追い出されちゃったわ。リアスさんったら、恥はずかしがっちゃって……。──って、あらあら」

　帰ってきた母さんが俺とアーシアの様子を見て、にやにやしていた。

「か、母さん！」

「おやおや、おばさんったら、お邪じや魔まだったようね。いいのよ？　キッチンも立りつ派ぱな戦場だものね。後始末をしてくれるなら、問題ないのよぉ？　あーあ、早く孫が見たいわねぇ」

　うわあぁああああああぁぁぁぁッッ！

　俺はたまらず、アーシアから離はなれて、その場を脱だつ出しゆつする！

　親にそのような場面を見られるのがこんなにも！　こんなにも！

　恥はずかしすぎるぅぅぅぅぅッッ！

「イッセー！　私も着てきたわよ！」

　部長の声がするので、そちらを向くと──。

　ブッ！

　俺は鼻血をさらに噴ふきだす！

　部長はアーシア以上にきわどい裸エプロン姿すがたで現あらわれた！　エプロンは大事なところをギリギリ隠せるほどの面積しかない。なんとかエプロンだとわかる程てい度どのシロモノだ。

「さて、アーシア。これで調理開始よ」

「は、はい！」

　二人同時に台所に立つわけだが……。うしろ姿すがたが全ぜん裸らに等しく──。

　血が、血が足りねぇぇぇぇぇッ！

　その後、仕事から帰ってきた父さんも娘むすめ二人の裸エプロン姿に鼻血を噴きだし、俺たち親子は仲良く鼻にティッシュを詰つめたのだった。

「父さん幸せだ。一日の仕事の疲つかれが吹ふっ飛んだよ」

「ああ、俺もだよ、父さん。なんだか、いろいろと辛つらいことを一いつ瞬しゆんで忘れられたよ」

「二人を絶ぜつ対たいに娶めとれな、我わが子よ。そうすればリアスさんもアーシアちゃんも俺の娘だ」

「ハハハ。努力します、お父さま」

　お互たがい満足げな笑えみを浮うかべて、俺たちは親子の会話をしていた。




　　　　─◯●◯─

　その日も俺と部長とアーシアは一緒に寝ねていたのだが、深夜、俺と部長はかつてないプレッシャーを感じて、目を覚ました。

　部長がベッドから飛び起きて、窓まどの前に立った。

　アーシアも何かを感じて身を起こしている。

　窓から見下ろすと、俺の家の前にこちらを見上げる人ひと影かげが──。

「……クソ神父ッ！」

　俺たちへ挑ちよう戦せん的で下品な笑みを向けているのは白はく髪はつの少年神父フリードだった。

　野や郎ろう！　あのあと、何があった？　木場は？　クソ！　気になる！

　奴やつがこちらを手て招まねきする。

「……堕だ天てん使しか」

　部長は忌いま々いましそうにつぶやくと指パッチンをして、即そく座ざに学生服へ着き替かえ、部屋の扉とびらを開け放はなったのだった。







「やっほー、イッセーくん、アーシアたん。ご機き嫌げん麗うるわしいねぇ。元気してた？　あらら、もしかしてセッ◯スしてた？　それはゴメンね。空気読めないのがウリなの、僕ちん」

　家の外に出ると、相変わらずふざけた口調でクソ神父が話しかけてくる。

「何か用か？」

　俺が問うが野郎は嘲ちよう笑しようしながら肩かたをすくめるだけだ。

　こいつがさっきのプレッシャーを？　いや、不気味さをこいつから感じるけど、それだけだ。あの重じゆう圧あつは上級悪あく魔まの比ひじゃ──。

　部長が何かに気づき、空を見上げた。

　月をバックに空で浮かんでいた者──。漆しつ黒こくの翼つばさを生やした……男の堕天使！

　いち、に、さん……黒い翼が十!?

　装そう飾しよくの凝こった黒いローブに身を包む若わかい男の堕天使。部長を捉とらえると、苦く笑しようする。

「はじめましてかな、グレモリー家の娘。紅べに髪がみが麗しいものだ。忌いま々いましい兄君を思い出して反へ吐どが出そうだよ」

　うおおおっ、いきなりの挑戦的な物言い！　憎ぞう悪おを感じるぐらいだ。

　部長も冷れい淡たんな表ひよう情じようを浮かべていた。こ、怖こわい……。

「ごきげんよう、堕おちた天使の幹かん部ぶ──コカビエル。それと私の名前はリアス・グレモリーよ。お見知りおきを。もうひとつ付け加えさせてもらうなら、グレモリー家と我われらが魔王は最も近く、最も遠い存在。この場で政せい治じ的なやり取りに私との接せつ触しよくを求めるなら無む駄だだわ」

　──コカビエル!?

　コカビエルって！　堕天使の幹部って！　マ、マジか!?

　聖せい書しよとか、有名な書物に記されている本物さんでしょ!?

　チョー大物じゃん！　やべぇよ！　これ、絶対にヤバいって！

　よく見れば、コカビエルは腕うでに何かを抱かかえていた。目を凝らすと……人？　人を抱えているのか？

「こいつは土み産やげだ」

　ヒュッ。

　ふいにこちらへ抱えていた人間を投げてくる。

「お、おわっ！」

　俺が即そく座ざに反はん応のうして、キャッチしようとする。

　ドサッ。

　俺の腕のなかにうまく飛び込こんできたのは──紫藤イリナ！

　血まみれだ！　息も荒あらい！　って、全身傷きずだらけじゃないか！　あのあとフリードたちを追ってこうなったのか!?　じゃあ、木場やゼノヴィアはどうなったんだ!?

「お、おい、イリナ！」

　俺が呼よびかけても苦しそうに呻うめくだけで応おうじてくれない。ヤバいぞ、これは！

「俺たちの根ね城じろまで来たのでな、それなりの歓かん迎げいをした。まあ、二匹ひき逃にがしたがな」

　コカビエルは嘲ちよう笑しようしながら言う。奴の話だと木場とゼノヴィアは逃げたんだな。

「アーシア！」

　道にイリナを下ろし、アーシアに治ち療りようをしてもらう。アーシアの体から緑色の光が発せられ、イリナの体を包つつみ込んだ。

　徐じよ々じよにイリナの表情も緩かん和わしていき、呼こ吸きゆうも穏おだやかになっていく。

　エクスカリバーを持っていない。どうしたんだ？

　俺の疑ぎ問もんなんておかまいなしにコカビエルは会話を続ける。

「魔王と交渉などというバカげたことはしない。まあ、妹を犯おかしてから殺せば、サーゼクスの激げき情じようが俺に向けられるのかもしれないな。それも悪くない」

　部長は侮ぶ蔑べつしたような目でコカビエルを睨にらむ。

「……それで、私との接触は何が目的かしら？」

　部長の問いにコカビエルは嬉き々きとして告げる。

「おまえの根城である駒く王おう学園を中心にしてこの町で暴あばれさせてもらうぞ。そうすればサーゼクスも出てくるだろう？」

　な……なんだとッ!?

「そんなことをすれば、堕だ天てん使しと神、悪魔との戦争が再ふたたび勃ぼつ発ぱつするわよ？」

「それは願ったり叶かなったりだ。エクスカリバーでも盗ぬすめばミカエルが戦争をしかけてくれると思ったのだが……寄よ越こしたのが雑ざ魚このエクソシストどもと聖せい剣けん使いが二名だ。つまらん。あまりにつまらん！　──だから、悪魔の、サーゼクスの妹の根城で暴れるんだよ。ほら、楽しめそうだろう？」

　舌した打うちする部長。部長がそんな風に舌打ちするなんてよほどぶちギレている証しよう拠こだ。

　つーか、なんて計画を実行しやがる！　ミカエルって神さまの次に偉えらい天使だろう？

　疎うとい俺でもミカエルって名前は他ほかの書物で度たび々たび見かけている。そんな大物にケンカを吹ふっかける！　さすがは堕天使の幹部ってことかよ！

　しかもこちらにまで牙きばを向けてきやがった！　──つまらないという理由だけで！

「……戦争狂きようめ」

　部長が忌いま々いましそうにつぶやくが、コカビエルは狂きよう喜きの笑いをあげるだけだ。

「そうだ。そうだとも！　俺は三つどもえの戦争が終わってから退たい屈くつで退屈で仕方がなかった！　アザゼルもシェムハザも次の戦争に消極的でな。それどころか、神セイクリツド器・ギアなんてつまらんものを集めだしてわけのわからない研究に没ぼつ頭とうし始めた。そんなクソの役にも立たないものが俺たちの決定的な武ぶ器きになるとは限かぎらん！　……まあ、そこのガキが持つ『赤龍ブース帝テツのド籠・手ギア』クラスのものならば話は別だが……そうそう見つかるわけでもないだろう」

　コカビエルの視し線せんが俺に及およぶ。……すんげぇプレッシャーだ。

　マジで全身がガクガク震ふるえる……。俺は強気の姿し勢せいだけは崩くずさずに問う。

「……おまえらは俺の神セイクリツド器・ギアもご所しよ望もうなのかよ？」

「少なくとも俺は興きよう味みない。──だが、アザゼルは欲ほしがるかもしれんな。あいつのコレクター趣しゆ味みは異常だ」

　──アザゼル？

　堕天使組そ織しきの総そう督とくだったな。神セイクリツド器・ギアを集めているのか？

「どちらにしろ、俺はおまえの根城で聖剣をめぐる戦いをさせてもらうぞ、リアス・グレモリー。戦争をするためにな！　サーゼクスの妹とレヴィアタンの妹、それらが通う学まなび舎やだ。さぞ、魔力の波動が立ち込めていて、混こん沌とんが楽しめるだろう！　エクスカリバー本来の力を解かい放ほうするのにも最さい適てきだ！　戦場としてはちょうどいい」

　無む茶ちや苦茶だ！　こいつ、マジで頭がイカレてやがる！

「ひゃははは！　最高でしょ？　俺のボスって。イカレ具合が素す敵てきに最高でさ。俺もついつい張はりきっちゃうのよぉ。こんなご褒ほう美びまでくれるしね」

　フリードが取り出したのは──エクスカリバー！

　しかも両手に一本ずつ！　腰こしにも二本帯たい剣けんしてやがる！

「右のが『天エクス閃カリバのー・ラピ聖ツド剣リイ』、左のが『夢エク幻スカリのバー・聖ナイト剣メア』、腰のは『透エクスカ明リバー・トのランス聖ペアレ剣ンシー』でござい。ついでにその娘むすめさんから『擬エク態スカリのバー・聖ミ剣ミツク』もゲットしちゃいました！　もう一人の女の子が持っている『破エク壊スカリのバー・聖デストラ剣クシヨン』もゲットしたいところですなぁ。ひゃはっ！　俺って世界初のエクスカリバー大量所持者じゃね？　しかも聖剣を扱あつかえるご都合な因いん子しをバルパーのじいさんからもらっているから、全部使えるハイパー状じよう態たいなんだぜ？　無敵素敵！　俺って最強じゃん！　ひゃはははははははははっ！」

　フリードは心底おもしろおかしそうに哄こう笑しようをあげる。

「バルパーの聖剣研究、ここまでくれば本物か。俺の作戦に付いてきたときは正直怪あやしいところだったがな」

　コカビエルとバルパーは手を組んでいるってことか。

「エクスカリバーをどうする気なの!?」

　部長が問う。コカビエルは十枚まいの翼つばさを羽ばたかせ、学園のほうに体を向けた。

「ハハハ！　戦争をしよう、魔王サーゼクス・ルシファーの妹リアス・グレモリーよ！」

　カッ！

　フリードの野や郎ろうが懐ふところから目くらまし用のアイテムを発光させる！

　またこれか！　しばらく視し力りよくを奪うばわれた俺たちだが、回かい復ふくした頃ころにはコカビエルもフリードも姿を消していた！

　クソ！　奴やつらが向かう先なんて決まっているじゃないか！

「イッセー、学園へ向かうわよ！」

「はい！」

　堕天使の幹かん部ぶが相手という大決戦が始まろうとしていた！









　Life.4　行け！　オカルト研究部！





「リアス先せん輩ぱい。学園を大きな結界で覆おおってます。これでよほどのことがない限かぎりは外に被ひ害がいは出ません」

　匙さじが部長に現げん状じよう報ほう告こくしてくれた。

　駒く王おう学園を目と鼻の先にした公園で、俺たちオカルト研究部と生徒会のメンバーが集まっていた。──だが、木き場ばだけがいない。どこにいる、木場……。

　負ふ傷しようしたイリナは会長の住むお家うちに転送された。最悪の事じ態たいはアーシアの力で回かい避ひできた。

　生徒会の匙が結界の説明を部長にしている。尻しり叩たたきの影えい響きようか、立ち姿すがたもぎこちない。

　話では、部長から話を聞いた会長の支し取とり蒼そう那な先輩が、生徒会のメンバー全員を招しよう集しゆうして大おお掛がかりな結界を学園に張はったという。

　中で起きたことを外に出さないための措そ置ちだ。

　相手は聖せい書しよや関連書物にも出てくる堕だ天てん使しの幹かん部ぶ。何が起きてもおかしくない。

「これは最さい小しよう限げんに抑おさえるためのものです。正直言って、コカビエルが本気を出せば、学園だけではなく、この地方都市そのものが崩ほう壊かいします。さらに言うなら、すでにその準じゆん備びに入っている模も様ようなのです。校庭で力を解かい放ほうしつつあるコカビエルの姿を私の下げ僕ぼくが捉とらえました」

　なっ……。

　会長の言葉に俺は絶ぜつ句くした。マジかよ！　そんな規き模ぼの話なのか!?

　それだけの存そん在ざいってことなんだな、コカビエルって奴やつは……。

　なんて傍はた迷めい惑わくな幹部さまだよ！　俺の町を自分のしたいこと──戦争を起こしたいから破は壊かいするのか!?

　──ざけんなっ。

　ふざけるなよ、クソ堕天使！　てめえの好き勝手にさせてたまるか！

　俺はこの町で部長とアーシアと皆みんなで楽しみながら暮くらしていくつもりなんだよ！

　怒いかりマックスな俺の横で会長が説明を続ける。

「攻こう撃げきを少しでも抑えるために私と眷けん属ぞくはそれぞれの配置について、結界を張り続けます。できるだけ被害を最小に抑えたいものですから……。学園が傷つくのは耐たえ難がたいものですが、堕天使の幹部が動いた以上、堪こらえなければならないでしょうね」

　会長は目を細め、学園のほうを憎にく々にくしげに見つめる。おそらく学園にいるコカビエルへ向けたものだろう。

　学園に被害が出るのは確かく定てい事じ項こうかよ。俺の、俺たちの通う学校が……。

「ありがとう、ソーナ。あとは私たちがなんとかするわ」

「リアス、相手は桁けた違ちがいのバケモノですよ？　──確かく実じつに負けるわ。いまからでもおそくない、あなたのお兄さまへ──」

　首を横にふる部長。

「あなただって、お姉さまを呼よばなかったじゃない」

「私のところは……。あなたのお兄さまはあなたを愛している。サーゼクスさまなら必ず動いてくれます。だから──」

「すでにサーゼクスさまに打だ診しんしましたわ」

　二人の会話を遮さえぎって朱あけ乃のさんが言う。

「朱乃！」

　非ひ難なんの声をあげる部長だが、朱乃さんが珍めずらしく怒おこった表ひよう情じようを浮うかべていた。

「リアス、あなたがサーゼクスさまにご迷めい惑わくをおかけしたくないのはわかるわ。あなたの領りよう土ど、あなたの根ね城じろで起こったことでもあるものね。しかも御お家いえ騒そう動どうのあとだもの。けれど、幹部が来た以上、話は別よ。あなた個こ人じんで解かい決けつできるレベルを遥はるかに超こえているわ。──魔ま王おうの力を借りましょう」

　……あんな風に部長へ詰つめ寄よる朱乃さんを初めて見た。てか、やっぱりプライベートでは「リアス」って呼んでてタメ口なんだな。

　部長も何か言いたげだが、大きな息を吐はき、静かにうなずいた。

　それを確かく認にんして、朱乃さんはいつものニコニコ顔になる。

「お話を理り解かいしてくれてありがとうございます、部長。ソーナさま、サーゼクスさまの加か勢せいが到とう着ちやくするのは一時間後だそうですわ」

「一時間……。わかりました、その間、私たち生徒会はシトリー眷属の名にかけて、結界を張り続けてみせます」

　会長の決意を聞き、部長も肚はらを決めた様子だった。

「……一時間ね。さて、私の下げ僕ぼく悪あく魔またち。私たちはオフェンスよ。結界内の学園に飛び込こんで、コカビエルの注意をひくわ。これはフェニックスとの一戦とは違い、死戦よ！　それでも死ぬことは許ゆるさない！　生きて帰ってあの学園に通うわよ、皆！」

『はい！』

　俺たちが気合の入った返事をする！

「兵ひよう藤どう！　あとは頼たのむぜ」

「わーってるよ、匙。おまえは尻のダメージでも気にしてろ」

「言うな！　言われるとさらに痛いたく感じる！　おまえこそ、尻は？」

　うっ！　言われると尻がジンジンと痛むぜ！

「ふふふ。部長の愛が痛い。まあ、いまの状じよう況きようはまさに尻に火がついた感じだな」

「いやいや、笑えねぇよ。──で、木場はまだか？」

「ああ、無事だと信じてるさ」

「そうだな、俺も信じる」

　俺と匙は拳こぶしを合わせ、互たがいの健けん闘とうを祈いのった。

　決戦だ！　いざとなったら、俺も──。

『任まかせろ相あい棒ぼう。相手はコカビエルか。不足はないぞ。見せてやろうじゃないか』

　ああ、ドライグ、見せてやろうぜ。

　神と魔王に逆ぎやくギレしてケンカを売ったドラゴンの力をな。




　　　　─◯●◯─

　正門から堂々と入り込む俺たち。

　入った瞬しゆん間かん、俺はプロモーションで『兵ポ士ーン』から『女クイ王ーン』へ昇しよう格かくして、力を底上げしている。悪魔歴の浅い俺の『女王』は、朱乃さんに比くらべるとまだまだ力が弱い。

　──っ。

　俺は異い様ような光景に言葉を失った。

　校庭の中央に四本の剣けんが神こう々ごうしい光を発しながら、宙ちゆうに浮ういている。それを中心に怪あやしい魔ま方ほう陣じんが校庭全体に描えがかれていた。

　魔方陣の中央には初老の男──バルパー・ガリレイの姿すがたがあった？

　あのジジイ、魔方陣を使って何をするつもりだ？

「これはいったい……」

　疑ぎ問もんを口にする俺。

「四本のエクスカリバーをひとつにするのだよ」

　バルパーはおもしろおかしそうに口にした。

「バルパー、あとどれぐらいでエクスカリバーは統とう合ごうする？」

「ッッ！」

　空中から聞こえてくる声！　部員全員が空へ視し線せんを向けたとき、月光を浴びるコカビエルの姿があった。

　宙で椅い子すに座すわって、こちらを見下ろしていた。……椅子を浮かしているのは堕だ天てん使しの力か？　余よ裕ゆうそうに足なんか組みやがって！

「五分もいらんよ、コカビエル」

「そうか。では、頼むぞ」

　コカビエルはバルパーから部長に視線を移うつす。

「サーゼクスは来るのか？　それともセラフォルーか？」

「お兄さまとレヴィアタンさまの代わりに私たちが──」

　ヒュッ！　ドォォォオオオオオオオンッ！

　風きり音のあと、爆ばく音おんが辺り一帯に爆風とともに広がっていく。

　──ッ！

　爆風が発生した先にあるのは──いや、あったのは体育館だった。か、影かげもカタチもなくなってる!?　消し飛んだのか！

「つまらん。まあいい。余よ興きようにはなるか」

　体育館のあった場所に巨きよ大だいな光の柱が斜ななめに突つき刺ささっていた。あれ、もしかして堕天使の光の槍やりか？　う、嘘うそだろう……？　デ、デカすぎだって！　堕天使の姉ちゃんが放った槍なんて、あれに比べたら物もの干ほし竿ざおと爪つま楊よう枝じほどの差じゃないか！

　あ、あんなのまともにくらったら……。

『ビビっているのか、相棒』

　ドライグが心に直ちよく接せつ語りかけてくる。

　ビビるだろう、あんなの見せられたら！　規き格かく外がいなんてもんじゃねぇ！　次元が違うじゃねぇか！

『ああ、次元が違うさ。あいつは聖せい書しよに記されるほどの古いにしえからの強つわ者ものだ。過か去この魔ま王おうたちと神を相手に戦い生き残った者だ』

　勝てるのか？　俺はあいつに勝てるのかよ？

『いざとなったら、俺がおまえの体の大半をドラゴンにしてでも打だ倒とうしてやるさ。倒たおせないまでも一時間動けないぐらいのダメージは残してやる。あとは魔王に任せればいい』

　……そういうレベルってことか。

　俺も肚はらをくくるしかないんだな……。てか、鎧よろいの具ぐ現げん化かは最終手しゆ段だんだ。あれは十秒の間しか強くなれない。

　体力、魔力、それらの限げん界かいを無む視しして得られる俺の禁バランス・手ブレイカーの力は、一度解かい放ほうすればほとんど無む敵てきだ。けど、使用後に丸三日神セイクリツド器・ギアが使用不ふ可か能のうとなる。

　使用するのは一いちか八ばちかの瀬せ戸と際ぎわだろう。

「さて、地じ獄ごくから連れてきた俺のペットと遊んでもらおうかな」

　コカビエルが指を鳴らす。すると、闇やみ夜よの奥おくからズシンズシンと何かが地を揺ゆらしながら近づいてくるのがわかった。

　そいつは俺の想そう像ぞうを遥はるかに超える存そん在ざいだった。

　八……否いや、十メートルはあるであろう、黒い巨きよ体たい。四足は一つ一つが太く、そこから生えている鋭するどすぎる爪つめは見ているだけで背せ筋すじが凍こおる。

　闇夜にギラギラと輝かがやく血のような真しん紅くの双そう眸ぼう。突き出た口から覗のぞかせるのは凶きよう悪あく極きわまりない牙きばだ。ずらりと並ならび、牙と牙の隙すき間まから白い息が吐はき出されていた。

　俺が知っている生き物で最も似にているのは──犬。

　だが、こんなの犬なわけがない！　だって、犬は首が三つもないだろう！

　ギャオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォンッッ!!

　辺り一帯を震ふるわせるほどの咆ほう哮こう！　三つの首が同時に吼ほえやがった！

「──ケルベロス！」

　忌いま々いましそうに部長が言う。

「ケルベロス？」

「ええ、地獄の番犬の異い名みようを持つ有名な魔ま物ものよ」

　じ、地獄の番犬って……っ！　そんな不ふ吉きつすぎるバケモノなんですか、この犬は!?

「本来は地獄──冥めい界かいへ続く門の周辺に生息しているのだけれど、人間界に持もち込こむなんて！」

「ヤバいんスか？」

「やるしかないわ！　消し飛ばすわよ、イッセー！」

　おおっ、部長。気合が入っているぜ！　俺も気合を入れる！

「はい、部長！　いくぜ、ブーステッド・ギアァァァ！」

『Boost!ブースト』

　よーし、ワン公、躾しつけがなってないようだから、俺が調教してやる！

　と、意気込んでいたが、部長は俺の肩かたに手を置いた。

「イッセー、今回私たちはあなたをフォローするわ」

「力を高めて、俺がトドメですか？」

　俺の問いに部長は首を横に振ふる。

「いえ、あなたにはサポートに徹てつしてもらうわ。高めた力を仲間に譲じよう渡とするの。ブーステッド・ギアはあなた自身をパワーアップさせる神セイクリツド器・ギアであると同時に、チーム戦でメンバーの力を飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようさせるものでもあるわ」

　──ギフトの能のう力りよくで仲間を強化する。

　素すの俺よりも遥かに強い部長、朱乃さんに倍ばい増ぞうしたブーステッド・ギアの力を譲渡したら……。回かい復ふくにしてもアーシアの能力を強化すれば効こう果かは絶ぜつ大だいになる！

　眷けん属ぞく悪魔の力に俺の倍化した力を上乗せさせるわけか！

　それって、もしかしたらコカビエルにも通用する？　大ダメージを与あたえずとも、相手の攻こう撃げきを打ち消すだけの力を得られるなら！

「ところでイッセー。譲渡は、あなた自身のパワーアップも含ふくめて何回使用可能かしら？」

　部長の質しつ問もんだ。

　そう、俺の神セイクリツド器・ギアは使用に限げん度どがあった。力を倍化させる俺の神セイクリツド器・ギアはかなり無む茶ちや苦く茶ちやな部類に入る。使用回数は所有者である俺の力に影えい響きようしていた。

　使い切ると神セイクリツド器・ギアの機能が停止し、俺の体からも一気に力が抜ぬけるんだ。

「現げん時じ点てんの俺の体力も合わせると、限界まで高めたもので三回か、四回です。いや、四回めで俺自身がぶっ倒れそうなので、三回と考えてください」

「そう。無む駄だ撃うちはできないわね」

　すみません、部長。

　小分けして使えばもう少しやれそうだけど、相手からしてそういうわけにもいかないだろうしな。

　なんか、俺って今日一日便利アイテム化している気がするけど……。まあいいさ。

「朱乃！」

　バッ！

　部長が背せ中なかから翼つばさを出して、朱乃さんとともに空へ舞まう。

　ガルルルウルルルウルルルルッ！

　ケルベロスが威い嚇かくを向け──一気に飛びだしてきた！

　ゴウゥゥンッ！

　首のひとつが宙ちゆうを舞う部長に向けて、炎ほのおを吐く！　うおっ！　マジで怪かい獣じゆうだぜ！

「甘あまいですわ」

　朱乃さんが前に入り、炎を瞬しゆん時じに凍こおらせた。さすが我われらが『女クイ王ーン』！

「くらいなさい！」

　朱乃さんのうしろから飛びだした部長は黒くデカい魔力の塊かたまりをケルベロスに放つ。

　──滅ほろびの一いち撃げき。

　部長の魔力は触ふれたものすべてを消しよう滅めつさせる強力なものだ。

　ゴバァァァン！

　化け犬の他ほかの首が、火か炎えんの球を撃ちだした！　空中で激はげしくぶつかり合う部長の魔力とケルベロスの炎！

　その間にももうひとつの首が火炎の球を吐きだしてくる！

　クソ！　三連続攻撃かよ！

　部長の一撃に押おしきられそうだった最初の火炎球を二撃めの炎が後押しする！　火の勢いきおいが増まし、今度は部長の魔力が押しきられそうになっていた。

　さらにもう一撃放とうとしているケルベロス！　あと一撃やられたら、いくら部長の魔力でも──。

「隙すきあり」

　ドゴンッ！

　横から飛び込んできた小こ猫ねこちゃんがケルベロスの頭部に激しい拳けん打だを打ち込んだ！

　すげぇ音だ！　あんなのくらいたくないぜ、小猫ちゃん！

「さらにもう一撃あげますわ」

　朱乃さんが指先を天に向けると、稲いな光びかりが夜空に発生した。

　そのまま指をケルベロスへ──。

　カッ！

　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうのあと、ケルベロスが激しい電でん撃げきに包まれる！　朱乃さんが特大のをワン公に落としたんだ！

　そこにダメ押し、部長の一撃が加わる！

　しかし、ケルベロスの体は消滅せず、横よこ腹ばらに直撃するだけだった。化け犬の脇わき腹ばらから、ドス黒い鮮せん血けつが噴ふきだす。

　煙けむりをあげるケルベロス。いまだ眼がん光こうは鋭するどい。あれだけの攻こう撃げきを受けて、まだ動けるのか。

　俺のパワーアップは──。

　まだ限げん界かいまで高まっていない。プロモーションで『女クイ王ーン』にはなっているが、正直、朱乃さんほどの『女王』になれてはいないしな。──修しゆ行ぎよう不足。

　基き本ほん的に俺はまだ悪魔としての能力が低いほうさ。

　──もっと強くなりたい。

　この戦い、絶ぜつ対たいに生き残ってやる！　そんでもっともっと修行して、部長の言う最強の『兵ポ士ーン』に近づいてやるのさ！

　グルルルルルルルルルルル。

　危き険けんな唸うなり声が聞こえてくるんですけど……。

　恐おそる恐るうしろを振ふり返ってみると──。

「もう一匹ぴきいるのかよ！」

　闇やみの世界に現あらわれるもう一匹のケルベロス！　冗じよう談だんじゃねぇ！　追加でもう一匹とかシャレにならねぇよ！

　ガァオァァァアアッッ！

　咆ほう哮こうをあげて、もう一匹が俺とアーシアのもとに駆かけだした！

　やべぇ！　逃にげるか!?　攻撃したり、攻撃をくらったりしなければ倍ばい増ぞう中がリセットされないはず。アーシアを抱かかえて逃げ回るしかないか！

　って、こんな校庭じゃ逃げようがなさそうなんだけどね！

「イッセー、かまわずに一度自分の力を高めなさい！」

　俺に倍増使用の許きよ可かを出してくれる部長。

　それが一番なんだろう。だけど、ここで俺のために使っても逃げの一手だけで使いきりそうだ！

　だが、アーシアを守るためならそれも致いたし方ないな！

　決心をしたときだった。

　ズバッ！

　向かってきていたケルベロスの首がひとつ宙に舞う！

　斬きった！　斬られた！

　誰だれだ？　木場──。

　しかし、俺の目の前に現れたのは長剣のエクスカリバーを振るう少女──ゼノヴィアだった。空に飛んだ魔犬の首が塵ちりとなって散っていく。

「加か勢せいにきたぞ」

　ダッ！

　言うやいなやゼノヴィアは駆けだして、首をひとつ失って絶ぜつ叫きようをあげているケルベロスの胴どう体たいに斬りかかった！

　ギャオオオァァァッァァアアンッッ！

　破は壊かい力りよくバツグンの一振りを受け、ケルベロスの胴が割われる。煙が立ち込め、ケルベロスの胴体が大きく消失していく。聖せい剣けんの効こう果かだ！

「聖剣の一撃。魔物に無類のダメージを与あたえる──」

　ザンッ！

　ゼノヴィアは倒たおれ込むケルベロスの胸むな元もとにトドメとばかりに長剣を深く突き刺す。

　その瞬間、ケルベロスの体が塵じん芥かいと化して、宙へ霧む散さんしていった。

　ブンッ。

　俺の籠こ手てが点てん滅めつする。まだ限界まで上げてはいないのに、この現げん象しようは何だ？

　疑ぎ問もんに思う俺にドライグが答える。

『リアス・グレモリーか、姫ひめ島じま朱乃に譲じよう渡とすれば、ケルベロスを倒せる段だん階かいになったと教えてくれているのさ』

　マジか？　そんな便利機能がいつの間に？

『おまえも神セイクリツド器・ギアも日々進化、変化しているということだな。おまえが望んだことを実じつ現げんしてくれたのさ。相手との力量の差が把は握あくできず、どこまで倍増すればいいかわからなかったじゃないか。それを知らせてくれるようになっただけだ』

　確たしかそうだったけど、俺の弱点に対たい応おうしたってのか？　しかも仲間と敵てきとの力量差にも対応しているってことになる。

　そりゃ結けつ構こうなことだ！　俺は空を飛ぶ部長と朱乃さんに向かって叫さけぶ。

「部長！　朱乃さん！　ケルベロスを屠ほふれるだけの力を得ました！」

　それを聞くや、部長と朱乃さんが顔を見合わせてうなずく。

　同時に両者が俺のもとへ降こう下かしてくる。

「イッセー！　あなた、ライザーとの一戦で十じゆう字じ架かと聖せい水すいの効果を同時に強化していたわね？」

「え？　あー、確かにそうですね」

「なら、同時に強化が可か能のうってことね！　私と朱乃に力を譲渡してちょうだい！」

　ドライグ、あのときは咄とつ嗟さだったけど、本当にそんなことが可能なのか？

『ああ、同時にふたつまでなら可能だ。ただし、どちらも倍増分の七割わりか八割しか譲渡できなくなるが』

　そのことを部長と朱乃さんに説明する俺。二人とも承しよう知ちのようだ。

「それだけあれば十分ね」

「はい、いけますわ」

『お願い！』

　部長と朱乃さんが同時に号令をかける。

　俺は部長と朱乃さんの肩かたに手を置き、神セイクリツド器・ギアを発動させる。

「いくぜ、ブーステッド・ギア！　ギフト！」

『Transfer!!トランスフアー』

　ドクン。

　俺の体を通して、圧あつ倒とう的な力の流れが部長と朱乃さんにいき渡わたったのが感じ取れる。

　刹せつ那な、二人の体から凄すさまじい魔ま力りよくが漂ただよう。両者とも溢あふれだす力に驚おどろいていた。

「──いけるわ」

　部長の不ふ敵てきな笑えみに朱乃さんもうなずいた。

「朱乃！」

「はい！　天てん雷らいよ！　鳴り響ひびけ！」

　朱乃さんが天に指をかざし、雷光を支し配はいする。指の照しよう準じゆんが、ケルベロスに向けられた。

　ッ！　雷らい撃げきを察したのか、ケルベロスがその場から逃げようとする！

　ザシュ！

　ケルベロスの四し肢しを無数の剣が貫つらぬいていく！　地面から生える剣！　これは──。

「逃がさないよ」

　そこに現あらわれたのは俺たちの『騎ナ士イト』だった！

　木場の『魔ソー剣ド・創バ造ース』だ！　あいつめ、グッドなタイミングで駆けつけやがって！

　カッ！

　魔剣によって身動きできなくなったケルベロスに天からの雷いかずちが降ふり注いだ。しかもさっきとは比くらべ物にならないほどの大きさだ！

　校庭の半分以上を覆い尽つくす、雷の柱！

　ドオオオオオオオオオンッッ！

「──ッ！」

　ケルベロスは絶ぜつ叫きようをかき消され、その体も雷光のなかで無に帰した。

　これだけのパワーアップだけど、威い力りよくに比ひ例れいして、潜せん在ざい的な魔力も多く消費してしまう。

　いくら部長と朱乃さんでも連発は厳きびしいだろうな。

　デカ犬が消えた瞬間、間かん髪はつ入いれずに部長がコカビエルのほうへ手を向ける！

「くらえ！　コカビエル！」

　ドウゥゥゥォォォオオオンッ！

　部長の手から、巨きよ大だいな魔力の塊かたまりが撃うちだされた！

「デカい！」

　俺もつい声に出してしまったが、いつも部長が撃ちだしている魔力の一撃の十倍以上はある大きさだ！

　それが凄すさまじい速度を得て、宙に座る堕だ天てん使しの幹かん部ぶへ襲おそい掛かかる！

　コカビエルに降ふりかかる滅ほろびの一撃！　そのまま滅びろ！

　だが──。

　奴やつは片かた手てを前に突つきだしただけだ。

　ゴオオオオオォォォォォオオオンッッ！

　部長の一撃を片手だけで防ふせいでいる!?　嘘うそだろ！　あんなにデカい魔力を片手だけでなんて！

　グンッ！

　コカビエルは手のひらを上へ向けた。部長の放はなった魔力の塊は軌き道どうをずらされ、天高く闇やみ夜よの彼か方なたへ飛んでいき、消えていってしまった。

　手のひらから立ちのぼる煙けむりを見て、コカビエルが楽しそうな笑みを見せる。

「なるほど。赤せき龍りゆう帝ていの力があれば、ここまでリアス・グレモリーの力が引きあがるか。──おもしろいぞ。これは酷ひどくおもしろいぞ」

　クククと一人おもしろおかしそうにコカビエルは空で哄こう笑しようをあげていた。

「──完成だ」

　バルパーの声。そのとき、校庭の真ん中にあった四本のエクスカリバーがあり得ないほどの光を発し始めた。なんだ？　何が起こる？

　空中で拍はく手しゆを送るコカビエル。

「四本のエクスカリバーが一本になる」

　神こう々ごうしい光が校庭全ぜん域いきに広がっていく。

　あまりの眩まぶしさに俺たちは手で顔を覆おおった。目を凝こらして校庭の中央を見てみれば、四本の聖せい剣けんが重なっていくのがわかる。

　もともとは一本だったエクスカリバー。七本に分かれたものだが、そのうちの四本が一本に戻もどるのか。

　眩まばゆい光が終わったとき、校庭の中央にあったのは青白いオーラを放つ一本の聖剣だった。

「エクスカリバーが一本になった光で、下の術じゆつ式しきも完成した。あと二十分もしないうちにこの町は崩ほう壊かいするだろう。解かい除じよするにはコカビエルを倒すしかない」

　衝しよう撃げき的なことをバルパーが口にした。

　なっ……。

　俺は絶ぜつ句くする。当然だろう。あと、二十分で俺の住む町が壊こわれる!?

　校庭全域に展てん開かいしていた魔ま方ほう陣じんに光が走りだし、力を帯び始めた。

　発動したのか!?　マジか!?　マジで俺の町が、俺たちの住むここが消えてしまうのかよ!?　ウソだ！　そんなのウソだ！

　サーゼクスさまたちが来るまで保もちこたえるなんて悠ゆう長ちようなこと言ってられないじゃないか！　魔王さまの加か勢せいが到とう着ちやくする頃ころには、この町はすでに消し飛んでる！

「フリード！」

　コカビエルがクソ神父の名を呼よぶ。

「はいな、ボス」

　暗くら闇やみの向こうから、白はく髪はつの少年神父が歩いてきた。

「陣じんのエクスカリバーを使え。最後の余よ興きようだ。四本の力を得たエクスカリバーで戦ってみせろ」

「ヘイヘイ。まーったく、俺のボスは人使いが荒あらくてさぁ。でもでも！　チョー素す敵てき仕様になったエクスなカリバーちゃんを使えるなんて光栄の極きわみ、みたいな？　ウヘヘ！　ちょっくら、悪魔でもチョッパーしますかね！」

　イカレた笑えみを見せながら、フリードが校庭のエクスカリバーを握にぎった。

　使えるのか。因いん子しとやらはバルパーにもらったとか言っていた。

　木場にゼノヴィアが話しかける。

「リアス・グレモリーの『騎ナ士イト』、共同戦線が生きているのならば、あのエクスカリバーをともに破壊しようじゃないか」

「いいのかい？」

　木場の問いにゼノヴィアは不敵に笑う。

「最悪、私はあのエクスカリバーの核かくになっている『かけら』を回かい収しゆうできれば問題ない。フリードが使っている以上、あれは聖剣であって、聖剣ではない。聖剣とて、普ふ通つうの武ぶ器きと同じだ。使う者によって、場合も変わる。──あれは、異い形ぎようの剣だ」

「くくく……」

　二人のやり取りを笑う者がいた。──バルパーだ。

「バルパー・ガリレイ。僕ぼくは『聖剣計画』の生き残りだ。いや、正せい確かくにはあなたに殺された身だ。悪魔に転生したことで生き永ながらえている」

　至いたって冷静にバルパーに告げる木場だが、その瞳ひとみには憎ぞう悪おの炎ほのおが宿っていた。バルパーの答えしだいでは一いつ触しよく即そく発はつだな。

「ほう、あの計画の生き残りか。これは数すう奇きなものだ。こんな極東の国で会うことになろうとは。縁えんを感じるな。ふふふ」

　嫌いやな笑い方だぜ。小バカにしたかのような口調だ。

「──私はな。聖剣が好きなのだよ。それこそ、夢ゆめにまで見るほどに。幼よう少しようの頃、エクスカリバーの伝記に心を躍おどらせたからなのだろうな。だからこそ、自分に聖剣使いの適てき性せいが無いと知ったときの絶ぜつ望ぼうといったらなかった」

　突とつ然ぜん、バルパーは語りだす。ジジイの昔話か。

「自分では使えないからこそ、使える者に憧あこがれを抱いだいた。その想おもいは高まり、聖せい剣けんを使える者を人工的に創つくりだす研究に没ぼつ頭とうするようになったのだよ。そして完成した。キミたちのおかげだ」

「なに？　完成？　僕たちを失敗作だと断だんじて処しよ分ぶんしたじゃないか」

　眉まゆを吊つり上げ、怪け訝げんな様子の木場。木場や部長、ゼノヴィアの話では、木場たちの研究は失敗だと聞いていた。だからこそ、用よう済ずみだとして処分したんじゃないのか？

　だが、俺たちの思いとは裏うら腹はらにバルパーは首を横に振った。

「聖剣を使うのに必要な因子があることに気づいた私は、その因子の数すう値ちで適性を調べた。被ひ験けん者しやの少年少女、ほぼ全員に因子はあるものの、どれもこれもエクスカリバーを扱あつかえる数値に満たなかったのだ。そこで私はひとつの結けつ論ろんに至った。ならば『因子だけを抽ちゆう出しゆつし、集めることはできないか？』──とな」

「なるほど。読めたぞ。聖剣使いが祝福を受けるとき、体に入れられるのは──」

　ゼノヴィアが事の真相に気づいたようで、忌いま々いましそうに歯は噛がみしていた。

　ど、どういうことさ……？

　疑ぎ問もんに思う俺を置いてバルパーはさらに続ける。

「そうだ、聖剣使いの少女よ。持っている者たちから、聖なる因子を抜ぬき取り、結けつ晶しようを作ったのだ。こんな風に」

　バルパーが懐ふところから光り輝かがやく球体を取り出した。眩い光だ。聖なるオーラってのが迸ほとばしっている。

「これにより、聖剣使いの研究は飛ひ躍やく的に向上した。それなのに、教会の者どもは私だけを異い端たんとして排はい除じよしたのだ。研究資し料りようだけは奪うばってな。貴き殿でんを見るに、私の研究は誰だれかに引き継つがれているようだ。ミカエルめ。あれだけ私を断だん罪ざいしておいて、その結果がこれか。まあ、あの天使のことだ。被験者から因子を抜き出すにしても殺すまではしていないか。その分だけは私よりも人道的と言えるな。くくくくくく」

　愉ゆ快かいそうにバルパ─は笑う。

　なるほどな、バカな俺でもわかった。現げん時じ点てんで聖剣使いを人工的に生みだすのには犠ぎ牲せいを払はらわないといけないってことか。

　木場もゼノヴィアもバルパーの研究から始まる因いん果がに巻まき込こまれていたんだな。

「──同志たちを殺して、聖剣適性の因子を抜ぬいたのか？」

　木場が殺気のこもった口ぶりでバルパーに訊きく。

「そうだ。この球体はそのときのものだぞ？　三つほどフリードたちに使ったがね。これは最後のひとつだ」

「ヒャハハハハ！　俺以外の奴やつらは途と中ちゆうで因いん子しに体がついていけなくなって、死んじまったけどな！　うーん、そう考えると俺さまはスペシャルだねぇ」

　フリードの言う通りなら、他に奪ったエクスカリバーを使っていた奴らはすでに死んでいるのか。チッ！　フリードのほうが死ねば良かったのによ！　こういう輩やからに限かぎってしぶとい！

「こういう奴に限ってしぶといとか思ったっしょ、イッセーくん？　ノンノン。俺はそんぐらいじゃ死なないぜ」

　俺の脳のう内ないを読むな、クソ神父！

「……バルパー・ガリレイ。自分の研究、自分の欲よく望ぼうのために、どれだけの命をもてあそんだんだ……」

　木場の手が震ふるえ、怒いかりから生みだされる魔ま力りよくのオーラが奴の全身を覆おおった。凄すさまじいほどの迫はく力りよくだ。

「ふん。それだけ言うのならば、この因子の結晶を貴き様さまにくれてやる。環かん境きようが整えばあとで量産できる段だん階かいまで研究はきている。まずはこの町をコカビエルとともに破壊しよう。あとは世界の各地で保管されている伝説の聖剣をかき集めようか。そして聖剣使いを量産し、統とう合ごうされたエクスカリバーを用いて、ミカエルとヴァチカンに戦争をしかけてくれる。私を断罪した愚おろかな天使どもと信徒どもに私の研究を見せ付けてやるのだよ」

　それがバルパーとコカビエルが手を組んだ理由か。どちらも天使を憎にくんでいる。どちらも戦争を求めている。──最悪のコンビだ！

　バルパーは興きよう味みを無くしたかのように持っていた因子の結けつ晶しようを放ほうり投げた。ころころと地面を転がり、木場の足元に行き着く。

　木場は静かに屈かがみ込こんで、それを手に取った。

　哀かなしそうに、愛いとしそうに、懐なつかしそうに、その結晶をなでていた。

「……皆みんな……」

　木場の頬ほおを涙なみだが伝っていく。その表ひよう情じようは悲ひ哀あいに満ち、そして憤ふん怒ぬの表情も作りだしていた。

　そのときだった。木場の持つ、結晶が淡あわい光を発し始める。

　光は徐じよ々じよに広がっていき、校庭を包み込むまでに拡かく大だいしていった。

　校庭の地面、その各所から光がポツポツと浮いてきて、カタチを成していく。

　それはハッキリとしたものに形成されていき──人のカタチとなった。

　木場を囲むように現あらわれたのは、青白く淡い光を放つ少年少女たちだった。

　もしかして、彼らは──。

「この戦場に漂ただよう様々な力が因子の球体から魂たましいを解とき放はなったのですね」

　と、朱乃さん。そんなことが起きるのか。魔剣、聖せい剣けん、悪魔、堕だ天てん使しなんでもござれ状じよう態たいだもんな。そんなことが起きてもおかしくないのか。

　木場は彼らを見つめ、懐かしそうで哀しそうな表情を浮かべた。

「皆！　僕ぼくは……僕は！」

　そう。俺でも理り解かいできた。彼らは木場と同じ聖剣計画に身を投じられた者たち。

　──処しよ分ぶんされた者たちだ。

「……ずっと……ずっと、思っていたんだ。僕が、僕だけが生きていていいのかって……。僕よりも夢ゆめを持った子がいた。僕よりも生きたかった子がいた。僕だけが平和な暮くらしを過すごしていていいのかって……」

　霊れい魂こんの少年の一人が微笑みながら、木場に何かを訴うつたえる。

　口をパクパクしているが、いかんせん俺には読どく唇しん術じゆつの心得がないため、何をしゃべっているかはわからない。

　すると、朱乃さんが代わりに話してくれる。

「……『自分たちのことはもういい。キミだけでも生きてくれ』。彼らはそう言ったのです」

　それが伝わったのか、木場の双そう眸ぼうから涙が溢あふれつづける。

　魂の少年少女たちが口をパクパクとリズミカルに同調させていた。

　歌を歌っているのか？

「──聖歌」

　アーシアがそうつぶやいた。

　彼らは聖歌を歌っている……。木場も涙を流しながら、聖歌を口ずさみだした。

　それは、彼らが辛つらい人体実験のなかで唯ゆい一いつ希望と夢を保たもつために手に入れたもの──。

　それは、過か酷こくな生活で唯一知った生きる糧かて──。

　それを歌う彼らと木場は、まるで幼おさない子こ供どものように無む垢くな笑顔に包まれていた。

　──ッ！

　彼らの魂が青白い輝きを放ちだした。その光が木場を中心に眩まぶしくなっていく。

『僕らは、一人ではダメだった──』

『私たちは聖剣を扱あつかえる因子が足りなかった。けど──』

『皆が集まれば、きっとだいじょうぶ──』

　彼らの声が俺にも聞こえるぞ。

　本来、聖歌を聴きけば悪魔の俺たちは苦しむと聞いたことがある。

　現げん在ざいこの校庭が様々な力が入り乱みだれている特とく殊しゆな力場のせいだろうか、俺は聖歌の苦しみを感じない。むしろ、温かさを感じる。友を、同志を想おもう、温かなものを──。

　俺の目からもいつの間にか、自然に涙が流れていた。

『聖剣を受け入れるんだ──』

『怖こわくなんてない──』

『たとえ、神がいなくても──』

『神が見ていなくても──』

『僕たちの心はいつだって──』

「──ひとつだ」

　彼らの魂が天にのぼり、ひとつの大きな光となって木場のもとへ降おりてくる。

　やさしく神こう々ごうしい光が木場を包み込んだ。

『相あい棒ぼう』

　そのとき、ドライグが俺に語りかける。なんだよ？　こんな感動的な場面で！

『あの「騎ナ士イト」は至った』

　だから、何事だって！

『神セイクリツド器・ギアは所有者の想いを糧に変化と進化をしながら強くなっていく。だが、それとは別の領りよう域いきがある。所有者の想いが、願いが、この世界に漂う「流れ」に逆さからうほどの劇げき的てきな転じ方をしたとき、神セイクリツド器・ギアは至る。そう、それこそが──』

　ドライグは楽しそうな笑いを漏もらす。

『──禁バランス・手ブレイカーだ』

　闇やみ夜よの天を裂さく光が木場を祝福しているかのように見えた。









　New Knight & New Rival.






　──ただ、生きたかった。

　研究施し設せつから一人逃にげ出し、森のなかで血ち反へ吐どを吐はきながら走った僕ぼくはそれだけを考えていた。

　森を抜ぬけ、とある上級悪あく魔まの少女と出会ったとき、命の灯ともし火びは消えかかっていた。

「あなたは何を望むの？」

　死に逝ゆく間ま際ぎわの僕を抱だきかかえ、紅べに髪がみの少女は問う。

　かすれていく視し界かいのなかで僕は一言だけつぶやいた。

　──助けて。

　僕の命を。僕の仲間を。僕の人生を。

　僕の願いを。僕の力を。僕の才さい能のうを。僕を──。

　ただただ、それらを籠こめて願った。それが人間としての最後の言葉だった。

「──悪魔として生きる。それが我わが主あるじの願いであり、僕の願いでもあった。それでいいと思った。けれど──。エクスカリバーへの憎ぞう悪おと同志の無念だけは忘わすれられなかった。……いや、忘れても良かった。僕には──」

　いま、最高の仲間がいるんだ。

　イッセーくん、小こ猫ねこちゃん。復ふく讐しゆうにかられた僕を助けてくれた。

　ともに聖せい剣けん使いを探さがし回っていたとき、思ってしまったんだ。僕を助けてくれる仲間がいる。「それだけで十分じゃないのか？」──と。

　だけど、同志たちの魂たましいが復讐を願っているとしたら、僕は憎悪の魔剣をおろすわけにもいかない。

　だが、その想いも先ほど、解とき放はなたれた。

　──自分たちのことはもういい。キミだけでも生きてくれ。

　同志たちは僕に復讐を願ってはいなかった。願ってはいなかったんだ！

「でも、すべてが終わったわけじゃない」

　そう、終わりではない。目の前の邪じや悪あくを打ち倒たおさないと僕たちの悲ひ劇げきは繰くり返される。

「バルパー・ガリレイ。あなたを滅ほろぼさない限かぎり、第二、第三の僕たちが生を無む視しされる」

「ふん。研究に犠ぎ牲せいはつきものだと昔から言うではないか。ただそれだけのことだぞ？」

　やはり、あなたは邪悪すぎる！

「木き場ばァァァァァッッ！　フリードの野や郎ろうとエクスカリバーをぶっ叩たたけェェェェェ！」

　──イッセーくん。

「おまえは、リアス・グレモリー眷けん属ぞくの『騎ナ士イト』で、俺の仲間だ！　俺のダチなんだよ！　戦え木場ァァァァァァッッ！　あいつらの想おもいと魂を無む駄だにすんなァァァァッ！」

　キミは僕を助けてくれた。何も得がなかったのに、主あるじに罰ばつを受けるかもしれなかったのに──。

「祐ゆう斗と！　やりなさい！　自分で決着をつけるの！　エクスカリバーを超こえなさい！　あなたはこのリアス・グレモリーの眷属なのだから！　私の『騎士』はエクスカリバーごときに負けはしないわ！」

「祐斗くん！　信じてますわよ！」

　部長、副部長……。リアス部長！　朱あけ乃のさん！

「……祐斗先せん輩ぱい！」

　小猫ちゃん。

「ファイトです！」

　──皆みんな。

「ハハハ！　何泣いてんだよ？　幽ゆう霊れいちゃんたちと戦場のど真ん中で楽しく歌っちゃってさ。ウザいったらありゃしない。もう最悪。俺的にあの歌が大だい嫌きらいなんスよ。聞くだけで玉のお肌はだがガサついちゃう！　もう嫌いや。もう限げん界かい！　てめえを切り刻きざんで気分を落ち着かさせてもらいますよ！　この四本統とう合ごうさせた無む敵てきの聖剣ちゃんで！」

　フリード・セルゼン──。その身に宿る僕の同志の魂。これ以上悪用させるわけにはいかない！　この涙なみだは決意の涙だ！

「──僕は剣になる」

　同志たちよ。僕の魂と融ゆう合ごうした同志たちよ。

　一いつ緒しよに超えよう──。あのとき、達せなかった想いを、願いを、いまこそッッ！

「部長、仲間たちの剣となる！　今こそ僕の想いに応こたえてくれッ！　魔ソー剣ド・創バ造ースッッ!!」

　僕の神セイクリツド器・ギアと同志の魂が混まざり合う。同調し、カタチをなしていく。

　魔なる力と聖せいなる力が融合していった。

　──そう、この感覚。僕の神セイクリツド器・ギアが、僕の同志たちが教えてくれる。これは昇しよう華かだと。

　神こう々ごうしい輝きと禍まが々まがしいオーラを放ちながら、僕の手元に現あらわれたのは一本の剣──。

　完成したよ、皆。

「──禁バランス・手ブレイカー、『双覇ソード・オのブ・聖ビト魔レイ剣ヤー』。聖と魔を有する剣けんの力、その身で受け止めるといい」

　僕ぼくはフリード目め掛がけて走りだした。

『騎ナ士イト』の僕の特とく性せいはスピード！　フリードが目で僕の動きを追うが、フェイントを何度も入れて彼の視界から脱だつする。

　ギィィィン！

　それでも僕の一いち撃げきをフリードは受け止めた。本当、大した「はぐれ悪エ魔クソ祓シスいト」だよ。

　しかし、彼のエクスカリバーを覆おおうオーラが僕の剣によってかき消されていく。

「ッ！　本家本元の聖剣を凌りよう駕がすんのか、その駄だ剣けんが!?」

　驚きよう愕がくの声を出す彼。

「それが真のエクスカリバーならば、勝てなかっただろうね。──でも、そのエクスカリバーでは、僕と、同志たちの想おもいは絶たてない！」

「チィ！」

　舌した打うちしたフリードは僕を押おし返し、後方へ下がった。

「伸のびろォォォォォ！」

　彼のエクスカリバーが意思を持ったようにうねり始め、宙ちゆうを無む軌き道どうに激はげしく動きながらこちらへ迫せまってきた！

　──『擬エク態スカリのバー・聖ミ剣ミツク』の能のう力りよく！

　そうか、四本分の能力を有しているんだね。さらに剣は先せん端たんから枝えだ分わかれし、神速で降ふり注いでくる。

　こちらは『天エクス閃カリバのー・ラピ聖ツド剣リイ』か。速度が武ぶ器きだったね、あれは。

　四方八方、上からも下からも縦じゆう横おう無む尽じんに鋭するどい突きを放ってくるが、僕はすべて防ふせぐ。

　キミの殺気はわかりやすい。殺気の来る方向がわかれば、防ぐのも容よう易いなことだよ。

「なんでさ！　なんで当たらねぇぇぇぇぇぇッッ！　無敵の聖剣さまなんだろぉぉ！　昔から最強伝説を語り継つがれてきたじゃないのかよぉぉぉぉ！」

　フリードが叫さけぶ。その姿すがたには明らかに楽しみとともに焦あせりの影かげも見えた。

「なら！　なら、こいつも追加でいってみようかねぇぇっぇ！」

　聖剣の先端がふいに消える。

　透とう過か現げん象しよう？　これは『透エクスカ明リバー・トのランス聖ペアレ剣ンシー』の力だ。刀身を透明にさせる能力。

　だけど、殺気の飛ばし方を変えなければ、いくら刀身が見えなくても──。

　ギィン！　ギン！　ギン！　ギィィィン！

　透明な刀身と僕の剣が火花を散らす。僕は彼の攻こう撃げきをすべていなした。

「──ッ！」

　フリードは目元を引きつらせ、驚愕の表情になる。

「そうだ。そのままにしておけよ」

　横よこ殴なぐりにゼノヴィアが介かい入にゆうしてくる。左手に聖剣を持ち、右手を宙に広げた。

「ペトロ、バシレイオス、ディオニュシウス、そして聖せい母ぼマリアよ。我わが声に耳を傾かたむけてくれ」

　何かの言こと霊だまを発し始めている。彼女は何をするつもりだ？

　疑ぎ問もんに感じていた僕の視し界かいで空間が歪ゆがむ。歪みの中心にゼノヴィアが手を入れた。

　無む造ぞう作さに探さぐり、何かをつかむと次元の狭はざ間まから一気に引き出してくる。

　──そこにあったのは一本の聖なるオーラを放つ剣。

「この刃やいばに宿りしセイントの御み名なにおいて、我われは解かい放ほうする。──デュランダル！」

　デュランダル!?

　エクスカリバーに並ならぶほど有名な伝説の聖剣だ。しかも斬きれ味だけなら、最強だと聞いている。それをなぜ彼女が？

「デュランダルだと！」

「貴き様さま、エクスカリバーの使い手ではなかったのか！」

　バルパーばかりか、コカビエルもさすがに驚きを隠かくしきれない様子だった。

「残念。私はもともと聖剣デュランダルの使い手だ。エクスカリバーの使い手も兼けん任にんしていたにすぎない」

　ゼノヴィアがデュランダルをかまえた。

　エクスカリバーとの二刀流──。

「バカな！　私の研究ではデュランダルを扱あつかえる領りよう域いきまで達してはいないぞ!?」

「それはそうだろう。ヴァチカンでも人工的なデュランダル使いは創つくれていない」

「では、なぜだ！」

「イリナたち現げん存そんする人工聖剣使いと違ちがって私は数少ない天然ものだ」

　ゼノヴィアの言葉にバルパーは絶ぜつ句くしていた。ゼノヴィアは僕たちと違い、もとから聖剣に祝福された者だったようだ。

「デュランダルは想そう像ぞうを遥はるかに超こえる暴ぼう君くんでね。触ふれたものは何でもかんでも斬り刻む。私の言うこともろくに聞かない。ゆえに異い空くう間かんへ閉とじ込こめておかないと危き険けん極きわまりないのさ。使い手の私ですら手に余あまる剣だ。──さて、フリード・セルゼン。おまえのおかげでエクスカリバーとデュランダルの頂ちよう上じよう決戦ができる。私はいま歓かん喜きに打ち震ふるえているぞ。一ひと太た刀ちめで死んでくれるなよ？　せいぜいエクスカリバーの力を存ぞん分ぶんに揮ふるうことだ！」

　デュランダルの刀身がフリードの持つエクスカリバー以上に聖なるオーラを放ち始めた。

　あのオーラ、僕の聖せい魔ま剣けん以上の力を発はつ揮きしている！

「そんなのアリですかぁぁぁ!?　ここにきてのチョー展てん開かい！　クソッタレのクソビッチが！　そんな設せつ定ていいらねぇんだよォォォォ！」

　フリードが叫さけび、殺気をゼノヴィアへ向けた。目には見えないが、枝分かれした透明の剣を彼女に放ったのであろう。

　ガギィィィィン！

　たった一度の横なぎで、枝分かれした聖剣エクスカリバーが砕くだかれて姿を現あらわした。

　デュランダルからの剣風の余よ波はで、校庭の地面が大きく抉えぐれる。

「──所しよ詮せんは、折れた聖剣か。このデュランダルの相手にもならない」

　ゼノヴィアはつまらなそうに嘆たん息そくする。

　凄すさまじい威い力りよくだ。彼女の持つ『破エク壊スカリのバー・聖デストラ剣クシヨン』など比くらべ物にならない。

「マジかよマジかよマジですかよ！　伝説のエクスカリバーちゃんが木こっ端ぱ微み塵じんの四し散さん霧む散さんかよっ！　酷い！　これは酷すぎる！　かぁーっ！　折れたものを再さい利り用ようしようなんて思うのがいけなかったのでしょうか？　人間の浅はかさ、教会の愚おろかさ、いろんなものを垣かい間ま見みて俺さまは成長していきたい！」

　殺気の弱まった彼に僕は一気に詰つめ寄よった！

　彼も対たい応おうできていない！　チェックメイト！

　僕の聖せい魔ま剣けんをエクスカリバーで受け止めようとするが──。

　バギィィィン。

　儚はかない金きん属ぞく音おんが鳴り響ひびく。──聖剣エクスカリバーが砕くだけ散る音だ。

「──見ていてくれたかい？　僕らの力は、エクスカリバーを超こえたよ」

　聖剣を砕いた勢いきおいで、僕はフリードを斬きり払った。




　　　　─◯●◯─

　フリードは倒たおれ込こみ、肩かた口ぐちから横よこ腹ばらまでの僕がつけた傷きずから、鮮せん血けつを滴したたらせる。

　──勝った。

　僕たちはエクスカリバーを超えた。僕は天を仰あおぎ、聖魔剣を強く握にぎり締しめた。

　感無量という感かん情じようよりも、目標を失った喪そう失しつ感のほうが大きいように思える。僕が生きる理由のひとつが、生きていい理由のひとつが、無くなったような──。

「せ、聖魔剣だと……？　あり得ない……。反発しあうふたつの要よう素そがまじり合うなんてことはあるはずがないのだ……」

　バルパー・ガリレイが表情を強こわ張ばらせている。そうだった。まだ終わってはいない。

　彼を打だ倒とうしない限かぎり、悲ひ劇げきは続く。もう、これ以上僕たちのような存そん在ざいを生みだしてはいけないんだ。

「バルパー・ガリレイ。覚かく悟ごを決めてもらう」

　僕は聖魔剣をバルパーへ向け、斬きり込こもうとする。さあ、同志たち。これで終わりにしよう！　すべてに決着を！

「……そうか！　わかったぞ！　聖と魔、それらをつかさどる存在のバランスが大きく崩くずれているとするならば説明はつく！　つまり、魔王だけではなく、神も──」

　ズンッ。

　何かに思考が達したかに見えたバルパーの胸きよう部ぶを光の槍やりが貫つらぬいていた。

　──これは！

　ごぶっ。

　バルパーは口から血の塊かたまりを吐はきだすと、そのままグラウンドへ突つっ伏ぷした。

　僕は彼に駆かけ寄より、生死の確かく認にんをしようとするが──すでに彼は絶ぜつ命めいしている。

「バルパー。おまえは優ゆう秀しゆうだったよ。そこに思考が至ったのも優すぐれているがゆえだろうな。──だが、俺はおまえがいなくても別にいいんだ。最初から一人でやれる」

　宙ちゆうに浮うかぶコカビエルが嘲あざ笑わらっていた。バルパーを殺したのはコカビエル──。

「ハハハハ！　カァーハッハッハハハハハハハハハッ！」

　コカビエルは哄こう笑しようを上げ、地に足をつける。

　──圧あつ倒とう的な重じゆう圧あつ。

　凄すさまじいまでの自信とオーラをまといながら、堕だ天てん使しの幹かん部ぶはついに僕たちの前に立った。不ふ敵てきな笑えみを浮かべ、彼は言う。

「──限げん界かいまで赤せき龍りゆう帝ていの力を上げて、誰だれかに譲じよう渡としろ」

　自信に満ちた一言が発せられ、部長が激げつ昂こうした。

「私たちにチャンスでも与あたえるというの!?　ふざけないで！」

「ふざけないで？　ハハハ、ふざけているのはおまえたちのほうだ。俺を倒たおせると思っているのか？」

　眼がん光こうで凄すごまれるだけで、全身を射い貫ぬかれる。体中を恐きよう怖ふが支し配はいしていく。

　……これが、古いにしえより聖書に記される堕天使のプレッシャー。

　聖魔剣を握にぎる手に汗あせが満ち、手先まで冷たいものが走り抜けていく。

　この震ふるえはフェニックス家との一戦とは比くらべ物になどならない。

　──死戦。

　これは死ぬ覚かく悟ご、死んでもおかしくない状じよう況きようを受け入れねば立っていられない状じよう態たいだ。

　気持ちを入れ替かえなくてはならない。仇かたきが消えたとはいえ、まだ戦いは終わっていない。

　同志たちは願ってくれた。僕の生を。僕は生きなければならない。

　この場を凌しのいで、僕は悪魔として、グレモリー眷けん属ぞくとして、生きる！

　力を貸かしてくれ、僕と同志の想おもいが創つくりだした聖魔剣よ！

「……イッセー。神セイクリツド器・ギアを」

　部長の言葉にイッセーくんが応おうじる。

『Boost!ブースト』

　機械的な音声とともに真っ赤な閃せん光こうが彼の神セイクリツド器・ギアの宝ほう玉ぎよくから発せられた。

　そこから数分間──。

　僕たちは一歩も動けず、少しの挙動もできずにイッセーくんの倍ばい増ぞうを待っていた。

　隙すきあらばかかればいいのだろうが、眼がん前ぜんの堕天使はただ立っているだけでも隙ひとつ見つけられなかった。

　飛び込こめば、返り討うちに遭あうビジョンだけが脳のう裏りを過よぎり、うかつな行動をさせないでいた。おそらく、この場にいる全員がその状況だろう。

　生なま唾つばを飲み込こみ、体を震わせながら、ただただ赤せき龍りゆう帝ていの能のう力りよくが高まるのを待つしかなかった。

「──きた！」

　イッセーくんの籠こ手てがいっそう眩まばゆい光を発した。倍増が限界に達したのだろう。

「で、誰に譲渡する？」

　興きよう味み津しん々しんな口調でコカビエルが訊きいてくる。

　コカビエルに手を向けたのは──部長だった。

「イッセー！」

「はい！」

　部長の呼びかけにイッセーくんが譲渡を始める。

　お互たがいに手を握にぎり合う二人。握り合う手と手が信しん頼らいとともに二人の間の愛あい情じようを感じさせる。宝玉からの光が部長へ渡わたり、彼女の体を覆おおう紅あかい魔ま力りよくのオーラが膨ふくれ上がった。

　──っ。

　絶ぜつ大だいな魔力の波を肌はだにピリピリ感じ、強大な力が部長の手に生まれていた。

　くらえば塵ちりひとつ残さないであろうと思えるほどの質しつ量りようだ。あれをくらえば、大たい概がいの者は消し飛ぶはず。

　──しかし相手は。

「フハハハハハ！　いいぞ！　その魔力の波！　俺に伝わる力の波動は最上級悪魔の魔力だ！　もう少しで魔王クラスの魔力だぞ、リアス・グレモリー！　おまえも兄に負まけず劣おとらずの才に恵めぐまれているようだな！」

　心底うれしそうに堕天使の幹部は笑っている。狂きよう喜きに彩いろどられた表ひよう情じよう。

　彼は──戦いくさに喜びを感じている！

「消し飛べェェェェェェッッ！」

　部長の手から、最大級の魔力の塊かたまりが滅ほろびの力を帯びて撃うちだされる！

　ゴォォォォオオオオオオンッッ！

　地の底まで響ひびき渡るような振しん動どうを周囲に撒まき散ちらし、強大な一いち撃げきがコカビエルに向かっていく。片かた手て──いや、両手を前に突つきだして、コカビエルは迎むかえ撃とうとしていた。

「おもしろい！　おもしろいぞ、魔王の妹！　サーゼクスの妹！」

　コカビエルの両手に堕天使のオーラの源みなもとである光力が集まっていく。

　ドウゥウゥウゥゥゥンッッ！

　コカビエルは部長の放った最大の一撃を真正面から受ける。その表情は常じよう軌きを逸いつした鬼き気きのあるものだった。

「ぬぅぅぅううううううううんッッ！」

　部長の一撃が、徐じよ々じよに勢いきおいを殺され、カタチも崩されていく！

　──あの魔力でも倒しきれないのか！

　しかし、コカビエルも無む傷きずではなかった。身にまとう黒いローブの端はし々ばしが破やぶれ、魔力を受け止める手からも血が噴ふきだしている。

　だが、魔力の塊は徐々に確かく実じつに縮しゆく小しようしていった。部長も先ほどの一発で疲ひ弊へいしたのか、肩かたで激はげしく息をしている。

　あれほどの一撃、連発は無理だろう。しかも魔力の消費量からいっても次が撃てるかどうか……。

　あとはイッセーくんの神セイクリツド器・ギアを再ふたたび最大まで高めて誰だれかに譲じよう渡とすればいいが、このコカビエルを誰が倒せる？

　朱乃さん？　聖せい剣けんデュランダルを持ったゼノヴィア？

　禁バランス・手ブレイカーに至った僕ぼくでもコカビエルに浅いダメージを与あたえるのが精せい一いつ杯ぱいだろう。

　せめて、この禁バランス・手ブレイカー状態に慣なれていれば、話は違ちがっただろうが、至ったばかりの僕の力では──。

　いや、そんなことを言っていられない。仲間を、部員たちを、殺させるわけにはいかないんだ！　この身が果てるまで斬きり込む！

「雷いかずちよ！」

　朱乃さんが部長の魔力に夢む中ちゆうであるコカビエルに天てん雷らいを向ける。

　しかし、彼女の雷はコカビエルの黒き翼つばさの羽ばたきひとつで儚はかなく消失した。

「俺の邪じや魔まをするか、バラキエルの力を宿す者よ！」

「……私をあの者と一いつ緒しよにするなッ！」

　朱乃さんは目を見開き激げつ昂こうし、雷を連発するが、すべてコカビエルの翼つばさに薙なぎ払はらわれてしまう。

　バラキエル──堕だ天てん使しの幹かん部ぶだ。「雷らい光こう」の二つ名を持つ、雷の使い手。

　単たん純じゆんな戦せん闘とう力りよくでは、堕天使の総そう督とくでもあるアザゼルに匹ひつ敵てきすると聞く。

　そして、バラキエルは朱乃さんの──。

　部長の魔力を完全に手の中で消しよう滅めつさせたコカビエルは哄こう笑しようをあげる。

「悪魔に堕おちるとはな！　ハハハ！　まったく、愉ゆ快かいな眷けん属ぞくを持っているな、リアス・グレモリーよ！　赤せき龍りゆう帝てい、禁バランス・手ブレイカーに至った聖剣計画の成れの果て、そしてバラキエルの娘むすめ！　おまえも兄に負けず劣らずのゲテモノ好きのようだ！」

「兄の──我われらが魔王への暴ぼう言げんは許ゆるさないっ！　何よりも私の下げ僕ぼくへの侮ぶ辱じよくは万ばん死しに値あたいするわっ！」

　部長の怒いかりの叫さけびをコカビエルは鼻で笑い、挑ちよう戦せん的な物言いをする。

「ならば滅ほろぼしてみろッ！　魔王の妹！　『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』の飼かい主ぬし！　紅べに髪がみの滅ルイン殺・プリ姫ンセスよっ！　おまえが対たい峙じしているのは、貴き様さまら悪魔にとって長年の宿しゆく敵てきなのだぞ!?　これを好機と見なければおまえの程てい度どが知れるというものだ！」

　コカビエル──。僕の聖魔剣がどこまで通じるかはわからないが、やるしかない！

　ダッ！

　後方にいたゼノヴィアが駆かけだしたようだ。僕の隣となりを通り過すぎるとき、つぶやく。

「同時にしかけるぞ」

　その言葉を聞き、僕もその場から駆けだす。

　剣に力を込め、ゼノヴィアとともに斬きりかかる！

　先に斬りかかったのはゼノヴィア。コカビエルは光の剣を手に創つくりだし、片手で迎え撃った。

「フン！　デュランダルか！　一度壊こわれたエクスカリバーとは違ちがい、こちらの輝かがやきは本物か！　しかぁぁぁし！」

「──ッッ！」

　ブゥゥゥン！　空気が震え、耳鳴りが襲おそう。

　コカビエルは空いている手から波動を放ち、ゼノヴィアの体を宙ちゆうに浮うかせた。

　そこへコカビエルの蹴けりが彼女の腹ふく部ぶに及およんだ。

「がっ！」

　苦く悶もんの声を発し、ゼノヴィアが吹ふっ飛ばされていく。

「所しよ詮せんは使い手しだい。娘むすめ！　おまえではまだまだデュランダルは使いこなせんよ！　先代の使い手はそれはそれは常軌を逸するほどの強さだったぞ！」

　ゼノヴィアは空中で体たい勢せいを立て直し、地面にうまく着地すると、そのまま一気に斬り込んでいく。僕もそれに合わせて同時に斬りかかった！

「コカビエル、僕の聖魔剣であなたを滅ぼす！　もう誰も失うわけにはいかないんだ！」

「ほう！　聖剣と聖魔剣の同時攻こう撃げきか！　おもしろい！　実にいいぞ！　来いッッ！　そのぐらいでなければ俺は倒せんッッ！」

　コカビエルはもう片かた方ほうの手にも光の剣を生みだし、僕たちの剣をさばいていく！

　僕の聖魔剣、ゼノヴィアのデュランダルとエクスカリバー、それらすべての斬ざん戟げきをコカビエルは難なんなくいなしていった。

　くっ！　剣の技ぎ量りようでもコカビエルのほうが上なのか！

「そこ！」

　コカビエルの後方から小猫ちゃんが拳こぶしを打ち込んでくるが──。

「甘あまいわ！」

　黒い翼が鋭するどい刃は物ものと化し、小猫ちゃんの体を容よう赦しやなく斬り刻きざんだ。地面に叩たたきつけられ、彼女の体は鮮せん血けつを噴きだしていた。

「小猫ちゃん！」

「ほら、余よ所そ見みは死ぬぞ！」

　小猫ちゃんのダメージに一いつ瞬しゆんの隙すきを作った僕ぼくをコカビエルの光の剣が襲おそい掛かかる。

　ギィィィン！

「なっ！」

　僕の聖魔剣にひびが入る！　くっ！　剣の堅けん強きようさは僕の意志しだい。僕の集中が一瞬でも途切れれば、その間だけ硬こう度どが多少下がる。その刹せつ那なの瞬まばたきを捉とらえられた。

　ドンッ！

　コカビエルの全身から発生した衝しよう撃げき波はに僕とゼノヴィアはなす術すべもなく、吹き飛ばされていく。なんとか、体勢を整えるが……。僕もゼノヴィアも肩かたで息をしていた。

　──勝てない。

　そう脳のう裏りに過よぎった。実力の差は決定的なほどだ。禁バランス・手ブレイカーに至いたってもこれほどの差が生じている。

　堕だ天てん使しの幹部──。これほどのものか！

　ダメだ！　そんな思考を捨すてろ！　勝たなければいけない！　勝たなければ生き残れない！　僕ぼくは勝って生きる！

　小猫ちゃんのもとにイッセーくんとアーシアさんが駆かけ寄よった。アーシアさんの神セイクリツド器・ギアが発動し、小猫ちゃんの傷きずを癒いやし始める。

　よかった。これで小猫ちゃんの一命は取り止められるだろう。

「コカビエル！　まだだ！」

　僕は聖せい魔ま剣けんに再さい度ど力を込めて立ち向かう！　聖魔剣のひびが消え、万ばん全ぜんの態たい勢せいで斬きりかかった！

「ハハハ！　まだ来るか！　いいぞ、来い！」

「──聖魔剣よ」

　ザンッ！

　コカビエルの周囲に聖と魔のオーラを放つ刃を出しゆつ現げんさせ、堕天使を包囲する。これで相手をその場に固定できた。あとは一気に攻せめ立てる！

「これで囲ったつもりか？」

　不ふ敵てきに笑うコカビエルの十の黒き翼つばさがすべて幾いく重えにも重ねられた剣けんのようになって、周囲の聖魔剣を難なんなく砕くだいた。

　くっ！　ダメか！

　真正面からコカビエルに斬きりかかるが、堕天使の幹かん部ぶは動じずに──僕の聖魔剣を右手の人差し指と中指だけで受け止めた！

「こんなものか」

　嘆たん息そくするコカビエル。受け止められた聖魔剣はぴくりとも動かせない！　もう一本の聖魔剣を創つくりだし、二刀めを振ふるうがそれも左手の指二本で受けられる。

　──まだ、終わらせない！

　僕は大きく口を開けると、口周りに聖魔剣を創そう造ぞうしていく。──三本め！

　聖魔剣の柄つかを歯で押おさえ、勢いよく首を横に振ふった！

　さすがに三回めの斬ざん戟げきに虚きよをつかれたのか、コカビエルは押さえていた聖魔剣を解とき放はなち、後方へ退しりぞいた。いまのダメージは？

　コカビエルを確かく認にんすると、頬ほおに横一文字の薄うすい切り口。血が少しだけ滲にじみだしていた。

　いまの攻撃でもあれだけしかダメージを与あたえられない。これが堕天使の幹部……。

　この場にいる全員が肩で息をして、絶ぜつ望ぼう的な表ひよう情じようを浮うかべていた。

　ただ一人、余よ裕ゆうの顔であるコカビエルは苦く笑しようする。

「しかし、仕つかえるべき主あるじを亡なくしてまで、おまえたち神の信者と悪魔はよく戦う」

　突とつ然ぜん、コカビエルは謎なぞの言動を発し始める。

　何を語るつもりだ？

「……どういうこと？」

　部長が怪け訝げんそうな口調で訊きく。

　コカビエルは心底おかしそうに大笑いした。

　まるで無知な者を笑うかのように。

「フハハ、フハハハハハハハハハハハ！　そうだったな！　そうだった！　おまえたち下々まであれの真相は語られていなかったな！　なら、ついでだ。教えてやるよ。先の三つどもえ戦争で四大魔王だけじゃなく、神も死んだのさ」

　──ッ！

　……な、何を……。彼は何を言った……？

　信じられない様子なのはこの場にいる全員がそうだった。

「知らなくて当然だ。神が死んだなどと、誰だれに言える？　人間は神がいなくては心の均きん衡こうと定めた法も機き能のうしない不完全な者の集まりだぞ？　我われら堕天使、悪魔さえも下々にそれらを教えるわけにはいかなかった。どこから神が死んだと漏もれるかわかったものじゃないからな。三大勢せい力りよくでもこの真相を知っているのはトップと一部の者たちだけだ。先ほどバルパーが気づいたようだがな」

　……神がいない？　そ、そんなこと……。

　真実なのか？　まさか、そんな……。あり得ない……。

　で、では、僕らは、何を信じて、あの研究施し設せつで過すごしていたというんだ……？

「戦後残されたのは、神を失った天使、魔王全員と上級悪魔の大半を失った悪魔、幹部以外のほとんどを失った堕天使。もはや、疲ひ弊へい状じよう態たいどころじゃなかった。どこの勢力も人間に頼たよらねば種の存そん続ぞくができないほどにまで落ちぶれたのだ。特に天使と堕天使は人間と交まじわらねば種を残せない。堕天使は天使が堕おちれば数は増ふえるが、純じゆん粋すいな天使は神を失ったいまでは増えることなどできない。悪魔も純じゆん血けつ種しゆが希少だろう？」

「……ウソだ。……ウソだ」

　少し離はなれたところで、力が抜ぬけうなだれるゼノヴィアの姿すがたがあった。

　その表情は見ていられないほど、狼ろう狽ばいに包まれている。

　現げん役えきの信しん仰こう者しや。神の下げ僕ぼく。神に仕えることを使命として、生きてきた存そん在ざい──。

　いまここで神の存在を否ひ定ていされれば、生き甲が斐いを失えば、そうなるのは当然だろう。

　僕ぼくだって……。この人生は本当に何だったのだろうと、歯は噛がみする思いだ。

「正直に言えば、もう大きな戦争など故こ意いにでも起こさない限かぎり、再ふたたび起きない。それだけ、どこの勢力も先の戦争で泣きを見た。お互たがい争あらそい合う大元である神と魔ま王おうが死んだ以上、戦争継けい続ぞくは無意味だと判はん断だんしやがった。アザゼルの野や郎ろうも戦争で部下を大半亡なくしちまったせいか、『二度めの戦争はない』と宣せん言げんするしまつだ！　耐たえ難がたい！　耐え難いんだよ！　一度振ふり上げた拳こぶしを収おさめるだと!?　ふざけるな。ふざけるなッ！　あのまま継続すれば、俺たちが勝てたかもしれないのだ！　それを奴やつはッ！　人間の神セイクリツド器・ギア所有者を招まねき入れねば生きていけぬ堕天使どもなぞ何の価か値ちがある!?」

　強く持じ論ろんを語るコカビエル。憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうとなっていた。

　事の真相は想そう像ぞう以上に僕らへ衝しよう撃げきを与えている。

　アーシアさんは口元を手で押さえ、目を大きく見開いて、全身を震ふるわせていた。

　悪魔になったとはいえ、彼女の信しん仰こう心しんは死んではいなかった。

「……主がいないのですか？　主は……死んでいる？　では、私たちに与えられる愛は……」

　アーシアさんの疑ぎ問もんにコカビエルはおかしそうに答える。

「そうだ。神の守しゆ護ご、愛がなくて当然なんだよ。神はすでにいないのだからな。ミカエルはよくやっている。神の代わりをして天使と人間をまとめているのだからな。まあ、神が使用していた『システム』が機能していれば、神への祈りも祝福も悪エ霊クソ祓シスいトもある程度動作はする。──ただ、神がいる頃に比べ、切られる信徒の数が格かく段だんに増えたがね。そこの聖せい魔ま剣けんの小こ僧ぞうが聖魔剣を創つくりだせたのも神と魔王のバランスが崩くずれているからだ。本来なら、聖と魔は混じり合わない。聖と魔のパワーバランスを司つかさどる神と魔王がいなくなれば、様々なところで特異な現象も起こる」

　僕の聖魔剣ができたのは偶ぐう然ぜんではなかったわけだね。神がいないから誕たん生じようした。皮肉なものを感じる。

　コカビエルの言葉を聞き、アーシアさんがその場でくずおれた。

「アーシア！　アーシアしっかりしろ！」

　イッセーくんが彼女を抱かかえ、呼びかける。彼女がショックを受けるのは無理もないだろう。彼女の人生の大半は神に捧ささげてきたものなのだから。存在すると信じて自分の人生を犠ぎ牲せいにしてきた──。心中察するに余あまりある。

　神へ造ぞう反はんしたとはいえ、僕も人生の大半を神に捧げてきた。僕の同志たちも──。

　心の中は複ふく雑ざつ極きわまりない……。

　僕らにかまわずコカビエルは拳こぶしを天にかざす。

「俺は戦争を始める、これを機に！　おまえたちの首を土み産やげに！　俺だけでもあのときの続きをしてやる！　我われら堕だ天てん使しこそが最強だとサーゼクスにも、ミカエルにも見せ付けてやる！」

　──っ。

　ルシファー。ミカエル。

　どちらも聖書に記された、強大な存在だ。コカビエルはその者たちを相手にしようとしている。それだけの力を有している。

　僕たちはそのような者と戦っていたのだ。

　──勝てるはずがない。

　スケールが、僕らと違いすぎる。イメージが、僕らとは桁けた違ちがいだ。

　最初から立ち向かうべき相手ではなかったのかもしれない……。

　それでも──。

　剣を握にぎり締しめ、向かおうとした僕だが、視し界かいに眩まぶしいほどの赤い閃せん光こうが飛び込こんでくる。

　──イッセーくんだ。

「ふざけんな！　おまえの勝手な言い分で俺の町を、俺の仲間を、部長を、アーシアを消されてたまるかッッ！　それに俺はハーレム王になるんだぜ、てめえに俺の計画を邪じや魔まされちゃ困こまるんだよ！」

　カッコつけてるつもりかもしれないけど、それじゃダメだよ、イッセーくん。

「くくく。ハーレム王？　ハハハ、赤せき龍りゆう帝ていはそれがお望みか。なら俺と来るか？　すぐにハーレム王になれるぞ？　行く先々で美女を見み繕つくろってやる。好きなだけ抱だけばいい」

　コカビエルが甘かん言げんをイッセーくんに放つ。ふっ、いくらイッセーくんでもそんな戯たわ言ごと──。

「…………」

　イッセーくんはその場にカッコつけたままの姿し勢せいで硬こう直ちよくしていた。

「そ、そんな甘あまい言葉で俺が騙だまされるものかよ」

　い、いまの間は何!?　イ、イッセーくん、まさか、そんな！

「イッセー！　もう！　よだれを拭ふきなさい！　あなたどうしてこんなときまで！」

　部長も激げき怒どしていた。当然だ。何たることだよ、イッセーくん！

「……す、すみません。どうにもハーレムって言葉に弱くて……」

「そんなに女の子がいいなら、この場から生きて帰ったら私がいろいろとしてあげるわよ！」

「マジですか!?　じゃ、じゃあ、おっぱいを吸すったり！」

「ええ！　それで勝てるなら安いものだわ！」

　カァァァァァアアアアアアアアアアアアアアアッッ！

　ブーステッド・ギアの宝ほう玉ぎよくがかつてない輝かがやきを放っていた！

「ふふふ。吸う。吸える。吸えるんだ！」

　イッセーくんが不ふ敵てきな笑えみをこぼし始めた。

「いまの俺は神すらも殴なぐり飛ばせるぜ。あ、神さまいないんだっけ。ハハハハ！」

　眩まばゆいほどの赤い光！　とてつもない力強さが彼の神セイクリツド器・ギアから伝わってくる。

「よっしゃぁぁぁぁぁぁあああああ！　部長の乳ち首くびを吸うため、やられてもらうぜ、コカビエルゥゥゥゥ！」

　──そんな理由で!?

　神セイクリツド器・ギアは宿主の想おもいに応こたえて力を決定する。ブーステッド・ギアはイッセーくんのいやらしいスケベ根こん性じように呼こ応おうして力を発はつ揮きしようとしていた。それでいいのか、「赤ウエルいシユ・龍ドラゴン」!?

　部長も大声で叫さけばれたためなのか、気き恥はずかしそうに頬ほおを赤く染そめていた。

　心中お察しします、本当に。

「……女の乳首を吸う想いだけで力を解とき放はなつ赤龍帝は初めてだ。……なんだ、おまえは？　どこの誰だれだ？」

　目元をひくつかせながらコカビエルが訊たずねる。

　イッセーくんは堂々と胸むねを張はって答えた。

「リアス・グレモリー眷けん属ぞくの『兵ポ士ーン』！　兵ひよう藤どう一いつ誠せいさ！　覚えとけ、コカビエル！　俺はエロと熱血で生きるブーステッド・ギアの宿主さ！」

　先ほどまで実力差に絶ぜつ望ぼう感が漂ただよっていた周囲だが、イッセーくんの活いき活きとした叫さけびが不思議と僕ぼくに活力を与あたえていた。

　本当バカらしい。イッセーくんと関かかわりだしてから、変なところで力が湧わき上がる。

　僕、熱血キャラじゃなかったんだけどね。──けど、それもいい。

　部長も朱乃さんもアーシアさんも小猫ちゃんも満まん身しん創そう痍いのはずなのにコカビエルへ立ち向かう姿勢になっていた。

　まだ戦える。まだ負けたわけじゃない。そう、まだ勝てないわけじゃないんだ！

　全員の気持ちがひとつになった、そのときだった──。

「──ふふふ、おもしろいな」

　空から聞こえてきた突とつ然ぜんの声。この場にいる誰のものでもない。

　最初に気づいたのは、様々な力の流れを読むのに長たけた副部長の朱乃さんだ。

　突然、彼女は空を見上げた。続いて何かを感じたのが、部長だった。

　二人が暗黒の夜空を同時に見上げる。怪け訝げんに思う僕だが、その直後、すぐに理り解かいした。

　ぞっ……。

　全身を駆かけ巡めぐる言い知れない緊きん張ちよう感と恐きよう怖ふ──。

　圧あつ倒とう的な存そん在ざい感と絶ぜつ望ぼう的なまでに感じる力量差を振ふり撒まきながら、それは空から降ふってきた。

　カッ！

　一直線に伸のびる白い閃光が、闇やみの世界を切り裂さきながら舞まい降おりる。あの速度で地面へ降こう下かすれば、地じ響ひびきとともにクレーターが生まれ、辺り一面に土つち煙けむりが巻まき起こるのは必然だろう。

　──だが、そんなことは起きなかった。

　僕たちの眼がん前ぜんに白が映うつる──。

　闇のなかで輝かがやく、一いつ切さいの曇くもりも陰かげりも見せない白きもの。地面すれすれの高度で、その場で浮うかんでいた。

　白き全プレ身ートア鎧ーマー。体の各所に宝玉らしきものが埋うめ込こまれ、顔まで鎧よろいに包まれていて、その者の表ひよう情じようは窺うかがえない。

　背せ中なかから生える八枚まいの光の翼つばさは、闇やみ夜よを切り裂き、神こう々ごうしいまでの輝きを発している。

　見覚えがあった、その白き鎧に包まれた者に。色とカタチは違うが、似にている──。『赤ブース龍テツド帝・ギア・スのケイル鎧メイル』にそっくりだ──。

　おそらく、あの場面、あの場所であれを見た者は、僕以外でもそう認にん識しきしているだろう。

　そして、同時に把は握あくする。目の前の存在が何なのか。

「……『白バニシいング・龍ドラゴン』」

　最初にそれを口にしたのは堕だ天てん使しの幹かん部ぶであるコカビエルだった。

　やはり、そうか。

「赤ウエルいシユ・龍ドラゴン」と対ついを成すもの──「白バニシいング・龍ドラゴン」。

　全身が震ふるえている。心の奥おく底そこまでつかまれている感覚が、体を微び動どうだにもさせてはくれない。同時に神しん秘ぴな輝きを放つ白き姿に心を魅み了りようされていく。──美しい。

　心身を一いつ瞬しゆんで射い貫ぬかれた──。

　コカビエルはその白き鎧を目にして、舌した打うちした。

「『神ロ滅ンギ具ヌス』のひとつ、『白龍デイバイン皇・デイのバイ光デイ翼ング』……。鎧と化しているということは、すでにその姿は禁バランス・手ブレイカー状じよう態たいである『白デイバイン龍・イバイ皇デイングの・スケイ鎧ルメイル』か。──『赤龍ブース帝テツのド籠・手ギア』同様、忌いま々いましい限かぎりだ」

　……禁バランス・手ブレイカーの「白バニシいング・龍ドラゴン」。

「……赤に惹ひかれたか。『白バニシいング・龍ドラゴン』よ。邪魔立ては──」

　コカビエルが言葉をすべて言いきる前に、彼の黒き翼つばさが宙ちゆうを舞まった。

　刹せつ那な、彼から鮮せん血けつが飛びだす。

「まるでカラスの羽だ。薄うす汚ぎたない色をしている。アザゼルの羽はもっと薄うす暗ぐらく、常とこ闇やみのようだったぞ？」

　僕の目では捉とらえきれなかったが、白い何かがコカビエルを襲おそったのは確たしかだ。

「白バニシいング・龍ドラゴン」は手に黒き翼を持っていた。声からして、「白バニシいング・龍ドラゴン」は若わかい男だん性せいか？

「き、貴き様さま！　俺の羽をっ！」

　翼をもがれ、怒いかり狂くるうコカビエルだが、「白バニシいング・龍ドラゴン」は笑いを小さくこぼす。

「どうせ堕おちた印だ。地より下の世界へ堕ちた者に羽なんて必要ないだろう？　まだ飛ぶつもりなのか？」

「『白バニシいング・龍ドラゴン』ッ！　俺に逆らうのか！」

　空に無数の光の槍やりを出しゆつ現げんさせるコカビエルだが、「白バニシいング・龍ドラゴン」は動じずにハッキリと口にする。

「──我が名はアルビオン」

『Divide!デイバイド』

　音声が聞こえ、コカビエルを覆おおっていたオーラが一気に減げん少しようする。

　宙に漂っていた光の槍も半数が霧む散さんした。

「我わが神セイクリツド器・ギア、『白龍デイバイン皇・デイのバイ光デイ翼ング』の能のう力りよくのひとつ。触ふれた者の力を十秒ごとに半分にさせていく。おまえの力は我が糧かてとなる。時間はないぞ？　早くこちらを倒たおさねば、人間にすら勝てなくなる」

　──伝説の通りか。

　赤せき龍りゆう帝ていの能力は所有者の力を倍化し、何かに譲じよう渡とするもの。

　白はく龍りゆう皇こうの能力は相手の力を奪うばい、自らの糧にするもの。

　残った翼を羽ばたかせ、コカビエルが「白バニシいング・龍ドラゴン」──アルビオンに立ち向かっていくが、光速とでも言える動きで翻ほん弄ろうされ、捉えられずにいた。

　僕たちを圧あつ倒とうしていた堕天使の幹部が、白き鎧よろいに身を包つつんだ者にもてあそばれている。

『Divide!デイバイド』

「おのれ！」

　光の槍と剣けんでアルビオンに攻こう撃げきをくわえるが、白龍皇は腕うでを横になぐだけでそれらを消失させてしまう。

　コカビエルが苦戦している間にも、彼の力は半分になっていく。

『Divide!デイバイド』

　何度めかの音声。コカビエルの動きは僕でも容よう易いに相手ができるほど、落ち込んでいた。

　アルビオンが嘆たん息そくする。

「……もはや、中級の堕天使並なみか。つまらない。もう少し楽しめると思ったんだが……終わらせるか」

　フッ。

　視し界かいから消え去り、光の軌き跡せきを生みだしながら、アルビオンがコカビエルへ直進する。

　ドゴッ！

　アルビオンの拳こぶしがコカビエルの腹部に深く突つき刺ささった。

　体をくの字に折り曲げて、コカビエルが吐としゃ物ぶつを地面に撒まき散らした。

　その姿すがたに先ほどまで感じられた偉い大だいなものは微み塵じんも──。

「……バ、バカな……。こ、この俺が……」

「なんだ、ありきたりのセリフを吐はくんだな。バカな？　この俺が？　そのあとはなんだ？　そんなはずはない、か？」

　アルビオンはおかしそうに笑いを漏もらす。

「あんたを無理やりにでも連れて帰るようアザゼルに言われているんだ。──あんたは少しばかり勝手が過すぎた」

「貴様！　そうか！　アザゼルが──。アザゼルゥゥゥゥ！　お、俺はぁぁぁぁぁ！」

　ゴンッ！

　アルビオンの拳けん打だが、コカビエルの顔面に突つき刺ささった。

　ずるっ……。

　コカビエルは、その場で力なくくずおれて、そのまま地面に突っ伏ぷした。

　──十もの翼つばさを生やしていた堕だ天てん使しの幹かん部ぶが、地に倒れ伏すのか。

　アルビオンは自分で倒したコカビエルの体を肩かたに担かついだ。

「フリードも回かい収しゆうしなければならないか。聞きださないといけないこともある。始末はそのあとか」

　倒たおれ込むフリードのもとにも足を運び、アルビオンは腕に抱かかえた。

　彼は二人を回収すると、光の翼を展てん開かいし、空へ飛び立とうとした。

『無む視しか、白いの』

　──初めて聞く声。

　声の発生元はイッセーくんのほうだった。彼の籠こ手てが光りだしていた。

『起きていたか、赤いの』

　アルビオンの鎧の宝ほう玉ぎよくも白き輝かがやきを発していた。

　宝玉に宿る者同士が会話を始めたのか？

『せっかく出会ったのにこの状じよう況きようではな』

『いいさ、いずれ戦う運命だ。こういうこともある』

『しかし、白いの。以前のような敵てき意いが伝わってこないが？』

『赤いの、そちらも敵意が段違いに低いじゃないか』

『お互たがい、戦い以外の興きよう味み対たい象しようがあるということか』

『そういうことだ。こちらはしばらく独どく自じに楽しませてもらうよ。たまには悪くないだろう？　また会おう、ドライグ』

『それもまた一いつ興きようか。じゃあな、アルビオン』

　会話は、赤せき龍りゆう帝ていと白はく龍りゆう皇こうのもの。

　別れを告げた両者だったが、イッセーくんは納なつ得とくできていないように前へ出る。

「おい！　どういうことだ!?　おまえは何者で、何をやってんだよ!?　てか、おまえのせいで俺は部長のお乳ちちが吸すえなくなっちまったんだぞ！」

　憤ふん怒ぬの表ひよう情じようをイッセーくんは見せる。……いやいや、そこは怒おこるところなの？

　白バニシいング・龍ドラゴンの所有者は、一言だけ残す。

「すべてを理り解かいするには力が必要だ。強くなれよ、いずれ戦う俺の宿しゆく敵てきくん」

　白き閃せん光こうと化して、それは飛び立っていく──。

　誰だれも彼も予想外の戦いくさの終しゆう焉えんに言葉を失っていた。

　コカビエルの展てん開かいしていた破は壊かいの魔ま方ほう陣じんもすでに消失している。

　──終わった。

　突とつ然ぜんの乱らん入にゆうがあったとはいえ、この町は救われた。

　ふいにバルパーの死体に視し線せんが移うつる。……本当は終わりではないかもしれない。ヴァチカンの本部に彼の研究を引き継ついだ者がいるだろうからだ。

　僕ぼくはその者と対たい峙じしたとき、この聖魔剣をどうしたいのか……。

　それはまだわからないけど、いまは──。そう、いまだけは──。

　バシッ。

　僕の頭部を叩たたく者がいた。振ふり返れば笑え顔がおのイッセーくんがそこにいた。

「やったじゃねぇか、色男！　へー、それが聖魔剣か。白いのと黒いのが入り混まじっててキレイなもんだなぁ」

　興きよう味み津しん々しんの様子で彼は僕の聖魔剣を見ていた。

「イッセーくん、僕は──」

「ま、いまは細かいの言いっこなしだ。とりあえず、いったん終しゆう了りようってことでいいだろう？　聖剣もさ、おまえの仲間のこともさ」

「うん」

　ありがとう、イッセーくん。キミはこんな僕のためにいろいろと考えて動いてくれた。

「……木場さん、また一いつ緒しよに部活できますよね？」

　アーシアさんが心配そうに訊きいてくる。神の存そん在ざいを否定され、心中はショックであるはずなのに彼女は僕の心配をしてくれた。本当にやさしい女の子なんだと思う。

　だいじょうぶ──と答えようとしたとき、

「祐斗」

　僕を呼よぶ部長の声。部長は笑え顔がおで僕を迎むかえ入れてくれた。

「祐斗、よく帰ってきてくれたわ。それに禁バランス・手ブレイカーだなんて、私も誇ほこれるわよ」

「……部長、僕は……部員の皆みんなに……。何よりも、一度命を救ってくれたあなたを裏うら切ぎってしまいました……。お詫わびする言葉が見つかりません……」

　部長の手が僕の頬ほおをなでる。部長は何かあると、必ずこうして慰なぐさめてくれた。

「でも、あなたは帰ってきてくれた。もう、それだけで十分。彼らの想おもいを無む駄だにしてはダメよ」

「部長……。僕はここに改めて誓ちかいます。僕、木場祐斗はリアス・グレモリーの眷けん属ぞく──『騎ナ士イト』として、あなたと仲間たちを終生お守りします」

「うふふ。ありがとう。でも、それをイッセーの前で言ってはダメよ？」

　見れば、イッセーくんは嫉しつ妬との眼まな差ざしで僕を睨にらんでいた。

「俺だって、『騎士』になって部長を守りたかったんだぞ！　でも、おまえ以外に部長の『騎士』を務つとまる奴やつがいないんだよ！　責せき任にん持って、任にん務むを完かん遂すいしろ！」

　照れ臭くさそうに彼は言う。

「うん、わかっているよ、イッセーくん」

「さて」

　ブゥゥゥン。危き険けんな音を立てて、部長の手が紅あかいオーラに包まれた。

　……あ、あの、何事でしょうか？　怪け訝げんに思う僕へ部長はニッコリ微ほほ笑えんで言った。

「祐斗、勝手なことをした罰ばつよ。お尻しり叩たたき千回ね」

　魔王の加か勢せいが到とう着ちやくしたのは、すべてが終わって三十分以上経たってからだった──。

　その間、僕は横でイッセーくんに爆ばく笑しようされながら、お尻を叩かれた。

　とてつもなく痛いたかったけど、ここへ戻もどってこられた気がしたんだ。









　New Life.






　コカビエル襲しゆう撃げき事じ件けんから数日後──。

　放課後の部室に顔を出した俺とアーシアはソファーに座すわる外国の女の子に驚おどろいた。

「やあ、赤せき龍りゆう帝てい」

　緑のメッシュを入れた女子──ゼノヴィアが駒く王おう学園の制せい服ふくを身にまとい、堂々と部室にいた。

「なっ……なんで、おまえがここに!?」

　動どう揺ようを隠かくせない俺は指を突つきつけて訊きく。

　バッ！

　そのとき、ゼノヴィアの背せ中なかから黒い翼つばさが生える！

　ええええええええええええええええええええええええええええええええ！

　あ、悪あく魔まの翼じゃん！　ど、どういうことですか!?

　ゼノヴィアはふんと鼻息をつきながら言う。

「神がいないと知ったんでね、破やぶれかぶれで悪魔に転生した。リアス・グレモリーから『騎ナ士イト』の駒をいただいた。デュランダルがすごいだけで私はそこまですごくなかったようだから、ひとつの消費で済すんだみたいだぞ。で、この学園にも編へん入にゆうさせてもらった。今日から高校二年の同級生でオカルト研究部所しよ属ぞくだそうだ。よろしくね、イッセーくん♪」

「……真顔でかわいい声を出すな」

「イリナの真ま似ねをしたのだが、うまくいかないものだな」

「つーか、転生かよ！　部長、貴き重ちような駒をいいんですか？」

　そう、神がいないこと、その真実をこいつは知ってしまっている。だからって、急すぎるだろう！

「まあ、デュランダル使いが眷けん族ぞくにいるのは頼たのもしいわ。これで祐斗とともに剣士の二翼が誕たん生じようしたわね」

　部長は楽しげだ。おおっ、それでいいのかい。細かい点にこだわらないのが部長らしいというか。

　確たしかに伝説の聖せい剣けんを持った剣士が味方ってのは心強い。「レーティングゲーム」の際さいも相手は悪魔だから、聖剣が猛もう威いを揮ふるってくれるだろうしな。グレモリー眷属がさらに強化されていく！

「そう、私はもう悪魔だ。後あと戻もどりできない。──いや、これで良かったのか？　うぅむ、しかし、神がいない以上、私の人生は破は綻たんしたわけだ。だが、元敵てきの悪魔に降くだるというのはどうなのだろうか……。いくら相手が魔王の妹だからといって……」

　ゼノヴィアは何やらぶつぶつとつぶやきながら頭を抱かかえだした。あー、アーシアみたいに祈いのってダメージ受けてるし。人のこと言えないけど、この子も変だよね。

「ところでイリナは？」

　こいつがいるのに紫し藤どうイリナだけいないのはなぜだ？

「イリナなら、私のエクスカリバーを合わせた五本とバルパーの遺い体たいを持って本部に帰った。統とう合ごうしたエクスカリバーを破は壊かいしてしまったせいか、芯しんとなっている『かけら』の状じよう態たいで回かい収しゆうした。まあ、奪だつ還かんの任務には成功したわけだよ。芯があれば錬れん金きん術じゆつで鍛きたえて再ふたたび聖剣にできる」

　四本が一本になったエクスカリバーは木場とゼノヴィアが破壊してしまった。

　もとになった真のエクスカリバーの「かけら」は無事だったみたいだけどね。

「エクスカリバーを返していいのか？　てか、教会裏うら切ぎっていいのかよ？」

「いちおうあれは返しておかないとマズい。デュランダルと違ちがい、使い手は他に見み繕つくろえるからね。私にはデュランダルがあれば事足りる。あちらへ神の不ふ在ざいを知ったことに関して述のべたら、何も言わなくなったよ。私は神の不在を知ったことで異い分ぶん子しになったわけだ。教会は異分子を、異い端たんを酷ひどく嫌きらう。たとえ、デュランダルの使い手でも捨すてる。アーシア・アルジェントのときと同じだな」

　彼女は自じ嘲ちようした。……教会ってのはそこまで異端の者を排はい除じよするのか。徹てつ底ていすぎだな。

「イリナは運がいい。ケガをしたため、戦線離り脱だつをしていたとはいえ、あの場で、あの真実を知らずに済んだのだからね。私以上に信しん仰こうの深かった彼女だ。神がいないことを知れば、心の均きん衡こうはどうなっていたかわからない」

　敬けい虔けんなクリスチャンほど、真相は辛つらいものだろう。下手すりゃ、自分の生き方すべてを否定されることになるからな。そうなったら、人間ってのはどうなるかわかったもんじゃない。

「ただ、私が悪魔となったことをとても残念がっていた。神の不在が理由だと言えないしね。なんとも言えない別れだった。次に会うときは敵かな」

　ゼノヴィアは目元を細めながら言う。

　イリナ、どんな気持ちで帰国したのだろうか……。

　部員が全員そろったことを確かく認にんすると、部長が語りだす。

「教会は今回のことで悪魔側──つまり魔ま王おうに打だ診しんしてきたそうよ。『堕だ天てん使しの動きが不ふ透とう明めいで不ふ誠せい実じつのため、遺い憾かんではあるが連れん絡らくを取り合いたい』──と。それとバルパーの件けんについても過か去こ逃のがしたことに関して自分たちにも非ひがあると謝しや罪ざいしてきたわ」

　……あくまで遺憾なんだ。まあ、基き本ほん的に敵てき同どう士しだもんな。

　ま、バルパーの件を謝しや罪ざいされただけでもＯＫってことなのかな。

「しかし、この学まなび舎やは恐おそろしいな。ここには魔王の妹がもう一名いるのだもの」

　と、ゼノヴィアは嘆たん息そくしながら言う。

　もう一人の魔王の妹？　も、もしかして……。

　この学校に上級悪魔は二名しかいない。そうなると──会長が!?

　部長に視し線せんを向けると、俺の思いついたものを肯こう定ていするかのようにうなずいた。

　はわわわわ……。凄すさまじいことになってますな。

　そうそう、コカビエルに破壊された校庭や体育館は魔王の関係者が直してくれた。

　一ひと晩ばんで直してしまう悪魔の力に脱だつ帽ぼうさ。

　考えてみれば、別空間に学園のレプリカを作りだすほどだ。余よ裕ゆうなのかも。

　ていうか、魔王からの援えん助じよがあるって、マジでどうなってんだ、この学園は……。

「今回のことは、堕天使の総そう督とくアザゼルから、神側と悪魔側に真相が伝わってきたわ。エクスカリバー強ごう奪だつはコカビエルの単たん独どく行こう為い。他の幹かん部ぶは知らないことだった。三すくみの均衡を崩くずそうと画かく策さくし、再び戦争を起こそうとした罪により、『地獄コキのユ最ー下ト層ス』で永えい久きゆう冷れい凍とうの刑けいが執しつ行こうされたそうよ」

　部長がそう説明してくれた。

　じゃあ、コカビエルは二度とシャバに出てこられないのか。

　そりゃいいや。あんな暴あばれん坊ぼう、二度とお目見えしたくないぜ。とんだ戦争バカの堕天使でした。

「『白バニシいング・龍ドラゴン』が介かい入にゆうし、最終的に事を収おさめたカタチになってしまったけどね。自分たちの組そ織しきの者が起こした暴ぼう動どうは自分たちの組織の者で収しゆう拾しゆうさせる」

　あのとき、空から降ふってきた「白バニシいング・龍ドラゴン」。すでに禁バランス・手ブレイカー状態だった。俺みたいなハンパなものじゃない。

　──完全な禁バランス・手ブレイカー。

　……現げん時じ点てんじゃ、俺のほうが圧あつ倒とう的てきに弱いか。

　俺がいつか戦うことになる存そん在ざい──白はく龍りゆう皇こうアルビオン。

　本体の名前はまだわからないが、次に出会うまでに少しでも差を埋うめたい──。

「近いうちに天使側の代表、悪魔側の代表、アザゼルが会談を開くらしいわ。なんでもアザゼルから話したいことがあるみたいだから。そのときにコカビエルのことを謝罪するかもしれないなんて言われているけれど、あのアザゼルが謝あやまるかしら」

　肩かたをすくめながら、部長が忌いま々いましそうに言う。

　豪ごう胆たん──エゴの塊かたまりってわけか、堕天使の総督さまは。

　つーか、三大勢力の代表者が一堂に集まるなんてとんでもないことじゃないのか？　そこで何を話し合うか俺には想そう像ぞうがつかないけど、今後の世界に影えい響きようが出そうだなぁ……。

「私たちもその場に招しよう待たいされているわ。事じ件けんに関かかわってしまったから、そこで今回の報ほう告こくをしなくてはいけないの」

「マジっスか!?」

　部長の言葉に驚おどろいたのは俺だけではない。全員、驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべている。そりゃそうだ。大ボスたちの会合に居い合あわせろって言われれば誰だれだって驚くって！

　どうなっちまうんだ？　俺たちとこの世界は……。

　あー、そうだ。俺はずっと疑ぎ問もんに感じていたことをゼノヴィアに訊たずねる。

「……『白バニシいング・龍ドラゴン』は堕天使側なのか？」

「そうだ。アザゼルは『神ロ滅ンギ具ヌス』を持つ神セイクリツド器・ギア所有者を集めている。何を考えているかはわからないが、ろくでもないことをしようとしているのは確たしかだね。『白バニシいング・龍ドラゴン』はそのなかでもトップクラスの使い手。『神のグ子をリ見張ゴる者リ』の幹部を含ふくめた強つわ者もののなかでも四番めか五番めに強いと聞く。すでに完全な禁バランス・手ブレイカー状じよう態たい。現時点でライバルのキミよりも断だん然ぜん強い」

　──四番め!?

　……だから、俺たちじゃ歯が立たなかったコカビエルを倒たおせたのか。

　前ぜん途と多た難なんだな、ドライグ。

　ゼノヴィアの視線がアーシアに移うつる。

「……そうだな、アーシア・アルジェントに謝ろう。主がいないのならば、救いも愛もなかったわけだからね。すまなかった、アーシア・アルジェント。キミの気が済すむのなら、殴なぐってくれてもかまわない」

　ゼノヴィアは頭を下げてくる。日本風の謝罪だな。

　あまり表情が変わらないから、どこまで本心かはわからない。

「……そんな、私はそのようなことをするつもりはありません。ゼノヴィアさん。私はいまの生活に満足しています。悪魔ですけど、大切なヒトに──大切な方々に出会えたのですから。私はこの出会いと、いまの環かん境きようだけで本当に幸せなんです」

　聖母のような微笑でアーシアは彼女を許ゆるした。

　ああ、アーシアは本当にいい子だなぁ……。お兄さん感動だよ！

　神の存在を否定され、一時的に精せい神しんの均きん衡こうが危あぶなかったが、俺と部長が接せつしてなんとか元に戻もどってくれた。

「……クリスチャンで神の不ふ在ざいを知ったのは私とキミだけか。もうキミを断だん罪ざいするなんてことは言えやしないな。異い端たん視しか。尊そん敬けいされるべき聖剣使いから、異端の徒。私を見る目の変わった彼らの態たい度どを忘わすれられないよ」

　そのとき、ゼノヴィアの瞳ひとみに少しだけ哀かなしみの影かげが映うつった気がした。

「では、私は失礼する。この学園に転校するにいたって、まだまだ知らねばならないことが多すぎるからね」

　部室をあとにしようとするゼノヴィア。

「あ、あの！」

　そのゼノヴィアをアーシアが引き止めた。

「今度の休日、皆みんなで遊びにいくんです。ゼノヴィアさんもご一いつ緒しよにいかがですか？」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおで言うアーシア。ゼノヴィアは少しだけ驚くように目を見開くが、すぐに苦く笑しようする。

「今度機会があればね。今回は興きようが乗らないかな。ただ──」

「ただ？」

　首をかしげるアーシアにゼノヴィアは笑顔で問う。

「今度、私に学校を案内してくれるかい？」

「はい！」

　アーシアも笑顔で答える。うーん、お友達になってくれるといいね。つかめない子だけど、ゼノヴィアも悪い奴やつじゃないと思うしな。

「我わが聖せい剣けんデュランダルの名にかけて──。そちらの聖魔剣使いとも再ふたたび手合わせしたいものだね」

「いいよ。今度は負けない」

　木場も笑顔で返した。それを確かく認にんするとゼノヴィアは部室をあとにした。

　木場の全身から自信とともに何か力強いものを感じる。

　あのとき、あの場所で起きた出来事がこいつを劇げき的てきに変えたんだろうな。

　ポン！

　部長が手を鳴らす。

「さ、全員が再びそろったのだから、部活動も再さい開かいよ！」

『はい！』

　全員が元気よく返事をする。その日、久ひさしぶりに俺たちは部室で談だん笑しようした。









　Friends.






『めっちゃつかもうぜ～♪　ドラグ・ソボールを～♪』

　カラオケの一室。

　俺はマイク片かた手てにアニソンを熱唱していた。

「よっ！　ドラグ・ソボールバカ！」

「ちくしょう！　アーシアちゃんとデュエットでもしやがれ鬼き畜ちくめ！」

　松まつ田だと元もと浜はまがやんややんやと野や次じを入れてくれる。

　アーシアも楽しそうだ。小こ猫ねこちゃんはカラオケそっちのけでもりもりピザやらアイスやらを食べているけどな。メガネ娘むすめの桐きり生ゆうは選曲中だ。

　木き場ばは──優ゆう雅がにコーヒーを飲んでいた。チッ！　イケメンはこんなところでも格かつ好こうつけるのですか。そうですか。

　休日を利用して、俺らは当初の計画通り、半日遊び倒たおすプランを実行した。

　駅前で待ち合わせ。三十分遅おくれの松田を俺と元浜と桐生でぶん殴り、そのままボウリング場へ直行！

　無む駄だに体力を使って４ゲームもやってから、カラオケボックスに入店したわけさ。

　で、さっきからエンドレスで代わる代わる歌を歌っている。

　アーシアと木場だけが歌っていないが、いずれ歌わせてやるぜ。てか、一度アーシアとデュエットをしたかった！　金きん髪ぱつ美少女とデュエット最高だよね！

　しかも今日のアーシアちゃんはゴスロリ衣い装しようだったりする。かわいすぎるぞ！

　桐生のプロデュースだ。なんということでしょう。「匠たくみ」の手にかかれば元クリスチャンなアーシアさんがハイセンスな衣装に様変わり！

「聖せい書しよなら暗唱できます」

　って始まりそうなアーシアだけど、そんなことをしたら、悪あく魔まである俺と木場と小猫ちゃんが昇しよう天てんしちゃうから止やめてね。

　匙さじも誘さそったのだが、「会長から異い性せい交遊を禁きん止しされているんだ」と涙なみだを流しながら、断ことわられた。来たかったに違ちがいない！　厳きびしいね、生徒会の眷けん属ぞくは。

　歌い終わった俺は渇かわいたのどを潤うるおすため、ジュースを一口。歌った歌った。

　今日来ていない部長と朱あけ乃のさんは一緒にショッピングを楽しんでいるらしい。

　先ほど写メールで、「水着を物色中。イッセーが好きそうなのを選ぶわね」とハートマーク付きで送られてきた。試着室からの写メールだったので、その場で鼻血を噴ふきだしそうになりました。ハハハ、俺のお姉さまはエロいよねぇ。

　ぐふふ。そういや、もうすぐプール開きがあるよね。部長のお話じゃ、休日を利用してプールを好き放題に使えるとか言ってた。

　そのときに水着を披ひ露ろうしてくれるらしい。しかも朱乃さんも！

　うひょぉぉぉぉっ！　エッチな体つきのお姉さま二人がエロエロな水着ですか。

　よ、よだれが止まりません！　あー、早く来い来い暑い夏！

「……イッセー先せん輩ぱい。鼻血出てます」

　じと目で小猫ちゃんが言う。おおっ、そうか。鼻血が。

「……エロエロなことを考えてましたね」

　あぅ！　小猫ちゃん、当たりです！

「おや、股こ間かんのアレの大きさが……」

　おおおーいい！　桐生！　そのメガネでいまの俺のアレを測はかるな！

「……部長さんのことを考えていたんですか？」

　不ふ機き嫌げんそうにアーシアが言う。最近、直感具合も鋭するどくなってきたね……。

「ハハハ、なんでもないよ！　ちょ、ちょっと、トイレ行ってくるね！」

　と、俺は席を立って、脱だつ出しゆつした！







　トイレで鼻血を拭ふき取り出ていくと付近の椅い子すに木場が座すわっていた。

「おっ、どうした？」

「うん。ちょっとね」

　木場の隣となりの椅子に俺も座る。

「あー、疲つかれた。張はりきりすぎたかな」

「最初のボウリングではしゃぎすぎたかもね」

「それはある」

　何気ない会話で二人は苦笑した。と、木場が神しん妙みような面おも持もちで切り出した。

「イッセーくん。キミに一言だけお礼を言いたかった。──ありがとう」

　こいつ、それを言うためにトイレの前で待っていたのか……。

「……いいさ。おまえの同志も許ゆるしてくれた。部長も皆みんなも許してくれた。だから、別にいいんだよ」

「……イッセーくん」

　うっ。そんな瞳ひとみを潤うるませながら俺の名を呼よぶな！　こ、怖こわいぞ！

「じゃ、じゃあ、俺の十八番を歌いましょうかね」

「へぇ、イッセーくんに十八番なんかあったのかい？」

「任まかせろ、ドラグ・ソボールの主題歌なら二十四時間エンドレスで歌えるぜ」

「そ、それは覚かく悟ごが必要だね」

「いいじゃねぇか。オカルト研究部の『兵ポ士ーン』と『騎ナ士イト』のデュエットとシャレこもうぜ」

「はいはい」

　何気ない会話をしながら、部屋に戻もどった俺たちはさっそくマイクを占せん有ゆうして、無む駄だに熱いデュエットを披露してやったぜ。

　──そのとき、初めて木場の本当の笑え顔がおを見た。

　後日、桐生が撮さつ影えいした俺と木場が熱くデュエットしている写メールが学園中を駆かけ回り、俺と木場のホモ説はいっそう強くなったのだった。

　カンベンしてくれっ！








　あとがき




「そう……そのまま飲み込んで僕ぼくたちのエクスカリバー（×７）……」




　どうもお久しぶりです。石いし踏ぶみです。ついに三巻ですね。早いものです。

　初っぱなから某ＢＬなアレですが、今回の話といい、ラストのイッセーと木き場ばの雰ふん囲い気きといい、狙って題だい名めいつけました。ここいらで木場に関する伏ふく線せんを回収したかったのです。

　さて、部長の駒こま──部員が増ふえました。新人の『騎ナ士イト』ゼノヴィア！　女おんな剣けん士し！

　元ヴァチカン法ほう王おう庁ちようの聖せい剣けん使い。デュランダルなる強大な聖剣の使い手です。

　わけのわからないことをして、後こう悔かいばかりする困った娘むすめです。イッセーも劇中で言ってますが、「つかめない子」です。ちなみに悪あく魔まに転生後も聖剣は使えます。無む敵てきですね。

　では、他の新キャラ紹しよう介かいでもいたしましょう。

　ソーナ・シトリー会長──上級悪魔シトリー家の次期当主さまです。

　匙さじ元げん士し郎ろう──シトリー眷けん属ぞく。ソーナ会長の下げ僕ぼく悪魔でイッセーと同じ『兵ポ士ーン』です。

　紫し藤どうイリナ──イッセーの昔むかし馴な染じみ。教会、天使側の末まつ端たんキャラが欲ほしかったので登場させました。今後も機会があれば天使側の関係者として出していきたいです。




　次回、ついに夏となります！　夏といえば水着！　プール！　劇中最後でもイッセーのためにエッチな水着を買うお姉さま二人のお話が出てきてますね。そういうことです。

　部長とアーシアのイッセー争そう奪だつ戦せん。そこへ、隙すきあらば取って食おうとしている朱あけ乃の。女の武器を使って、イッセーに迫せまります。イッセーもそろそろ出血多量で死にそうです。

　さらにさらにゼノヴィアもそのなかに入ってくる!?　そして小こ猫ねこは!?

　最近作者の私自身がイッセーに対して嫉しつ妬としだしました。「クソ！　なんでこいつこんなにモテるんだ!?　おっぱい、もみ放題じゃねぇか！」と涙なみだ目めで執しつ筆ぴつしてます。




　今回、イッセーのバトル方面での活かつ躍やくは抑おさえました。二巻で未完成とはいえ、強きよう力りよく無む比ひな禁手に至ってしまっているのでサポートをやってもらおうと思ったわけです。三巻は部員の皆みんなにがんばってもらいました。まあ、次巻でイッセーがすごいことになりますけど。

　四巻で三大勢力のボスたちがついに姿すがたを現あらわします。物語は一気に加速していくかもしれません。彼らは集まって何を語るのか？

　今回で明らかになったもの、謎なぞも次回で真実を語れる予定です。たぶん。

　そして、姿を現した「白バニシいング・龍ドラゴン」こと白はく龍りゆう皇こうアルビオン。いきなり、力のバランスを破は壊かいするような物もの凄すごい強さで登場です。彼とイッセーが出会うとき、物語は──。

　次巻で部長のもう一人の『僧ビシ侶ヨツブ』が登場！　お待たせしました！　濃こいぜ、四巻！




　謝しや辞じを。

　みやま零ゼロさま、美び麗れいなイラストありがとうございます！　キャラクターが次々と増えてきているのでご迷めい惑わくをおかけしておりますが、何なに卒とぞ今後もよろしくお願い致します！

　担当編集のＨさま、毎回的確なエロアドバイスなどありがとうございます！　おかげさまでどんどん卑ひ猥わいなアイディアが浮うかぶエロエロな作家になってきました！　修正箇か所しよの指し摘てきがなかったら、この作品は年ねん齢れい制限をくらっていたかもしれません！

　※朱乃副部長の例シーンは初しよ稿こうでやりすぎて修正をくらっております。

　読者の皆さま。応おう援えん、ファンレター、ありがとうございます！　イラスト付きのファンレターをもらって涙が出るほどうれしかったです！　もっともっと出してくださると作者がきっと勢いきおいづいてエロエロな……いえいえ、熱血なＤ×Ｄが書けるかも！

　そんな感じで四巻は部長＋女子部員の乳ちち乱らん舞ぶにご期待ください。




石踏　一榮










ハイスクールＤ×Ｄ３




月光校庭のエクスカリバー














石いし踏ぶみ　一いち榮えい
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